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序　　文

　公益財団法人千葉県教育振興財団は、埋蔵文化財の調査研究、文化財保護

思想の涵養と普及などを目的とし、昭和49年に設立され、以来、数多くの遺

跡の発掘調査を実施し、その成果として多数の発掘調査報告書を刊行してき

ました。

　このたび、千葉県教育振興財団調査報告第733集として、独立行政法人都

市再生機構の千葉北部地区新住宅市街地開発関連事業に伴って実施した印西

市大割水溜遺跡ほか６遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

　これらの調査では、旧石器時代後半期の石器・礫群をはじめ、近世の野馬

土手に関連する遺構が出土しており、この地域の歴史を知る上で貴重な成果

が得られております。この報告書が学術資料として、また地域の歴史解明の

資料として広く活用されることを願っております。

　終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々を初め

とする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで御苦労をおかけした

調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

　　平成26年11月

公益財団法人　千葉県教育振興財団

理　事　長　　堀 　 田 　 弘 　 文



凡　　例

１ 　本書は、独立行政法人都市再生機構による千葉北部地区新住宅市街地開発関連事業に伴う埋蔵文化財
の発掘調査報告書である。

２　本書に収録した遺跡は、千葉県印西市、白井市に所在する下記の７遺跡である。
　大割水溜遺跡 千葉県印西市大森字高堀51番地ほか（遺跡コードCN626）
　高堀所在野馬土手 　　　印西市大森字高堀40-2の一部ほか（遺跡コード231-020）
　向新田遺跡（２） 　　　印西市武西字上谷津275-5ほか（遺跡コードCN505）
　船尾白幡遺跡Ⅱ-（２） 　　　印西市船尾字神明作214-1ほか（遺跡コードCN712（２））
　白井新田１号遺跡 　　　白井市根字笹塚121-3ほか（遺跡コードCN109）
　鹿黒橋遺跡 　　　印西市大森1114-3ほか（遺跡コード231-012）
　清戸Ⅱ遺跡 　　　白井市清戸字花堀込516-2ほか（遺跡コード232-024）
３ 　発掘調査から報告書刊行に至る業務は、独立行政法人都市再生機構の委託を受け、公益財団法人千葉
県教育振興財団が実施した。

４　発掘調査及び整理作業の担当者、実施期間は本文中に記載した。
５ 　本書の執筆は、第２章第２節２・３、第３章・第４章・第５章第２節７を上席文化財主事 西川博孝、
第２章第１節・第２節１・第３節・第５章第２節６を主任主事 山岡磨由子、第８章を上席文化財主事 
小高春雄と山岡、第１章・第５章（第２節６・７を除く）・第６章・第７章を主任主事 平井真紀子が担
当した。編集は各々が行った。

６ 　発掘調査から報告書刊行に至るまで、下記の諸機関から多くの御指導、御協力を得た。記して感謝申
し上げたい（順不同）。

　 　千葉県教育庁教育振興部文化財課、独立行政法人都市再生機構、印西市教育委員会、白井市教育委員会
７　本書で使用した地図は下記のとおりである。
　　　第1-1図 国土地理院発行　１/50,000現況図　平成９年度修正版　（龍ヶ崎、佐倉）
 千葉県教育委員会「ふさの国文化財ナビゲーション」
　　　第2-1・2-2・3-1・4-3・5-1・5-2・7-1図　印西町役場　印西町図1/2,500（その８）、（その13）
 （昭和40年３月）を編集
　　　第6-1図 国土地理院発行　1/25,000地形図「白井」（NI-54-19-14-3）
　　　第6-4図 独立行政法人都市再生機構 千葉地域支社　国道16号線 復IC付近 現況図1/500（平成23

年）を編集
　　　第7-6図 国土地理院発行　１/50,000地形図「龍ヶ崎」（NI-54-19-13）「佐倉」（NI-54-19-14）
　　　第8-1図 白井市都市計画基本図10・15　１/2,500（平成18年）を編集
８　本書で使用した航空写真は下記のとおりである。
　　　図版1-1 千葉県航空写真データ　京葉測量株式会社　写真番号09-C5-7（昭和44年３月23日撮影）
　　　図版1-2 千葉県航空写真データ　京葉測量株式会社　写真番号09-C4-9（昭和44年３月24日撮影）
９ 　本書で使用した図面の方位の北はすべて座標北であり、測地系は日本測地系による。ただし抄録の経
緯度は世界測地系に基づく。

10　第２章の黒曜石産地推定にあたっては明治大学黒耀石研究センター　池谷信之氏に分析を依頼した。
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　　　　　  ＳＩ103・ＳＫ109・ＳＫ110

　　　　　  ＳＩ106・ＳＫ105

　　　　　  ＳＩ105、ＳＩ105カマド遺物出土状況

　　　　　  ＳＩ108、ＳＢ101、ＳＢ102

図版５-３　船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）

　　　　　  ＳＢⅡ074・ＳＢ103・ＳＫ103

　　　　　  ＳＢⅡ052・４Ａグリッド北西部遺構群

　　　　　  ＳＫ101・ＳＨ116、ＳＫ104、ＳＫ107・

　　　　　　ＳＫ108

図版５-４　船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）

　　　　　  ＳＩ101・ＳＩ104・ＳＩ107出土土器

　　　　　  ＳＩ101-1・2・3・6、ＳＩ104-4・5・8、

　　　　　  ＳＩ107-1・5・7・8・10・12・13

図版５-５　船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）

　　　　　  ＳＩ101・ＳＩ102・ＳＩ106・ＳＩ108出土

土器

　　　　　  ＳＩ101-7～10・12～14、ＳＩ102-1、　　

ＳＩ106-1

　　　　　  ＳＩ108-1～5・7～9

図版５-６　 船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）

　　　　　ＳＩ103・ＳＩ105出土土器

　　　　　  ＳＩ103-5・6・8・10、ＳＩ105-1・5・6・7・

10・12～14・16・17・20・21・26

図版５-７　船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）　ＳＩ105出土土器

　　　　　  ＳＩ105-23・29・30・31

　　　　　  土坑・遺構外出土遺物

　　　　　  鉄製品

図版５-８　船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）　縄文土器

　　　　　  単独出土石器、ＳＩ104出土石器

図版６-１　白井新田１号遺跡　調査前風景

　　　　　  土層断面

　　　　　  盛土下の旧表土面

　　　　　 塚南方の野馬土手と溝

図版７-１　鹿黒橋遺跡　調査前状況

　　　　　  TP-２プラン確認状況

　　　　　  １・２・７トレンチ間遺物出土状況

　　　　　  中近世畦畔と溝等（ＳＸ001）

　　　　　  １トレンチ南側壁セクション

　　　　　  ＳＸ001木札出土状況

図版７-２　鹿黒橋遺跡　出土遺物

図版８-１　清戸Ⅱ遺跡　調査前風景

　　　　　  土層断面

　　　　　 平安時代の溝

　　　　　  Ｐ１～Ｐ８、Ｐ９～Ｐ14

　　　　　 Ｐ10・ＳＤ001・ＳＤ008・ＳＤ009

　　　　　 ＳＤ001・ＳＤ002、 近代道跡

図版８-２　清戸Ⅱ遺跡　出土遺物
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第１節　調査の概要
１．調査の経緯と経過
　千葉北部地区新住宅市街地開発関連事業に伴う埋蔵文化財の調査は、公益財団法人千葉県教育振興財団

（文化財センター）が、当初千葉県企業庁の委託を受けて開始されたものである。その後事業主体者は日

本住宅公団に引き継がれ、現在は独立行政法人都市再生機構となったが、継続して当財団が業務の委託を

受け発掘調査を実施した。

　発掘調査から報告書刊行に至るまでの各年度の担当者及び期間は以下のとおりである。

発掘作業
第1-1表　調査と組織-1

大割水溜遺跡　 印西市大森字高堀51番地、同市大森字宮脇532-1ほか

年度
（平成）

対象面積 調査期間
（平成）（㎡）

対象面積
（㎡）

対象面積
（㎡）

対象面積
（㎡）

対象面積
（㎡）

上層 下層 上層 下層

12 23,500 1,390 920 0 0 12.08.01～12.10.31 立石圭一 折原　繁 沼澤　豊

19 1,016 148 1,285 0 20.01.07～20.03.26 沖松信隆 豊田佳伸 矢戸三男

20 0 292 0 238 20.04.01～20.04.30 鈴木弘幸 豊田佳伸 大原正義

計 33,641 2,406 1,360 1,285 238

高堀所在野馬土手　 印西市大森字高堀40-2の一部ほか

上層 下層 上層 下層

23 2,800 168 0 0 0 23.07.19～23.08.02 糸川道行
田島　新 野口行雄 及川淳一

向新田遺跡（２） 印西市武西字上谷津275-5ほか

上層 下層 上層 下層

21 142 142 4 142 0 22.03.01～22.03.15 川勝里文 野口行雄 及川淳一

船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）　 印西市船尾字神明作214-1ほか

上層 下層 上層 下層

19 1,248 1,248 51 975 0 19.09.18～19.10.31 沖松信隆 豊田佳伸 矢戸三男

本調査（㎡）
担当者 北部調査事務所長

10,141

確認調査（㎡） 本調査（㎡）
担当者

確認調査（㎡） 本調査（㎡）
担当者 北部調査事務所長 調査(研究)部長

確認調査（㎡） 本調査（㎡）
担当者 北部調査事務所長

北部調査事務所長

確認調査（㎡） 調査期間
（平成）

調査期間
（平成）

調査期間
（平成）

調査研究部長

調査研究部長

調査研究部長

年度
（平成）

年度
（平成）

年度
（平成）

白井新田１号遺跡 白井市根字笹塚121-3ほか

上層 下層 上層 下層

10 400 0 0 400 0 10.05.06～10.06.19 井上哲朗 折原　繁 沼澤　豊

確認調査（㎡） 本調査（㎡）
担当者 北部調査事務所長

調査期間
（平成） 調査部長

年度
（平成）
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第1-1表　調査と組織-2

整理作業
平成24年度

　組　　織　調査研究部長　関口達彦　　整理課長　高田　博

　整理担当　上席文化財主事　西川博孝　主任主事　山岡磨由子

　整理内容　大割水溜遺跡　基礎整理～挿図作成の一部

平成25年度

　組　　織　調査研究部長　伊藤智樹　　整理課長　今泉　潔

　整理担当　上席文化財主事　西川博孝・小高春雄　主任主事　山岡磨由子・平井真紀子

　整理内容　大割水溜遺跡 挿図作成の一部～原稿執筆・編集

　　　　　　高堀所在野馬土手 　　　基礎整理～原稿執筆・編集

　　　　　　向新田遺跡（２） 　　　基礎整理～原稿執筆・編集

　　　　　　船尾白幡遺跡Ⅱ-（２） 　　　基礎整理～原稿執筆・編集

　　　　　　白井新田１号遺跡 　　　基礎整理～原稿執筆・編集

　　　　　　鹿黒橋遺跡 　　　基礎整理～原稿執筆・編集

　　　　　　清戸Ⅱ遺跡 　　　基礎整理の一部

平成26年度

　組　　織　調査研究部長　伊藤智樹　　整理課長　今泉　潔

　整理担当　主任主事　山岡磨由子

　整理内容　清戸Ⅱ遺跡　　　　　　　　基礎整理の一部～刊行

　　　　　　上記の大割水溜遺跡を含む６遺跡　　　編集・刊行

鹿黒橋遺跡 印西市大森1114-3、印西市大森長田1132-2ほか

上層 下層 上層 下層

10 1,080 25 0 0 0 10.05.25～10.06.01 沖松信隆 折原　繁 沼澤　豊

11 1,430 230 0 0 0 11.11.01～11.12.24 井上哲朗 折原　繁 沼澤　豊

計 2,510 255 0 0 0

清戸Ⅱ遺跡

上層 下層 上層 下層

25 520 520 20 225 0 26.01.16～26.01.27
26.02.24～26.03.07 小高春雄 今泉　潔 伊藤智樹

白井市清戸字花堀込516-2ほか

確認調査（㎡） 本調査（㎡）
担当者 北部調査事務所長

確認調査（㎡） 本調査（㎡）
担当者 整理課長

調査期間
（平成）

調査期間
（平成）

調査研究部長

調査研究部長

年度
（平成）

年度
（平成）

対象面積
（㎡）

対象面積
（㎡）
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船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）向新田遺跡（２）

大割水溜遺跡

鹿黒橋遺跡

白井新田 1号遺跡

高堀所在野馬土手

清戸Ⅱ遺跡

利根川

手賀沼

手賀川

手賀沼

新川

神崎川

印旛沼→

亀成川

第1-1図　所収遺跡位置図（1/50,000）
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２．調査の方法と概要（第1-2図）
　発掘調査を行うにあたり、公共座標を基準に20ｍ×20ｍ、あ

るいは40ｍ×40ｍの大グリッドを設定した。本書で報告する７

か所の遺跡は、それぞれが隣接する遺跡の調査を踏襲しており、

グリッドの設定もまた、それらと同一、あるいは延長した区画

線を用いている。そのため、遺跡によってグリッドの設定が異

なる。

　大割水溜遺跡・高堀所在野馬土手・船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）は

40ｍ×40ｍの大グリッド設定である。大グリッド内をさらに４ｍ

×４ｍに分割し、100個の小グリッドとした。大グリッドは西

側から東側へＡ、Ｂ、Ｃ…、北側から南側へは１、２、３…と

なる。小グリッドは北西隅を起点として西から東に00、01、

02…、北から南に00、10、20…と付し、これらを組み合わせて

5Ａ-35のように表示した（第1-2図）。

第1-2図　グリッド呼称例

0 40m

５
Ａ
00 01 02 03 04 05 06 07 08 09

10

20

30

40

50

60

70

80

90

11

22

33  5A-35

44

55

66

77

88

99

　向新田遺跡（２）・鹿黒橋遺跡は20ｍ×20ｍの大グリッド設定である。大グリッド内を２ｍ×２ｍに分割

し、100個の小グリッドとした。大グリッド、小グリッドの表示方法は40ｍグリッドと同様である。

　清戸Ⅱ遺跡は20ｍの大グリッド設定であるが、４ｍ×４ｍに分割し、25個の小グリッドとした。北西隅

を起点に00、01、……43、44と番号を付した。

　白井新田１号遺跡は小高い塚であったため、頂上杭を設定してから調査を行った。

　調査については、上層の確認調査は地形、調査区域の形状を勘案して東西方向、南北方向等に対象面積

の10％を目安としてトレンチを設定し、遺構の存否及び遺物の出土量と分布範囲を確認した。下層の確認

調査は調査対象面積の２％～５％を目安として規則的に２ｍ×２ｍのグリッドを設定し、遺物の存否と出

土層位及び分布範囲を確認した。本調査はこの確認調査をもとに、調査範囲を設定して実施した。

３．遺跡の位置と地理的環境（第1-1図、図版1-1）
　本書に所収した７遺跡のうち、大割水溜遺跡・高堀所在野馬土手・鹿黒橋遺跡は印西市のほぼ中央、向

新田遺跡（２）・船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）は印西市の南西部、白井新田１号遺跡・清戸Ⅱ遺跡は白井市に位置

する。印西市・白井市は千葉県北部にあり、両市の北を流れる利根川や、印旛沼・手賀沼に流入する大小

の河川によって樹枝状に開析され、下総台地特有の複雑な様相を呈している。鹿黒橋遺跡のみ低地に立地

するが、他の６遺跡はいずれもこのように形成された標高20ｍ～30ｍの台地上に位置している。各遺跡の

概要や周辺環境については、広範囲にわたるため、それぞれの章で述べることとする。
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第１節　遺跡の位置と調査の方法（第1-1・2-1・2-2図、図版1-2・2-1）
　本遺跡は、手賀沼に流入する亀成川支流の大森川によって開析された標高約24ｍの台地上に立地する。

西側は緩やかな谷となっているが、過去には川、あるいは低地であり、現在との比高は４ｍほどである。

この幅70ｍほどの低地を挟んだ対岸には泉北側第２遺跡、泉北側第３遺跡、大森割野遺跡など、旧石器時

代から近世に至るまで、３万年以上に亘る人々の営みの跡が残されている。

　調査は平成12・19・20年度の３か年にわたって行われた。北側が印西市大森字宮脇532-1ほか（平成

19・20年度調査）、南側が同字高堀51番地ほか（平成12年度調査）であり、南北に長い帯状の調査区域か

らは旧石器時代・縄文時代・古墳時代・近世の遺構や遺物などが検出された。なお、遺跡の中央を横切っ

ているのが高堀所在野馬土手の続きであることから、次章でまとめて報告する。

　大グリッドは平成８・９年度に調査が行われた大森割野遺跡を踏襲し、40ｍ×40ｍの大グリッド方眼を

東へ延長して行った。よって本遺跡の範囲は西から東へＧ…Ｎのアルファベット、北から南へは２…14と

算用数字が付されている。大割水溜遺跡北西端の起点は2Ｇ-00グリッドであり、日本測地系の座標値はＸ

＝-20,720.000、Ｙ＝27,600.000である。

　使用した地図・写真図版の基となった図・写真であるが、凡例の７・８に記載したものを用いた。

　旧石器時代・縄文時代以降の図表・石器写真図版には簡便のため、以下のとおり略号を付した。

器種の凡例：尖頭器＝PO、ナイフ形石器＝KN、石鏃＝SE、削器＝SS、掻器＝ES、石錐＝DR、二次加工

のある剥片＝RF、微細剥離痕のある剥片＝MF、石刃＝BL、剥片＝FL、砕片＝CH、石核＝CO、打製石

斧＝DA、磨石＝GS、敲石＝HS、台石＝AS、礫＝PE、礫片＝PF

石材の凡例：ガラス質黒色安山岩＝GA、トロトロ石＝TO、安山岩＝AN、流紋岩＝RH、黒曜石＝OB、

緑色凝灰岩＝GT、凝灰岩＝TU、砂岩＝SA、泥岩＝MU、頁岩＝SH、珪質頁岩＝SS、嶺岡産珪質頁岩＝

MS、硬質頁岩＝HS、ホルンフェルス＝HO、結晶片岩＝KS、チャート＝CH、玉髄＝CC、不明＝UK

第２節　遺構と遺物
１．旧石器時代
（１）概要（第1-1・2-1～2-3図、第2-1・2-2・2-15表、図版1-2・2-1・2-2）
　旧石器時代の遺物のまとまりは４か所で検出され、遺跡の北側から南へ順に第１ブロック～第４ブロッ

クを付した。石器の総出土点数は267点であり、立川ロームⅣ層～Ⅱ層に包含される。礫・礫片が多出す

る第４ブロックの出土点数が70％以上を占める。石器の器種・母岩の内訳は第2-1表・第2-2表に、属性は

第2-15表に掲載した。

　黒曜石18点の産地推定分析では、和田土屋橋群、蓼科冷山群、箱根畑宿群などの同定結果を得ている。

第１ブロックから出土した黒曜石１点は産地が特定できなかったが、第４ブロックの17点の産地内訳は第

2-8表に掲載した。

　接合番号（図中に「接１、接２…」と表記）は、整理作業の早い段階で付した番号であり、重複してい

ないことを目的とした。あくまで便宜的な数値であり、連続した番号が振られているわけではない。
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第2-2図　大割水溜遺跡　遺構位置図第2-2図　大割水溜遺跡　遺構位置図
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（２）基本層序（第2-3図、図版2-1）
　第2-3図に大割水溜遺跡11Ｊ-42グリッドの基本層序と、調査区の中央付近を東西に横断するような３か

所の土層を示した。石器群が包含される土層が遺跡ごとに異なる名称で扱われることへの危惧や、下総台

地内における地域ごとの立川ローム層の比較、武蔵野台地との対比などが検討された結果、平成４年に当

財団で共通見解に至った標準土層１）に則ったものである。なお、石器集中域の土層断面はブロックごと

に図示した。基本層序の色調には「新版 標準土色帖 2000年版」（財団法人 日本色研事業株式会社）の土

壌色表記を括弧内に記した。

注１　島立　桂・新田浩三・渡辺修一　1992　 「下総台地におけるローム層の層所区分―平成２・３年度職員研修会から―」

 『研究連絡誌』第35号　㈶千葉県文化財センター

第2-1表　器種別組成表

第2-2表　石材別組成表
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第2-3図　大割水溜遺跡　基本層序

22.00m

23.00m
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b

Ⅰ
Ⅱa
Ⅱb
Ⅱc

Ⅸc

Ⅸa
Ⅶ
Ⅵ
Ⅴ
Ⅳ

Xa

Ⅸb

Xb

Xc

XI

TcL
ML

Ⅲ

c

基本層序
（11J-42 グリッド）

21.00m

22.00m

23.00m23.00m

22.00m

21.00m

水つき
ローム

24.00m24.00m

0 1m（1/40）

0 2m（1/80）

大割水溜遺跡基本層序（11Ｊ-42グリッド）
Ⅰ　層：層厚約10㎝　色調（7.5YR4/2）灰褐色土。やわらかく、木根が多く混入する。
Ⅱａ層：層厚約10㎝　色調（7.5YR2/2）黒褐色土。Ⅰ層より硬い。ローム粒少々混入する。
Ⅱｂ層：層厚約10㎝　色調（7.5YR4/4）褐色土。黒土にロームが混入し、所々やわらかい。
Ⅱｃ層：層厚約15㎝～20㎝　色調（7.5YR2/3）黒褐色土。Ⅱｂ層よりロームが多く混入する。
Ⅲ　層：層厚約20㎝～30㎝　色調（7.5YR5/8）黄褐色土。ローム主体だが黒色土が少々混入する。
Ⅳ　層：層厚約10㎝　色調（7.5YR5/7）ハードローム。
Ⅴ　層：層厚約10㎝　色調（7.5YR5/4）にぶい褐色。堅く締まり、所々に赤色スコリアが混入する。
Ⅵ　層：層厚約10㎝～12㎝　色調（7.5YR7/6）橙色。ＡＴ層。φ２㎜～３㎜のスコリアが混入する。
Ⅶ　層：層厚約15㎝　色調（7.5YR6/6）橙色。やや軟質な部分がある。緑・赤色スコリアが混入する。
Ⅸａ層：層厚約15㎝　色調（7.5YR5/8）明褐色。やや軟質な部分がある。緑・赤色スコリアが混入する。
Ⅸｂ層：層厚約５㎝　色調（7.5YR5/4）にぶい褐色。木根少々とスコリアが混入するが、土は締まる。
Ⅸｃ層：層厚約25㎝　色調（7.5YR4/4）褐色。木根少々混入し、φ３㎜程の赤色スコリアを多数含む。
Ⅹａ層：層厚約10㎝～20㎝　色調（7.5YR5/6）明褐色。木根、小さい赤色スコリアが混入する。
Ⅹｂ層：層厚約25㎝　色調（7.5YR4/4）褐色。下部にシミのような粘土状の土がみられる。
Ⅹｃ層：層厚約35㎝　色調（7.5YR4/3）褐色。中央～下部に粘土状部分があり、変色している。
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（３）石器ブロック
第１ブロック（第2-4・2-5図、第2-3表、図版2-2・2-3）

石器分布

　遺跡の北側、2Ｍ-88・97・98グリッドに位置し、石器は標高24.5ｍ付近から出土している。平面分布上

から一括りにしたが、出土した５点はすべて異なる石材であり、グリッド一括で採取された２点も含めて、

単独に存在したものがたまたま同じような場所で検出された可能性がある。石器間の距離は最長で約８ｍ

離れる。尖頭器１点、微細剥離痕のある剥片２点、剥片２点が出土し、そのうちの３点を図化した。

第2-4図　第１ブロック　石器分布

（1/80）

珪質頁岩 1

尖頭器
微細剥離痕のある剥片
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出土石器

　１は尖頭器である。濃褐色～褐灰色の硬質頁岩１が母岩である。横長剥片を素材とし、素材時の打瘤を

削ぐようにして主要剥離面が平らに成形されている。左上方の刃部は、上部からの加撃により作出された

もので、肉眼でもはっきりと認識できる刃こぼれ痕が連続する。断面は山高の形状を示しており、使用と

調整が繰り返されていることがわかる。現存する最大長は40.0㎜、左上縁部は47°、右上縁部は70°であり、

左右どちらの縁辺にも微細剥離痕がみられる。

　２・３は微細剥離痕のある剥片である。２は明黄褐色で滑らかな質感の珪質頁岩１を母岩とする。同一

方向から複数剥離された中の１片であり、器面の調整を目的とした可能性がある。ほぼ全周に廻る刃こぼ

れは、器厚の薄さに起因するものか。３は朱色～小豆色で、光沢はなく、直径1.5㎜ほどのガラス質の粒

子を含む。複剥離打面を持ち、両側縁は平行で、刃こぼれがみられる。背面の剥離痕３面と主要剥離面の

打撃方向は同じであり、規則的に剥離されたうちの１片が遺跡内に残されたものであろう。

第2-5図　第１ブロック　出土石器

第2-3表　第１ブロック組成表

第２ブロック（第2-6・2-7図、第2-4表、図版2-2・2-3）

石器分布

　4Ｌ-09・18・19・29グリッドの直径6.6ｍの円内に30点が分布するが、外縁部を構成する３点を除くと、

直径4.6ｍの範囲に27点が収まる。石器は標高23.9ｍ～24.3ｍの垂直分布幅を持ち、調査時の所見によれば

Ⅲ層上部～Ⅱc層に包含される。器種は、ナイフ形石器１点、二次加工のある剥片３点、微細剥離痕のあ

る剥片６点、石刃２点、剥片17点、石核１点を組成する。石材は玉髄が22点で約73％を占め、珪質頁岩４

点、チャート２点、流紋岩１点、泥岩１点がこれに続く。接合する資料は皆無であり、砕片が出土してい

ないことから、この場では剥片剥離などの作業は行われなかったと推測される。なお、使用痕の可能性の

ある微細剥離は11点で観察された。

0 5cm（2/3）

１　2M-88-2
 　尖頭器
　 硬質頁岩 1

3　2M-97-2
　 微細剥離痕のある剥片
　 石材不明 1

2　2M-98-1b
　 微細剥離痕のある剥片
　 珪質頁岩 1
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第2-6図　第２ブロック　石器分布
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出土石器

　１はナイフ形石器である。全体的に青灰色だが、黄褐色の縞が入るチャート１が母岩である。周縁部は、

刃部を除くほぼ全体が主要剥離面側から加工される。左上方の剥離痕は主要剥離面に切られている。

　２・３は二次加工のある剥片である。２は、白色半透明で霙状の球状物が混じる玉髄１が母岩である。

複剥離打面を持ち、左下縁辺の一部は鋸歯状に加工され、使用痕が廻る。３の玉髄３は、油脂状光沢のあ

る赤褐色であり、一部には白墨のような乾いた風合いを持つ。打面部分は加工されて点状に残り、ほぼ全

周に微細な剥離痕が廻っている。

　４・５は微細剥離痕のある剥片である。４は灰白色の地に直径５㎜ほどの青みがかった斑と、直径２㎜

ほどの赤茶色の点状斑がみられる玉髄２を母岩とする。上下は欠損しており、右側縁の微細剥離痕は下部

の折れに切られている。なお、玉髄２は９点出土しており、第２ブロックの30％を占める。５の玉髄５は

黄褐色～暗赤紫色で白色半透明の筋が入る。玉髄３と同一母岩である可能性が高く、碧玉（黄玉）と分類

されることも多い。周縁部に刃こぼれが廻る。

第2-7図　第２ブロック　出土石器

0 5cm（2/3）

1　4L-09-1
 　ナイフ形石器
　 チャート 1

4　4L-19-9
 　微細剥離痕のある剥片
　 玉髄 2

5　4L-18-4
 　微細剥離痕のある剥片
　 玉髄 5

2　4L-18-6
 　二次加工のある剥片
　 玉髄 1

3　4L-19-7
 　二次加工のある剥片
　 玉髄 3

6　4L-19-11
 　石刃
　 珪質頁岩 1

8　4L-19-3
 　石核
　 玉髄 4

7　4L-19-1a
 　石刃
　 玉髄 3
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　６・７は石刃である。６は褐色で光沢のある珪質頁岩１が母岩である。厚さは最大でも４㎜という薄さ

であるが、推定される長さは50㎜を超える。上部が欠損した石刃であり、両側縁が末端に至るまで並行に

走る極めて整った形状である。左側縁の上部には微細剥離痕がみられる。７の母岩は、濃い小豆色で青白

色の脈（方解石か）が帯状に入る玉髄３である。脈の部分を光にかざすと厚さ３㎜までは光を透過する。

調整された打面から規則的に剥離された石刃であり、左上縁部に刃こぼれが顕著である。

　８は石核である。玉髄４が母岩である。玉髄３～５とは大変近似しているが、剥離面の色調が幾分暗い

ことから分別した。多方向からの剥離痕がみられるが、左面から裏面にかけて自然面が残る。最終剥離面

は上面を打面とした正面の剥離痕であり、下端が固定された状態で作業が行われたものと推測される。

第2-4表　第２ブロック組成表

第３ブロック（第2-8～2-11図、第2-5表、図版2-2・2-3）

石器分布

　第３ブロックは4Ｌ-53・54・63・64・73グリッドに分布する37点の石器集中である。特に4Ｌ-53グリッ

ド南東の、直径１ｍほどの濃密度分布する円内に、尖頭器４点が含まれる。削片、石核はそれらの外側に

分布する傾向がある。石器が出土した標高は23.9ｍ～24.3ｍで、平均24.1ｍである。石材はガラス質黒色

安山岩31点が最も多く、トロトロ石４点、珪質頁岩１点、玉髄１点が続く。接合したのはガラス質黒色安

山岩の削器とその調整剥片の１資料のみであり、破損した製品類とそれらのメンテナンスのためのブロッ

クと推測されるが、砕片の出土がないことから、破損品、不用品として遺棄されたひとまとまりである可

能性も考えられる。

出土石器

　１～４は尖頭器である。１は赤みがかった褐色のガラス質黒色安山岩１が母岩である。右下部の加工は

器厚を削ぐように剥離されているが、中ほどの厚みにまでは到達していない。上部は折れて欠損する。背

面上方の剥離痕は機能時の折れに伴うめくれか。２のガラス質黒色安山岩２は１と近似するが、黒みが強

い。上部は折れて欠損している。素材剥片の打面部を基部とし、両側縁から調整される。３はトロトロ石

１を母岩とする。灰白色に風化しており、稜線は甘い。上部は欠損し、左右は非対称である。４のトロト
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ロ石２は青みのある青灰色で風化が著しい。幅広の木葉形で左右非対称である。３・４とも、形状・石材

が近似している。市原市南原遺跡Ｂトレンチ（まとめ参照）に出土例をみることができる。

　５・６は削器である。５の両側縁は正・裏両面から加工され、下端部は下方からの衝撃により砕けてい

る。裏面に素材剥片の打面と主要剥離面が僅かに残っている。２とは同一母岩であり、もとは１点の尖頭

器であった可能性が考えられるが接合はしない。６は黄褐色の自然面と暗黄褐色の剥離面を持つガラス質

黒色安山岩５であり、一面の大半が自然面である。右側縁には粗く剥離された加工痕が並ぶが裏面には加

工が及ばない。槍先形尖頭器の未製品の可能性がある。

　７のガラス質黒色安山岩４は、房総半島の遺跡から多出する、風化面が黄褐色の石材である。６点出土

しているが接合しない。厚みのある剥片を斜断し、さらに先端部を加工して鋭く尖らせた石錐である。

　８は微細剥離痕のある剥片である。母岩は黄褐色の剥離面に青灰色斑を含み、黒い玻璃質の斑晶がある

ガラス質黒色安山岩４である。下端部が固定された状態で剥離され、左下縁辺に刃こぼれがみられる。打

第2-8図　第３ブロック　器種別分布

0 4m（1/80）
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第2-9図　第３ブロック　母岩別分布

第2-5表　第３ブロック組成表

 4L-75 4L-74 4L-73

 4L-65 4L-64 4L-63

 4L-55 4L-54 4L-53

ガラス質黒色安山岩 1
ガラス質黒色安山岩 2
ガラス質黒色安山岩 3
ガラス質黒色安山岩 4
ガラス質黒色安山岩 5
ガラス質黒色安山岩 6
ガラス質黒色安山岩 7
ガラス質黒色安山岩 8
ガラス質黒色安山岩 9
ガラス質黒色安山岩 10
ガラス質黒色安山岩 11
ガラス質黒色安山岩 12
ガラス質黒色安山岩 13
トロトロ石 1
トロトロ石 2
トロトロ石 3
トロトロ石 4
珪質頁岩 1
玉髄 1

12
接１

0 4ｍ（1/80）
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第2-10図　第３ブロック　出土石器（１）

0 5cm（2/3）

1　4L-53-25
 　尖頭器
　 ガラス質黒色安山岩 1

3　4L-53-12
 　尖頭器
　 トロトロ石 1

5　4L-53-2
 　削器
　 ガラス質黒色安山岩 2

7　4L-54-2
 　石錐
　 ガラス質黒色安山岩 4

8　4L-53-23a
 　微細剥離痕のある剥片
　 ガラス質黒色安山岩 4

6　4L-53-24
 　削器
　 ガラス質黒色安山岩 5

4　4L-53-3
 　尖頭器
　 トロトロ石 2

2　4L-53-7
 　尖頭器
　 ガラス質黒色安山岩 2
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点下のリングから、設置面の広い加撃具で剥離されたことが推測できる。

　９～11は石核である。９の母岩は、細かい爪痕状の自然面と、黄褐色の剥離面に直径0.2㎜ほどの黒色

斑晶が入るガラス質黒色安山岩６である。多方向から打撃が加えられた角柱状の石核である。10の母岩は

ガラス質黒色安山岩７で、小円礫の自然面を打面として剥離作業が行われている。同一母岩は２点出土し

ているが接合しない。11はガラス質黒色安山岩８が母岩である。ガラス質黒色安山岩６～８は近似するが、

石器の丸みや広がり具合からは接合する可能性はない。11は鶏卵大の素材から剥離作業が行われており、

正面と裏面には剥離方向を同じくする自然面打撃の剥離痕が残っている。

　12は接合資料である。剥離面は赤みを帯びた黒褐色だが、自然面は黄褐色で細く短い溝状痕が表面を覆

うガラス質黒色安山岩３が母岩であり、県内の遺跡からは多出する石材である。剥離工程初期の剥片を素

材とし、ナイフ形石器の刃部に急角度調整を加えたような形態である。12bの左右側縁は器面を削ぐよう

に、左上部は急角度に調整された削器である。12aは調整剥片である。

第2-11図　第３ブロック　出土石器（２）

0 5cm（2/3）

９　4L-53-16
 　  石核
　  ガラス質黒色安山岩 6

10　4L-64-1
　　石核
　　ガラス質黒色安山岩 7

11　4L-53-10
　　石核
　　ガラス質黒色安山岩 8

12(a＋b)　
ガラス質黒色安山岩 3

12a　4L-53-17
　　剥片

12b　4L-54-1
　　削器
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第４ブロック（第2-12～2-14図、第2-6～2-9表、図版2-2～2-4）

石器分布

　石器は10Ｋ-21・31グリッドに密集するが、10Ｋ-32グリッドでは散漫な分布状態となっている。出土し

た標高は23.3ｍ～24.1ｍであり、礫片と剥片類の分布は平面、垂直分布とも重なりをみせる。

　第４ブロックでは191点が出土したが、そのうちの約90％にあたる171点は礫片である。これら礫片の石

第2-12図　第４ブロック　器種別分布

0 4m（1/80）

微細剥離痕のある剥片
剥片
礫
礫片

10K-52

10K-42

接 2

10K-41

10K-31

10K-21 10K-22

10K-33

10K-43

10K-53

24.00m 24.00m
Ⅰ
Ⅱa
Ⅱb
Ⅱc

Ⅳ
Ⅲ

24
.00
m

23
.00
m

24
.00
m

23
.00
m

23.00m 23.00m

5

2 1

4

3（a～c）

6
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材を出土点数が多い順にあげると、砂岩84点、流紋岩36点、チャート30点、頁岩16点、安山岩・ホルンフ

ェルスは各３点、嶺岡産珪質頁岩１点となる。しかし重量比をみると、上位２種は変わらないが、３番目

に多いのは頁岩であり、以下、ホルンフェルス、安山岩、チャート、嶺岡産珪質頁岩と続く。頁岩の礫片

は大形であり、チャートには小片が多い。礫片の自然面の大部分は赤褐色、あるいは灰褐色であり、剥離

面と色調が異なるものが半数以上見受けられる。遺跡に持ち込まれた当初の礫は完形であり、被熱により

第2-13図　第４ブロック　石材・母岩別分布

 10K-53 10K-52

 10K-43 10K-42 10K-41

 10K-33

 10K-23 10K-22 10K-21

接21

接22

接23

接24

接25

接26

接27

接28

接29

接30

接31

接32

接33

接34

接35

接36

接37

接38

接39

接40

接41

接42

接43

接44

接45

接46

接47

接48

接49

接50

接51

接52

接53

接54

接55

接56

３(a～c) 接２
（剥片３点接合）

安山岩
流紋岩
砂岩
頁岩
嶺岡産珪質頁岩
ホルンフェルス
チャート

≪礫・礫片≫
黒曜石 1  (和田土屋橋北群)
黒曜石 2  (和田土屋橋西群)
黒曜石 3  (和田土屋橋南群)
黒曜石 4  (箱根畑宿群)
黒曜石 5  (蓼科冷山群)
黒曜石 6  (石材産地不明)
嶺岡産珪質頁岩 1

≪剥片類≫

0 4ｍ（1/80）
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第2-6表　第４ブロック礫片接合状況

第2-7表　第４ブロック礫・礫片組成表
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破砕したものと考えられる。礫片の大きさは、搬入時の礫の大きさに起因するものであろうが、熱による

耐性の差も一因であろう。

　整理にあたっては目視による石材分けを行い、接合を試みた結果、72％強の124点が接合し、36個体の

資料となった。また、これらのうち砂岩礫には、磁石が引き寄せられる所と全く反応しない部位があり、

変色痕が認められる部位にはネオジム磁石が貼りつくことが確認できた。熱を受けたことで砂岩を構成す

る粒子がなんらかの変化を起こしたものと思われる。接合率が高く、石材に偏りがみられることから、特

定の石材が選択され、遺跡に持ち込まれたものと推測される。

出土石器

　１・２は微細剥離痕のある剥片である。１の母岩は黒曜石３（和田土屋橋南群）で、剥離面は黒色で夾

雑物をほとんど含んでいない。自然面は和田土屋橋西群に比べると器面の凹凸が強く、粗い。風化剥離面

は光沢やリングを残しており、針で突いたような細かな穴がみられる。全体的に風化が進んでおり、刃こ

ぼれ痕や稜に丸みがみられる。明確な打点はなく、砕けた剥片の刃部を利用したものと思われる。２は嶺

岡産珪質頁岩１が母岩であり、緑褐灰色で珪化度の高い良質な部分が素材である。打面以外の全周に微細

な剥離痕が廻る。両側縁が収斂する末端部は欠損後も使用されており、細かな刃こぼれが看取される。

　３～６は黒曜石製の剥片である。３の和田土屋橋北群産の剥離面は黒色で不透明だが、所々に半透明部

分があり、夾雑物がない。折れ部分で３片が接合した。４は和田土屋橋西群の黒曜石である。自然面は粉

を吹き付けたかのような灰色で、剥離面は灰色と漆黒とが層状を成し、夾雑物を含まない。器厚２㎜まで

光を透過しない。明確な打点を持つ剥離面がないことから、意図された剥離痕ではなく、自然に砕けたも

のと思われる。５は箱根畑宿群の黒曜石である。直径１㎜～２㎜の夾雑物を多数含む。不透明だが、厚さ

1.5㎜部分では光を透過する。６は蓼科冷山群の黒曜石である。みぞれ状の白色斑が入り、銀を流したよ

うな剥離面である。側縁に潰れ状の痕があるが、人為的なものかどうかは不明である。

第2-14図　第４ブロック　出土石器

0 5cm（2/3）

１　10K-32-2
 　微細剥離痕のある剥片
　 黒曜石 3
　 （和田土屋橋南群）

２　10K-11-2
 　微細剥離痕のある剥片
　 嶺岡産珪質頁岩 1

３（ａ～ｃ）
３ａ　10K-21-110
３ｂ　10K-31-35
３ｃ　10K-21-66
　　 剥片
　　 黒曜石 1
　　 （和田土屋橋北群）

５　10K-21-1
 　剥片
　 黒曜石 4
　 （箱根畑宿群）

４　10K-31-29
 　剥片
　 黒曜石 2
　 （和田土屋橋西群）

６　10K-32-10
 　剥片
　 黒曜石 5
　 （蓼科冷山群）

３ａ

３ｂ

３ｃ
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第2-8表　第４ブロック出土黒曜石観察表

第2-9表　第４ブロック組成表
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　同定された黒曜石産地は和田土屋橋北、同西、同南、蓼科冷山、箱根畑宿の５か所を数えるが、折れ面

を持つものが多く、定型的な製品はない。遺跡から出土した黒曜石18点のうち17点がこの第４ブロックに

帰属する。

単独出土石器（第2-15図、第2-10表、図版2-2・2-3）

　調査区域内から単独で検出された石器は４点を数える。出土地点は、１が11Ｉ-61グリッド、２が

6Ｋ-02グリッド、図化していない玉髄剥片２点は11Ｉ-62、11Ｉ-84グリッドである。各々の出土層位は不

明であるが、石器の形態や石材から、Ⅳ層下部～Ⅲ層に帰属すると推定される。

　１・２はナイフ形石器である。１は、茶褐色で光沢のある硬質頁岩製石刃を素材とし、周縁加工が施さ

れている。器厚は薄く板状であり、背稜はなだらかである。先端は整形後に黒色化し、素材打面部である

基部は折れている。２は、濃褐灰色で黒色の網目状構造がみられるチャート製である。小型幾何形であり、

刃部角は52°～56°で、８倍ルーペで微細な刃こぼれを確認できた。基部は刃つぶし加工ではなく、平坦剥

離と抉りを入れることで凸部が作り出されている。基端部は欠損の可能性がある。

第2-15図　単独出土石器

第2-10表　単独出土組成表

0 5cm（2/3）

1　11I-61-1
 　ナイフ形石器
　 硬質頁岩

2　6K-02-2
 　ナイフ形石器
　 チャート
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２．縄文時代
（１）概要（第2-2・2-16～25図、第2-11～2-14表、図版2-2・2-5～2-9）
　縄文時代の遺構としては、炉穴２基・遺物包含層２個所が検出された。遺物は草創期後半の井草１式か

ら後期安行式までの土器が総重量で約22㎏、土器片錘１点、石器・礫は93点が出土した。

（２）遺構
ＳＫ001（第2-16図、図版2-5）

　4Ｋ-86グリッドに位置する。縄文早期後半の炉穴である。Ⅱc層から掘り込まれており、覆土上部にⅡb

層の堆積を認めた。遺構全体の検出は難しく、底部付近の形状を確認し得たのみである。107㎝×42㎝の

楕円形を呈する。土層断面から推定できる深さは25㎝で、主軸方位はＮ-51°-Ｗである。北西寄りに位置

する炉部の焼土堆積は薄い。南東端付近の底面付近から縄文土器２点が出土した。１は繊維を含む厚手の

土器で、表裏とも浅い縦位の条痕が付く。おそらく、子母口式であろう。

ＳＫ002（第2-16図、図版2-5）

　4Ｋ-96グリッドに位置し、ＳＫ001とほぼ並列する炉穴である。ＳＫ001同様、Ⅱc層から掘り込まれて

おり、覆土上部にⅡb層の堆積を認めた。遺構全体の検出は難しく、底部付近の形状を確認し得たのみで

ある。90㎝×50㎝の楕円形を呈す。土層断面から推定できる深さは35㎝で、主軸方位はＮ-67°-Ｗである。

北西寄りに位置する炉部の焼土堆積は薄い。遺物は出土しなかった。

第2-16図　ＳＫ001・ＳＫ002

ＳＫ００２

ＳＫ００１

A′

A′

A

A
20.50m

(1/30)

表　土

Ⅱb

Ⅱc

Ⅱb
1

2
3Ⅱc Ⅱc

ＳＫ００２ ＳＫ００１

4K-96

0 5cm（2/3）

0 2m

ＳＫ001
１

ＳＫ001
1　褐色土層 暗褐色土混在、しまりやや強
2　暗褐色土層  焼土粒散在、褐色土含、しまり中程度

ＳＫ002
3　暗褐色土層  ローム小粒・焼土粒少量含、
　　　　　　　　黄褐色土含、しまり中程度
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遺物包含層（第2-2図、第2-11表）

　遺跡西側の谷に面する3Ｋ・3Ｌ・4Ｋグリッド及び

5Ｋ・6Ｊ・6Ｋグリッドの２個所から縄文時代の遺物

包含層を検出した。全体の土器出土量は約22㎏で、3Ｋ・

3Ｌ・4Ｋグリッドの北側遺物包含層は約13㎏、5Ｋ・

6Ｊ・6Ｋグリッドの南側遺物包含層は約５㎏である。

その内訳は第2-11表のとおりで、北側遺物包含層では

撚糸文土器、茅山式系土器、黒浜式がほぼ等量で主体

となり、南側遺物包含層では撚糸文土器と茅山式系土

器が主体となっていた。石器は北側遺物包含層では削

器・掻器・打製石斧をはじめ剥片・砕片・礫などを含

め60点が出土した。また、南側遺物包含層では有舌尖

頭器、石鏃、石鏃未製品をはじめ剥片・礫を含め33点

が出土した。

（３）遺物
土器（第2-17～2-21図、第2-11表、図版2-6～2-8）

　１～66は草創期後半の撚糸文土器である。小破片が多く、夏島式が主体で、稲荷台式が次に多い。１は

井草１式の口縁部破片である。肥厚した口縁直下と口頚部にＲＬの縄文を施す。２・３は井草２式の口縁

部破片で、２は口端直下にＲＬの縄文を施し以下は無文、３は口縁直下と口頚部にＲＬの縄文を施す。４

～19はほぼ夏島式から稲荷台式にかけての縄文を施した口縁部破片、20～30は同じく胴部破片である。縄

文の撚りはすべてＲＬである。口縁部破片のうち４～10、13～15は夏島式であろう。口端直下から縄文を

密接施文する。裏面は全面が荒れた状態のものがほとんどである。９には表裏両面から開けられた縦長の

補修孔が認められる。11・12・16・17は稲荷台式で、11・12は口端直下からわずかに離れて縄文の施文が

始まり、無文部分も所々に認められる。16・17は器面の乾燥が進んだ状態で縄文を軽く施している。裏面

は夏島式とは対照的に丁寧になで調整がなされている。胎土中に長石・石英の小砂粒を多く含むのも特徴

である。なお、11は口径約24㎝と推定された。18・19はともに小型土器の破片で、18は口縁部が広く無文

となり、19は横位回転で縄文を施している。16・17とは胎土がまったく異なる。20～30の胴部破片では縄

文を密接施文したものが多く、大部分は夏島式であるが、28・29はやや浅く施文し、条の間隔が開いたり、

無文部分が認められ、稲荷台式と思われる。31は底部で条間隔が開いており、やはり稲荷台式であろう。

　32～43は夏島式から稲荷台式にかけての撚糸文を施した口縁部破片、44～60は同じく胴部破片である。

撚糸文は口端直下からわずかに離れるか、はっきりと離れて施文が始まり、条間隔が開いていることから

いずれも稲荷台式と思われる。なお、35にはやや縦長の補修孔が認められ、40・41は同一個体である。44

～60の胴部破片では、44～46の同一個体及び47は撚糸文が密接施文されており、夏島式であろう。他は密

接施文でも無文部分が明瞭に見られる48・50、同一個体である58～60のほか、大部分は条間隔が開いてお

り、稲荷台式であろう。なお、58～60は撚りがきわめて緩く、かなりの部分が絡条体条痕に見える。

　61・62は同一個体で、多段の絡条体圧痕文の下に同一原体による撚糸文を施す。両者は一部重なるがズ

第2-11表　包含層別土器出土量（単位：ｇ）
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第2-17図　包含層出土土器（１）
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第2-18図　包含層出土土器（２）
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レが認められる。稲荷台式以降に位置付けられる。63～66は撚糸文土器に伴う無文土器である。63・64・

66は裏面全体が荒れ、65は丁寧になで調整されており、ほぼ前者は夏島式、後者は稲荷台式であろう。

　67～72は早期前半の沈線文土器である。刺突文と細沈線、細沈線と太沈線、太沈線と貝殻文の組み合わ

せが見られ、田戸下層式でも新段階に相当しよう。

　73～119は大部分が早期後半の茅山式系土器であろう。文様のあるものはほとんどなく、表裏面の調整

の仕方によって、３種類に分けた。繊維の含有が少ないもの、多いもの、器壁の薄いもの、厚いものとさ

まざまである。

　第１種は73～95で、表裏面とも擦痕または無文のものである。73は口端に半截竹管内側によるコの字形

の刺突文を施す。74は不明瞭ながら口端に貝殻文を施す。圧痕は口縁に対して直交する。75は口縁につま

み状の小突起が認められ、繊維の含有はあまり多くない。76は口縁に表面から裏面に向かって径３㎜の円

孔を開けている。77は表裏面とも擦痕が顕著に残る。厚手で繊維の含有は少ない。78・79は厚手で、繊維

の含有は多い。80・81は小型土器で、80は繊維の含有が少ない。82は口端の指頭状圧痕がかろうじて残り、

薄手である。89・92は厚手で繊維の含有が少なく、89は特に砂粒を多く含む。93の拓影中央には擦痕の始

まる個所にささら状の多截竹管圧痕が残り、これが擦痕の工具であることがわかる。94・95は尖底である。

　第２種は96～101で、表面が条痕、裏面が無文または擦痕のものである。96は口端に細い多截竹管を突

き刺している。条痕は波状にうねる。98・99の条痕はごく浅いものである。99の裏面はささら状工具の擦

痕が顕著である。100・101は同一個体で、条痕は縦走する。

　第３種は102～119で、表裏条痕のものである。102・103・105～107は口縁部に焼成前の円孔（矢印表示）

が開くものである。102は厚い角型口縁の表裏両端に太い刻みを付け、その下に棒状工具により表面から

裏面に向かって径３㎜の円孔を重ねて２回ずつ開けている。103もやや厚い角型口縁で、口端に貝殻腹縁

圧痕を付け、その下に先端の尖った工具で表面から裏面に向かって径３㎜の円孔を開けているが、裏面の

孔は径１㎜以下となる。104～106は同一個体で、口端に貝殻腹縁圧痕を付け、その下に裏面から表面に向

かって径１㎜～２㎜の円孔を開けている。104では円孔列は拓影左端で上下２段となっている。また、105

では貫通していない孔もある。薄手で、繊維の含有は少なく、焼成は堅緻である。表裏面の条痕は浅い。

107は小型の山形突起をもち、口端に細い多截竹管による刺突を付ける。108は尖った口縁の表裏両端に貝

殻腹縁圧痕を付ける。小型、薄手で、繊維の含有は少ない。109～118の胴部破片のうち、112は裏面の条

痕が拓影上端のみにつく。113は焼成堅緻、116は繊維の含有少なく、砂を多く含む。117は薄手で、繊維

の含有少なく、焼成堅緻である。119は尖底である。

　以上の諸特徴から、第１種から第３種は大部分が子母口式と思われるが、一部には当該型式とするには

ためらわれるものがある。75・77・92は繊維の含有が少なく、厚手で器肌の赤みが強いことから、田戸上

層式の末期のものかもしれない。また、102は口縁の断面形状と太い刻みから鵜ガ島台式の可能性がある。

　120～142は前期中葉の黒浜式である。出土量は多かったが、同一個体の破片が多く、総個体数は10個体

程度であろう。120～124は同一個体である。他に小破片が10点程度ある。ＲとＬの縄文を羽状に施す。口

縁端部は厚く平坦で、ここにも縄文を施している。125は粗いＬの縄文を施す。繊維の含有は少ない。

126・127は同一個体で、他に小破片が10点程度ある。太いＲの縄文を施す。128～130も同一個体で、他に

同一個体片が30点以上ある。口縁が内折し、条間隔の開いたＲの撚糸文を施す。130には撚り紐に結節が

認められる。131～133も同一個体で、他に同一個体片が40点以上ある。条間隔が密な太い撚糸文を羽状に
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第2-19図　包含層出土土器（３）
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第2-20図　包含層出土土器（４）
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施す。134はかろうじて器形復元できた。推定口径17㎝を測る単純深鉢であろう。135をはじめ、他に同一

個体片が20点程度ある。半截竹管による平行沈線を全面に施す。135から製作時の凹凸をそのまま残して

施文していることがわかる。136は横位の半截竹管による平行沈線と斜位のへら描き沈線を施す。137～

139は同一個体で、鋭いへら描き沈線を乱雑に施す。139の底部は底径7.5㎝を測り、わずかに開きながら

立ち上がる。底は浅い上げ底である。140・141も同一個体で、他に同一個体の小片が10点程度ある。貝殻

腹縁圧痕を間隔を開けて施している。142は底径８㎝を測る底部破片である。底は浅い上げ底である。胴

部への立ち上がり部には縄文を施すが、器面が荒れていて原体はわからない。

　143～145は前期後葉の浮島式である。143・144は同一個体で、口端に指頭圧痕を付け、器面全体に放射

第2-21図　包含層出土土器（５）
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肋のある貝による波状貝殻文を施す。145は胴下部の破片で、放射肋のない貝による波状貝殻文を施す。

　146～149は中期初頭のものと思われる。146～148は同一個体で、口端に太い刻みを付け、以下無文とな

る。148には輪積み痕跡が認められる。149は薄手の小型土器で、Ｒの縄文を縦位帯状に施す。

　150は阿玉台式で、拓影上端に縦位ひだ状文様とその上に波状沈線が認められる。

　151～153は加曽利Ｅ３式の磨消懸垂文を施した胴部破片である。154～159は微隆起線文を施した加曽利

Ｅ４式である。156は口縁下の微隆起線が厚く舌状に突出している。160は加曽利Ｅ式後半の櫛歯条線文で

ある。

　161～163は称名寺１式で、162・163は同一個体である。164・165は同一個体であるが、所属型式がわか

らない。口縁に２条の１本引きの平行沈線、その下に右傾した同じ平行沈線内に刺突文を加えた文様を施

す。165の口縁部と胴部の境にも同様の文様を水平に施す。

　166～170は加曽利Ｂ式の粗製土器で、167～169は同一個体である。170は縄文地に平行沈線による粗い

格子目を施す。171もおそらく加曽利Ｂ式の粗製土器と思われる。

　172は安行２式の粗製土器である。173～175は底部で、胎土中に繊維を含まない。175は高台が付く。

土器片錘（第2-22図、図版2-6）

　稲荷台式の口縁部破片を利用している。短軸側の両端に磨り切りによって糸掛けを作り出す。稲荷台式

期には土器片錘の使用はまだ始まっていないことから、後の縄文人が再利用したものであろう。

第2-22図　包含層出土土器片錘

石器（第2-23～2-25図、第2-12～2-14・2-16表、図版2-9）

　図化した１～３は北側遺物包含層、４～８は南側遺物包含層から出土し、９・10は単独で出土した石器

である。

　3Ｋ・3Ｌ・4Ｋグリッドを中心とした北側遺物包含層では石器は60点出土し、剥片・砕片・礫片の割合

が高い。5Ｋ・6Ｊ・6Ｋグリッドの南側遺物包含層では石器は33点出土し、2/3が礫・礫片であるなか、５

の有舌尖頭器、８の石鏃が目を引く。

　１は掻器である。石材は、自然面、剥離面とも褐色を帯びた濃灰色で、８倍ルーペにて表面の点描痕が

観察されるホルンフェルスである。器形は、素材打面がわずかに残り、周縁部に多方向の剥離痕が廻る円

形である。下部の加工は器面に及ばず、階段状となる。

　２は微細剥離痕のある剥片である。自然面は明るい茶褐色、剥離面は緑褐色と灰白色のツートーンであ

り、濃灰色の斑紋と油脂光沢を持つ嶺岡産珪質頁岩製である。縦長の剥片の上部が折れており、右側縁に

微細な刃こぼれがみられる。

5ｃｍ0 (1/2)
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　３は打製石斧である。石材は、ベージュ

色の器面に直径１㎜～２㎜の斑晶が万遍な

く散っている流紋岩である。縞状の赤変色

が剥離面にも及ぶことから、メンテナンス

作業の一環として熱処理が行われたと推測

される。偏平な楕円礫が素材であり、くび

れた部分が折れて下部のみが残存するが、

原型は縄文時代中期以降に多出する分銅型

を呈していたと推察される。周縁からの打

撃によって成形され、修復が繰り返された

刃部を持つ。

　４は台石である。青みのある灰色の砂岩

である。裏面は上端部から加わった衝撃に

より節理割れが生じ、平らな割れ口を呈す

る。この節理面を含め、各面とも磨られた

ように平らであり、全体形状は角柱状、断

面は四角形である。

　５は尖頭器（有舌尖頭器）である。石材

は、赤みを帯びた暗褐色のガラス質黒色安

山岩である。長身で鋸歯状側縁を持ち、基

部両端に返しがある小瀬ヶ沢型である。先

端部はわずかに欠損する。

　６は自然面が緑褐色、調査時に欠けた部分は緑青灰色の緑色凝灰岩礫である。ネオジム磁石が１㎝の距

離を置いて貼りつくほどの強い磁性を持つ。中央やや上方の両側縁が僅かにくびれており上端は赤褐色に

変色している。全体的には偏平な長楕円であり、特徴的な石材ではあるが、剥離痕や使用痕はみられない。

泉北側第２遺跡（Ⅱ）上層石器に、細身で長身の槍先形尖頭器が出土しているが、この石材と近似している。

　７は砂岩製の磨石である。全体的に赤化し、上端の変色部分（スクリーントーン部分）には微弱ながら

磁性がある。平坦面上部には弱い敲打痕がみられる。

　８は石鏃である。黒・赤色の筋が入り、緑色を帯びた褐色のチャートである。厚みが薄く、細長い形状

で、最大長は幅の２倍以上である。側縁は直線的だがやや背性を示し、調整の跡にざらつきが感じられる。

基部の抉りは弱い。正・裏面同様の加工が施される。

　９は鶏卵を一回り大きくしたような形状の砂岩製の敲石である。両端部に敲打痕がみられる。上部の自

然面は剥落し、下端部はザラザラとした質感の器面となっている。

　10は石鏃である。褐色を帯びた黒色のチャート製である。上部先端に衝撃剥離痕がみられる。左脚部は

欠損後も調整される。

第2-23図　縄文時代の石器分布
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第2-24図　縄文時代の石器（１）
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１　3K-88-1a
　 掻器
　 ホルンフェルス ２　3K-98-2

　 微細剥離痕のある剥片
　 嶺岡産珪質頁岩

３　3L-61-1a
　 打製石斧
　 流紋岩

４　5K-05-2
　 台石
　 砂岩

５　5K-83-6
　 尖頭器
　 ガラス質黒色安山岩

出土地点
１～３　北側遺物包含層
４～８　南側遺物包含層
９・10　単独

６　5K-92-1
　 礫
　 緑色凝灰岩



－36－

第２章　大割水溜遺跡

第2-25図　縄文時代の石器（２）

第2-12表　北側遺物包含層　組成表

第2-13表　南側遺物包含層　組成表

第2-14表　縄文単独出土　組成表

5ｃｍ0 (2/3)

７　6K-11-1
　 磨石
　 砂岩

８　6K-11-4
　 石鏃
　 チャート

９　9J-75-1
　 敲石
　 砂岩１０　14I-03-1

　　石鏃
　　チャート
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３．古墳時代
（１）概要（第2-26・2-27図、第2-17表、図版2-5・2-6）
　竪穴住居跡が３軒検出され、そのうち２軒は切り合っている。いずれも古墳時代前期に属する。

（２）遺構
ＳＩ001（第2-26図、第2-17表、図版2-5・2-6）

　2Ｍ-68グリッド付近に位置する。主軸方向が異なる２軒の住居跡の重複である。北側のＡの規模は長軸

長3.7ｍ、短軸長3.3ｍのほぼ方形で、確認面からの深さは25㎝、主軸はＮ-20°-Ｅである。南側のＢは、プ

ランがやや不明瞭だが規模は長軸長4.6ｍ、短軸長3.6ｍの長方形で、確認面からの深さは12㎝、主軸は

Ｎ-66°-Ｗと思われる。土層の状況からＢが新しい。

　Ａではやや南西隅寄りに炉を検出した他、ピット２基を検出した。床面全体に硬化部分が認められた。

また、東西の辺寄りに焼土や炭化材が検出されており、覆土中にも焼土粒を含むところからいわゆる火災

住居と考えられる。炉は中央付近に位置する。規模は60㎝×45㎝である。表面から10㎝程度の深さまで焼

土化している。Ｐ１は炉のやや北側に径30㎝、深さ20㎝を測る。Ｐ２は東辺中央に0.6ｍ×0.5ｍ、深さ24㎝

を測る。貯蔵穴であろう。遺物は南西隅およびＰ２周辺を中心に検出された。

　Ｂは床面全体に硬化部分を検出した他は柱穴、炉等は検出できなかった。また、南辺中央部分が半円状

に張り出し、床面より一段高くなっているが、本跡に伴うものかは明瞭でない。遺物は検出されなかった。

　遺物はＡから出土した。いずれも土師器である。１は高坏の坏部破片である。丹念にミガキが施され、

内外面ともに赤彩されている。２は完形の鉢である。底部がやや上げ底で、体部はやや内湾する。３・４

は台付甕である。３は台部が外傾して開き直線的に端部に至る。胴部は直線的に開き、ソロバン玉状を呈

すると思われる。４は、胴部下半部である。やや扁平な球形を呈すと思われる。５は、胴部は球形、口縁

部は外傾して立ち上がり直線的に口縁部端に至る。口縁はわずかに外反する。６は小型の壷である。胴部

がやや扁平な球形を呈し、口縁はやや外反して立ち上がる。

ＳＩ002（第2-27図、第2-15表、図版2-5・2-6）

　2Ｍ-64・74グリッド付近に位置し、ＳＩ001とは約10ｍ離れている。形状は多少縦長の隅丸方形であり、

規模は長軸長4.8ｍ、短軸長4.2ｍである。南西辺側が高さ３㎝～４㎝、幅1.0ｍ～1.1ｍの範囲で、ベッド状

に高くなっている。主軸方位はＮ-35°-Ｅである。炉は中央やや北西寄りに位置する。規模は長径0.8ｍ、

短径0.4ｍである。表面から10㎝程度の深さまで焼土化している。ピットは４か所検出された。Ｐ１、Ｐ２

は南東辺中央寄りに近接して位置する。Ｐ３は南東隅、Ｐ４は南西隅からやや中央寄りに位置する。規模

はＰ１が径30㎝、深さ13㎝、Ｐ２が30㎝×40㎝、深さ34㎝、Ｐ３が30㎝×40㎝、深さ14㎝、Ｐ４が径20㎝、

深さ21㎝をそれぞれ測る。炉とＰ１を中心に硬化面が広がる。遺物はＰ１、Ｐ２周辺の床面から主に出土

した。

　遺物は４を除いて遺存度があまり良好ではない。１・２は高坏の脚部である。直線的に端部に至る。１

は２孔を有する。３は台付甕の胴部である。球形を呈す。４はほぼ完形の甕である。胴部は球形で、口縁

はやや外反して立ち上がる。口縁部にハケ状工具による刻み目状の押捺が施される。
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第2-26図　ＳＩ001
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ＳＩ001
 1 黒褐色土 ローム小粒多量、小～大ローム粒・焼土

粒散在、ブロック状の黄褐色土含
 2 暗褐色土 ローム小粒多量、小～大ローム粒・ロー

ムブロック（10㎜）含、焼土粒多、炭化
物粒

 3 暗褐色土 褐色土を斑状に含、焼土・焼土粒・炭化
物・炭化物粒含

 4 暗褐色土 ローム小粒散在、焼土粒やや多
 5 暗褐色土 褐色土を斑状に含、ローム小・大粒・ブ

ロック状黄褐色土含、焼土粒少量
 6 暗褐色土 黄褐色土混在、ローム小粒・焼土粒少量
 7 褐色土 黄褐色土混在、焼土・焼土粒多、炭化物・

炭化物粒含
 8 暗褐色土 褐色土混在、焼土粒やや多
 9 暗褐色土 ローム粒やや多、ロームブロック小～大

含、焼土少量
10 暗褐色土 ローム小粒散在、黄褐色土含
11 暗褐色土 ローム小粒散在、焼土粒少量
12 暗黄褐色土 ソフトローム・暗褐色土混在、ローム大

粒～ブロック（20㎜弱）含、しまり中～
やや強

13 暗褐色土 褐色土を斑状に含、ローム小粒少量、し
まりやや強

14 暗褐色土 ローム小粒多、ローム中・大粒・炭化物
粒含

15 暗褐色土 黄褐色土多く含む、ローム小・大粒散在
16 暗黄褐色土 ソフトローム・暗褐色土混在、ローム小

粒含
17 暗褐色土 焼土粒・ローム小粒散在、ハードローム

ブロック（10㎜弱～20㎜）少量含
18 暗褐色土 ローム小・中粒散在、焼土粒少量　　　

（ＳＩ001Ｂの覆土）
19 暗褐色土 ローム小・中粒散在、黄褐色土含、しま

りやや強（ＳＩ001Ｂの覆土）
20 暗褐色土 ローム小粒・小ブロック少量
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第2-27図　ＳＩ002

2ｍ0 (1/80)

１ ２

３

５

４

24.90m
C′C

24.90m
A′A

1 5
6 8

94

23
7

C′

B′
B

A′A

C

P1

P3P4

P2

5

4

3

1

2M
-64

1

4
3

5
1

10

14

13
11

24.90m
B′24.90m
B′

BB

9
12

10ｃｍ0 (1/4)

ＳＩ002
 1 黒褐色土 ローム粒多量、焼土粒散在、ハードロームブロック

（10㎜）若干
 2 褐色土 小～大ローム粒多量、焼土粒散在、ハードロームブ

ロック（10㎜）若干、暗褐色土混在
 3 暗褐色土 ローム粒散在、黄褐色土含
 4 暗黄褐色土 ソフトローム・暗褐色土混在、ローム小・中粒散在
 5 暗褐色土 褐色土を斑状に含、ローム小・中粒やや多
 6 暗褐色土 褐色土を斑状に含、ローム小粒散在
 7 暗褐色土 黄褐色土混在、ローム粒散在
 8 暗褐色土 褐色土を斑状に含、ローム小粒散在
 9 暗褐色土 黒褐色土を含、ローム小・中粒、焼土散在、一部に

炭化材含
10 暗褐色土 ローム小粒やや多、焼土粒・炭化物粒含
11 暗褐色土 黄褐色土、ハードロームブロック（10㎜～20㎜）・

焼土粒含
12 暗褐色土 褐色土含
13 暗褐色土 ローム小・大粒含
14 暗黄褐色土 ソフトローム・暗褐色土混在、ローム粒・ロームブ

ロック少量含
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第2-15表　旧石器属性表-1

集中域 遺物番号 器種 石材 母岩
番号

接合
番号

最大長
(mm)

最大幅
(mm)

最大厚
(mm)

重量
(ｇ) 標高（ｍ) 備考

第1ブロック 2M-88 2 PO HS 1 第2-5図 1 40.00 19.60 11.00 6.50 24.723 左上縁47°　右上縁70°

第1ブロック 2M-98 1b MF SS 1 第2-5図 2 22.40 23.50 4.10 1.04 -
調整剥片　全体の形状は六角形
全周に刃こぼれがみられるが人為
的なものか不明

第1ブロック 2M-97 2 MF UK 1 第2-5図 3 31.70 28.00 8.00 6.16 24.535 両側縁に刃こぼれ
第1ブロック 2M-98 1a FL OB 1 18.78 20.05 3.82 1.13 - 石材産地不明
第1ブロック 2M-88 3 FL SS 2 13.29 14.49 2.69 0.39 24.649

第2ブロック 4L-09 1 KN CH 1 第2-7図 1 33.70 13.00 4.20 1.84 24.066 刃部刃こぼれ

第2ブロック 4L-18 6 RF CC 1 第2-7図 2 38.40 26.70 7.00 3.82 24.216 左側縁に微細剥離痕　左下縁は鋸歯縁状　複剥離打面
第2ブロック 4L-19 7 RF CC 3 第2-7図 3 37.50 13.50 10.20 2.49 24.041 全周に微細剥離痕
第2ブロック 4L-19 9 MF CC 2 第2-7図 4 20.50 25.00 5.50 2.20 23.992 右側縁に微細剥離痕
第2ブロック 4L-18 4 MF CC 5 第2-7図 5 42.20 31.10 8.00 7.40 24.276 側縁に刃こぼれ

第2ブロック 4L-19 11 BL SS 1 第2-7図 6 45.50 14.50 4.00 2.06 24.245 上部欠損　推定長は50㎜を超える左上縁に微細剥離痕

第2ブロック 4L-19 1a BL CC 3 第2-7図 7 80.00 27.20 15.90 20.44 24.108 左上縁に顕著な刃こぼれ4L-18-4(CC5)と同一母岩か
第2ブロック 4L-19 3 CO CC 4 第2-7図 8 35.10 29.30 23.40 28.66 24.039
第2ブロック 4L-19 1b FL RH 1 22.40 18.33 4.43 1.63 24.108
第2ブロック 4L-18 12a MF MU 1 47.04 32.47 8.16 9.58 24.047
第2ブロック 4L-19 4 MF SS 2 29.14 18.13 5.94 2.46 24.096
第2ブロック 4L-18 12b FL SS 3 14.11 13.88 2.39 0.52 24.047
第2ブロック 4L-18 7 FL SS 4 15.50 9.63 2.26 0.27 24.176
第2ブロック 4L-29 2 FL CH 2 31.67 20.53 8.52 4.52 24.058
第2ブロック 4L-18 2 FL CC 1 30.91 25.17 7.64 7.53 24.285
第2ブロック 4L-18 3 FL CC 1 34.10 23.32 8.12 5.23 24.096
第2ブロック 4L-18 5 FL CC 1 32.62 20.41 9.70 5.88 24.243
第2ブロック 4L-18 8 FL CC 1 13.96 13.09 2.92 0.50 24.075
第2ブロック 4L-19 2 RF CC 2 17.91 12.97 3.70 0.81 24.186
第2ブロック 4L-19 6 FL CC 2 13.31 9.05 2.26 0.19 24.155
第2ブロック 4L-19 8 FL CC 2 26.07 17.71 2.66 1.24 24.047
第2ブロック 4L-19 10 FL CC 2 18.60 15.31 2.47 0.56 24.090
第2ブロック 4L-19 12 FL CC 2 14.05 17.64 5.37 0.88 24.075
第2ブロック 4L-19 13 FL CC 2 11.83 8.95 1.65 0.15 23.870
第2ブロック 4L-19 14 MF CC 2 18.40 23.53 3.68 1.27 24.132
第2ブロック 4L-29 1 FL CC 2 22.99 21.00 3.61 1.99 23.946
第2ブロック 4L-18 9 MF CC 6 28.68 42.04 11.13 13.59 24.115
第2ブロック 4L-18 10 FL CC 7 20.72 21.29 5.52 2.25 24.140
第2ブロック 4L-18 11 FL CC 7 24.58 13.27 5.47 1.28 24.078
第2ブロック 4L-19 5 FL CC 7 21.85 14.81 8.54 1.81 24.057

第3ブロック 4L-53 25 PO GA 1 第2-10図 1 37.20 21.00 7.90 5.71 24.101 上部折れ
第3ブロック 4L-53 7 PO GA 2 第2-10図 2 25.50 20.50 9.00 5.22 24.267 上部折れ　丸みのある基部器形

第3ブロック 4L-53 12 PO TO 1 第2-10図 3 48.60 32.90 13.00 22.97 24.116
上部欠損　左右非対称　
4L-53-3と同様に幅広木葉形
市原市南原遺跡Bトレンチに類例あり

第3ブロック 4L-53 3 PO TO 2 第2-10図 4 41.60 34.00 13.20 12.87 24.166
幅広木葉形　左右非対称　下部欠損
市原市南原遺物Bトレンチに類例
あり

第3ブロック 4L-53 2 SS GA 2 第2-10図 5 32.00 20.00 10.30 6.17 24.222

第3ブロック 4L-53 24 SS GA 5 第2-10図 6 52.70 33.80 21.00 33.08 24.014
右側縁に粗い加工痕　裏面未加工
槍先形尖頭器の未製品の可能性
あり

第3ブロック 4L-54 2 DR GA 4 第2-10図 7 53.00 39.90 16.90 28.50 24.128
第3ブロック 4L-53 23a MF GA 4 第2-10図 8 51.10 53.00 19.30 47.33 24.128 左下縁辺に刃こぼれ
第3ブロック 4L-64 1 CO GA 7 第2-11図 10 37.20 36.30 24.00 38.14 23.917 小円礫素材
第3ブロック 4L-53 10 CO GA 8 第2-11図 11 48.00 45.70 31.40 83.96 24.129 鶏卵大の石核

第3ブロック 4L-53 17 FL GA 3 1 第2-11図 12a 15.00 16.00 4.90 1.12 24.066
4L-54-1(SS)と接合　調整剥片
≪参考≫接合時：50.4㎜×28.0㎜
×13.1㎜　17.68ｇ

第3ブロック 4L-54 1 SS GA 3 1 第2-11図 12b 50.40 26.80 13.00 16.56 24.182 4L-53-17と接合　剥離工程初期における剥片を素材とする
第3ブロック 4L-53 16 CO GA 6 第2-11図 9 27.50 64.80 27.70 50.96 24.186 多方向から打撃を加えられた石核
第3ブロック 4L-53 21 FL GA 2 25.66 14.04 10.31 3.59 24.081
第3ブロック 4L-53 1 FL GA 4 57.34 40.31 15.98 35.06 24.290
第3ブロック 4L-53 15 FL GA 4 42.06 30.32 9.69 12.01 24.120
第3ブロック 4L-54 3 RF GA 4 31.17 29.01 6.15 4.87 23.883
第3ブロック 4L-63 3 FL GA 4 42.16 26.57 9.45 11.89 23.966
第3ブロック 4L-53 5 FL GA 5 48.16 39.06 10.70 15.41 24.214
第3ブロック 4L-53 6 MF GA 5 40.61 44.78 8.71 12.87 24.268
第3ブロック 4L-53 9 RF GA 5 35.12 20.10 5.94 4.35 24.281
第3ブロック 4L-53 20 FL GA 5 56.47 28.14 16.06 15.69 24.053
第3ブロック 4L-53 28 FL GA 5 15.51 12.50 4.17 0.68 24.098
第3ブロック 4L-53 29 FL GA 5 18.00 15.02 5.40 1.25 24.012

挿図番号
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第2-15表　旧石器属性表-2

集中域 遺物番号 器種 石材 母岩
番号

接合
番号

最大長
(mm)

最大幅
(mm)

最大厚
(mm)

重量
(ｇ) 標高（ｍ) 備考

第3ブロック 4L-53 4 FL GA 6 40.58 23.18 6.22 5.04 24.208
第3ブロック 4L-63 2 FL GA 6 49.46 21.73 16.04 16.92 24.272
第3ブロック 4L-64 2 FL GA 7 34.64 32.39 15.14 18.30 23.955
第3ブロック 4L-53 13 FL GA 9 27.14 17.56 5.83 2.61 24.115
第3ブロック 4L-53 27 FL GA 9 27.94 27.12 6.87 5.10 24.152
第3ブロック 4L-53 14 FL GA 10 28.04 33.84 7.30 5.99 24.145
第3ブロック 4L-53 26 FL GA 11 35.00 30.64 9.43 8.66 24.186
第3ブロック 4L-53 23b FL GA 12 22.18 24.76 6.17 3.12 24.128
第3ブロック 4L-53 19 FL GA 13 37.61 32.44 8.85 11.27 24.154
第3ブロック 4L-53 18 RF TO 3 33.63 32.19 9.64 8.73 24.155
第3ブロック 4L-53 22 FL TO 4 36.95 29.90 7.67 10.28 24.152
第3ブロック 4L-53 11 FL SS 1 16.61 9.38 4.96 0.20 24.113
第3ブロック 4L-73 2 FL CC 1 25.61 19.78 10.81 4.14 24.313

第4ブロック 10K-32 2 MF OB 3 第2-14図 1 32.48 14.17 9.68 3.40 23.640 和田土屋橋南群産　刃こぼれ風化し稜に丸みをもつ
第4ブロック 10K-11 2 MF MS 1 第2-14図 2 29.16 24.11 9.10 4.15 23.738 打面以外の全周に微細剥離痕

第4ブロック 10K-21 110 FL OB 1 2 第2-14図 3a 13.72 11.33 3.86 0.59 23.485
和田土屋橋北群産　3片で1点の
剥片　接合時：14.84㎜×20.91㎜
×5.79㎜　1.21g

第4ブロック 10K-31 35 FL OB 1 2 第2-14図 3b 13.50 9.12 4.67 0.41 23.801 和田土屋橋北群産　3片で1点の剥片

第4ブロック 10K-21 66 FL OB 1 2 第2-14図 3c 13.72 4.89 3.51 0.23 23.445
石材産地推定時は推定不可だが
接合により和田土屋橋北群産に
3片で1点の剥片

第4ブロック 10K-31 29 FL OB 2 第2-14図 4 17.59 17.81 8.62 2.26 23.515 和田土屋橋西群産　２面折れ
第4ブロック 10K-21 1 FL OB 4 第2-14図 5 16.31 20.82 10.29 4.27 23.748 箱根畑宿群産　折れが多い
第4ブロック 10K-32 10 FL OB 5 第2-14図 6 19.29 15.88 12.53 1.94 23.681 蓼科冷山群産　風化による微細剥離
第4ブロック 10K-21 2 PF AN 1 48.10 28.06 23.71 33.72 23.734
第4ブロック 10K-21 5 PF AN 1 65.11 38.50 25.00 77.02 23.780
第4ブロック 10K-32 7 PF AN 2 60.80 32.40 29.22 43.78 23.655
第4ブロック 10K-41 1 PF RH 1 22.02 11.90 4.98 0.81 23.729
第4ブロック 10K-42 1 PF RH 1 28.59 20.12 12.46 3.92 23.768
第4ブロック 10K-21 44 PF RH 2 16.98 16.85 22.79 6.62 23.684
第4ブロック 10K-21 64 PF RH 2 30.60 21.69 17.71 11.69 23.451
第4ブロック 10K-21 72 PF RH 2 64.25 46.50 28.61 108.06 23.405
第4ブロック 10K-31 6 PF RH 2 40.45 27.90 14.00 19.97 23.456
第4ブロック 10K-21 29 PF RH 3 40.35 31.65 24.43 42.06 23.569
第4ブロック 10K-21 38 PF RH 3 46.92 21.50 19.94 17.97 23.677
第4ブロック 10K-21 39 PF RH 3 20.41 14.31 10.41 2.84 23.744
第4ブロック 10K-21 83 PF RH 3 40.60 26.43 12.10 11.46 23.548
第4ブロック 10K-31 40 PF RH 3 32.80 27.60 22.80 35.65 23.535
第4ブロック 10K-31 49 PF RH 3 54.56 44.45 18.00 47.00 23.317
第4ブロック 10K-21 82 PF RH 4 77.65 47.48 27.90 109.65 23.540
第4ブロック 10K-21 88 PF RH 4 24.03 20.97 8.23 5.04 23.317
第4ブロック 10K-21 16 PF RH 5 24.27 16.10 7.91 3.85 23.852
第4ブロック 10K-21 33 PF RH 5 45.90 37.20 26.00 31.49 23.528
第4ブロック 10K-21 80 PF RH 5 48.59 34.09 15.72 34.35 23.654
第4ブロック 10K-21 104 PF RH 5 26.59 12.09 13.44 6.51 23.399
第4ブロック 10K-21 24 PF RH 5 7.79 7.75 4.72 0.27 23.395
第4ブロック 10K-21 109 PF RH 5 11.12 13.64 5.16 1.02 23.458
第4ブロック 10K-21 25 PF RH 6 19.95 15.69 14.24 4.48 23.497
第4ブロック 10K-21 32 PF RH 6 29.38 28.43 11.72 9.28 23.563
第4ブロック 10K-21 105 PF RH 6 16.70 30.02 14.79 15.84 23.362
第4ブロック 10K-31 18 PF RH 6 22.90 19.70 15.18 4.29 23.530
第4ブロック 10K-31 46 PF RH 6 21.70 15.28 14.40 4.17 23.442
第4ブロック 10K-21 35 PF RH 6 55.21 35.75 31.03 50.05 23.732
第4ブロック 10K-31 34 PF RH 6 12.29 8.30 6.85 1.23 23.537
第4ブロック 10K-32 6 PF RH 7 46.20 34.62 23.60 37.99 23.639
第4ブロック 10K-32 17 PF RH 7 45.70 49.60 22.66 61.42 23.627
第4ブロック 10K-32 5 PF RH 7 17.90 12.25 7.00 2.16 23.572
第4ブロック 10K-32 13 PF RH 7 21.20 14.26 10.20 4.67 23.576
第4ブロック 10K-32 18 PF RH 7 14.18 10.48 5.80 0.92 23.627
第4ブロック 10K-21 3 PF RH 8 49.36 23.15 27.04 34.65 23.538
第4ブロック 10K-21 89 PF RH 8 14.08 8.39 5.81 0.65 23.458
第4ブロック 10K-21 9 PF RH 8 11.91 13.84 15.11 2.86 23.477
第4ブロック 10K-22 1 PF RH 9 57.29 46.00 22.91 80.18 23.574
第4ブロック 10K-32 15 FL OB 1 25.98 8.23 5.21 0.72 23.530 和田土屋橋北群産
第4ブロック 10K-31 22 FL OB 2 17.23 25.11 6.02 2.34 23.340 和田土屋橋西群産　１面折れ
第4ブロック 10K-32 3 FL OB 2 8.65 18.33 4.98 0.58 23.560 和田土屋橋西群産　砕け
第4ブロック 10K-21 13 FL OB 3 9.45 16.01 4.81 0.75 23.528 和田土屋橋南群産　２面折れ
第4ブロック 10K-21 56 FL OB 3 0.98 8.42 10.61 1.34 23.475 和田土屋橋南群産　２面折れ　砕け
第4ブロック 10K-31 37 FL OB 3 11.12 12.82 3.01 0.43 23.508 和田土屋橋南群産　２面折れ
第4ブロック 10K-21 14 FL OB 4 20.71 14.02 7.18 1.69 23.608 箱根畑宿群産
第4ブロック 10K-32 4 FL OB 4 15.99 27.98 11.41 3.00 23.528 箱根畑宿群産
第4ブロック 10K-32 11 FL OB 4 13.98 13.71 1.91 0.28 23.591 箱根畑宿群産
第4ブロック 10K-31 45 FL OB 6 7.29 12.73 4.21 0.22 23.493 石材産地推定不可

26

27

23

24

25

挿図番号

同一母岩だが接合せず

21 4片で1点の礫

22

60.4×49.5×45.7
156.98ｇ

64.3×56.6×29.2
146.34ｇ

77.2×49.4×28.2
114.69ｇ
74.7×47.0×23.8
76.20ｇ

57.6×37.4×25.6
33.58ｇ

80.4×55.4×23.0
99.41ｇ

52.1×28.8×24.8
35.30ｇ

礫片接合の復元値
長mm×幅mm×厚mm

重ｇ
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第２章　大割水溜遺跡

第2-15表　旧石器属性表-3

集中域 遺物番号 器種 石材 母岩
番号

接合
番号

最大長
(mm)

最大幅
(mm)

最大厚
(mm)

重量
(ｇ) 標高（ｍ) 備考

第4ブロック 10K-21 6 PF SA 1 77.00 22.87 23.18 65.07 23.555
第4ブロック 10K-31 33 PF SA 1 79.02 29.40 23.90 81.20 23.513
第4ブロック 10K-21 19 PF SA 2 33.40 21.48 13.75 8.65 23.579
第4ブロック 10K-21 42 PF SA 2 26.04 19.60 13.71 7.47 23.658
第4ブロック 10K-31 2 PF SA 2 42.80 29.50 22.20 34.98 23.545
第4ブロック 10K-31 10 PF SA 2 33.75 27.20 13.00 16.31 23.458
第4ブロック 10K-31 24 PF SA 2 20.70 21.00 14.52 6.76 23.507
第4ブロック 10K-21 8 PF SA 3 31.12 15.65 22.51 11.49 23.606
第4ブロック 10K-21 28 PF SA 3 34.55 31.49 35.69 53.11 23.497
第4ブロック 10K-21 63 PF SA 3 19.54 17.00 8.68 3.65 23.558
第4ブロック 10K-21 71 PF SA 3 16.25 13.11 7.30 2.23 23.618
第4ブロック 10K-21 77 PF SA 3 34.98 31.09 28.04 29.68 23.593
第4ブロック 10K-31 41 PF SA 3 34.22 19.00 17.38 17.01 23.375
第4ブロック 10K-21 59 PF SA 4 32.15 19.86 21.45 13.87 23.500
第4ブロック 10K-31 28 PF SA 4 37.00 26.98 18.80 28.46 23.465
第4ブロック 10K-31 30 PF SA 4 37.01 20.68 18.21 11.18 23.448
第4ブロック 10K-31 39 PF SA 4 41.60 17.28 13.28 15.60 23.549
第4ブロック 10K-31 43 PF SA 4 42.32 31.02 13.88 23.33 23.407
第4ブロック 10K-21 41 PF SA 5 25.53 19.00 19.59 12.29 23.700
第4ブロック 10K-21 103 PF SA 5 31.00 20.74 20.48 26.09 23.508
第4ブロック 10K-31 9a PF SA 5 37.51 32.48 18.88 34.42 23.361
第4ブロック 10K-21 68 PF SA 6 21.71 14.21 5.73 2.25 23.532
第4ブロック 10K-21 69 PF SA 6 26.17 14.90 20.39 7.46 23.577
第4ブロック 10K-21 74 PF SA 6 36.69 17.00 22.81 17.37 23.464
第4ブロック 10K-21 85 PF SA 6 32.30 19.30 14.20 8.98 23.531
第4ブロック 10K-21 90 PF SA 6 10.98 10.51 7.62 1.11 23.467
第4ブロック 10K-21 91 PF SA 6 42.75 28.38 27.40 47.12 23.557
第4ブロック 10K-21 27 PF SA 7 34.48 29.00 9.25 9.28 23.480
第4ブロック 10K-21 65 PF SA 7 26.91 19.61 11.79 6.54 23.500
第4ブロック 10K-21 94 PF SA 7 25.41 24.22 18.00 15.76 23.399
第4ブロック 10K-21 112 PF SA 7 54.40 39.72 35.42 54.46 23.340
第4ブロック 10K-31 9b PF SA 7 23.01 11.40 14.25 5.80 23.361
第4ブロック 10K-21 15 PF SA 7 17.52 14.20 13.47 3.87 23.672
第4ブロック 10K-21 36 PF SA 7 13.50 9.40 10.35 1.46 23.795
第4ブロック 10K-21 102 PF SA 7 9.91 8.39 5.81 0.58 23.496
第4ブロック 10K-31 5 PF SA 7 13.88 11.29 7.05 1.96 23.406
第4ブロック 10K-21 48 PF SA 8 47.50 36.72 18.61 29.62 23.709
第4ブロック 10K-21 49 PF SA 8 21.44 12.98 9.21 2.49 23.625
第4ブロック 10K-21 58 PF SA 8 46.06 32.02 29.30 29.92 23.520
第4ブロック 10K-21 75 PF SA 8 39.46 19.66 9.51 7.62 23.628
第4ブロック 10K-21 78 PF SA 8 22.78 19.46 18.86 5.22 23.568
第4ブロック 10K-21 79 PF SA 8 39.02 35.52 13.78 19.20 23.548
第4ブロック 10K-21 47 PF SA 9 40.97 23.00 27.38 20.16 23.540
第4ブロック 10K-31 7 PF SA 9 13.68 25.90 27.90 37.71 23.472
第4ブロック 10K-31 48 PF SA 9 32.68 23.50 16.50 8.23 23.313
第4ブロック 10K-42 2 PF SA 9 43.81 46.39 23.08 36.91 23.764
第4ブロック 10K-21 26 PF SA 9 24.12 21.60 7.72 4.52 23.810
第4ブロック 10K-21 31 PF SA 9 6.69 8.52 4.35 0.31 23.455
第4ブロック 10K-21 76 PF SA 9 47.60 44.98 27.52 33.15 23.658
第4ブロック 10K-21 92 PF SA 9 22.35 17.39 4.18 1.84 23.396
第4ブロック 10K-21 96 PF SA 10 35.11 7.69 9.51 4.16 23.496
第4ブロック 10K-31 47 PF SA 10 34.60 32.00 25.65 40.93 23.353
第4ブロック 10K-21 21 PF SA 11 23.36 12.60 14.38 4.42 23.764
第4ブロック 10K-21 60 PF SA 11 12.81 14.91 9.65 2.42 23.472
第4ブロック 10K-21 62 PF SA 11 22.80 14.78 12.07 3.78 23.470
第4ブロック 10K-31 42 PF SA 11 22.70 11.50 10.30 3.86 23.440
第4ブロック 10K-21 52 PF SA 12 53.23 22.00 28.10 32.14 23.585
第4ブロック 10K-31 15 PF SA 12 37.82 35.50 10.81 19.65 23.542
第4ブロック 10K-21 53 PF SA 13 37.51 33.52 13.60 21.71 23.458
第4ブロック 10K-21 61 PF SA 13 25.82 24.49 12.22 8.38 23.485
第4ブロック 10K-32 12 PF SA 14 20.52 15.96 8.95 3.92 23.660
第4ブロック 10K-42 3 PF SA 14 25.55 18.24 13.69 6.07 23.708
第4ブロック 10K-32 1 PF SA 14 40.09 23.92 11.80 13.30 -
第4ブロック 10K-32 8 PF SA 14 51.95 44.22 22.16 51.12 23.650
第4ブロック 10K-32 9 PF SA 14 20.30 8.34 5.70 1.26 23.600
第4ブロック 10K-21 87 PF SA 15 60.94 35.95 11.00 34.50 23.508
第4ブロック 10K-31 32 PF SA 15 25.42 15.92 7.40 3.49 23.491
第4ブロック 10K-21 50 PF SA 15 20.02 18.19 5.12 2.39 23.557
第4ブロック 10K-21 51 PF SA 15 42.60 25.45 8.19 10.16 23.607
第4ブロック 10K-21 106 PF SA 15 16.76 19.38 6.49 3.32 23.408
第4ブロック 10K-21 113 PF SA 15 11.50 13.90 5.48 1.24 23.317
第4ブロック 10K-21 81 PF SA 15 27.60 14.87 5.79 3.66 23.527
第4ブロック 10K-21 86 PF SA 15 18.20 16.46 3.79 1.89 23.625
第4ブロック 10K-21 20 PF SA 15 26.61 19.80 5.16 2.79 23.522
第4ブロック 10K-21 37 PF SA 15 23.36 7.94 6.09 1.26 23.796
第4ブロック 10K-21 100 PF SA 15 12.70 5.39 2.90 0.24 23.398

挿図番号

28 81.0×49.0×24.3
146.27ｇ

29

54.0×40.8×33.9
74.17ｇ

30

58.8×51.6×35.2
117.17ｇ

31

69.3×42.5×29.0
92.44ｇ

32
47.3×39.7×34.4
72.80ｇ

33

55.5×41.8×29.2
84.29ｇ

34

51.7×54.0×43.4
91.84ｇ

35

87.2×49.0×27.2
94.07ｇ

36

59.6×60.8×40.0
103.01ｇ

37 56.8×25.9×41.4
45.09ｇ

38

41.4×19.7×20.5
14.48ｇ

39 55.7×55.3×26.8
51.79ｇ

40 52.0×38.2×13.6
30.09ｇ

41 44.3×17.6×14.8
9.99ｇ

42 60.5×50.9×11.7
37.99ｇ

43 54.4×25.7×8.5
12.55ｇ

44 31.0×26.9×6.2
4.56ｇ

45 46.3×17.1×5.4
5.55ｇ

礫片接合の復元値
長mm×幅mm×厚mm

重ｇ
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第２章　大割水溜遺跡

第2-15表　旧石器属性表-4

集中域 遺物番号 器種 石材 母岩
番号

接合
番号

最大長
(mm)

最大幅
(mm)

最大厚
(mm)

重量
(ｇ) 標高（ｍ) 備考

第4ブロック 10K-21 101 PF SA 15 14.72 8.30 2.45 0.35 23.443
第4ブロック 10K-21 107 PF SA 15 10.65 7.55 4.18 0.45 23.417
第4ブロック 10K-31 25 PF SA 15 15.71 9.65 3.35 0.70 23.583
第4ブロック 10K-21 17 PF SA 16 70.12 57.69 20.98 76.82 23.544
第4ブロック 10K-21 95 PF SA 17 43.51 52.00 26.82 108.56 23.500
第4ブロック 10K-21 11 PF SA 18 38.03 30.28 23.37 31.26 23.724
第4ブロック 10K-31 23 PF SA 19 50.46 28.72 23.90 37.63 23.306
第4ブロック 10K-31 17 PE SA 20 61.70 34.20 25.50 78.56 23.420
第4ブロック 10K-21 97 PF SH 1 15.70 14.65 5.19 1.30 23.437
第4ブロック 10K-21 99 PF SH 1 35.94 29.54 25.81 48.90 23.545
第4ブロック 10K-31 4 PF SH 1 31.72 24.11 10.00 10.41 23.574
第4ブロック 10K-31 12 PF SH 1 33.47 20.47 27.42 35.12 23.439
第4ブロック 10K-31 26 PF SH 1 13.69 20.48 5.42 1.93 23.482
第4ブロック 10K-31 31 PF SH 1 12.60 9.16 4.76 0.95 23.529
第4ブロック 10K-21 84 PF SH 2 71.10 49.89 30.01 115.46 23.552
第4ブロック 10K-31 44 PF SH 2 44.30 23.40 15.02 18.04 23.495
第4ブロック 10K-21 34 PF SH 3 30.39 29.28 20.87 33.33 23.729
第4ブロック 10K-21 67 PF SH 3 39.10 26.49 24.70 34.34 23.480
第4ブロック 10K-21 111 PF SH 3 30.34 18.85 23.30 22.83 23.365
第4ブロック 10K-21 7 PF SH 4 18.31 12.00 18.43 4.63 23.723
第4ブロック 10K-21 10 PF SH 4 22.93 16.54 18.09 4.91 23.480
第4ブロック 10K-21 43 PF SH 4 17.20 11.23 7.79 1.65 23.655
第4ブロック 10K-32 14 PF SH 5 66.10 70.00 22.10 133.12 23.568
第4ブロック 10K-32 16 PF SH 6 32.59 19.20 13.50 10.12 23.595
第4ブロック 10K-31 36 PF MS 2 41.52 27.92 27.72 20.74 23.541
第4ブロック 10K-20 1 PF HO 1 26.24 15.85 9.10 3.53 23.755
第4ブロック 10K-21 70 PF HO 1 93.86 57.10 24.69 154.58 23.473
第4ブロック 10K-21 23 PF HO 2 18.79 17.54 5.89 2.41 23.573
第4ブロック 10K-21 12 PF CH 1 26.18 16.60 11.55 4.76 23.407
第4ブロック 10K-21 18 PF CH 1 23.06 13.27 17.31 7.17 23.535
第4ブロック 10K-21 22 PF CH 1 19.58 15.51 15.74 6.09 23.650
第4ブロック 10K-21 46 PF CH 1 21.40 26.86 12.50 7.14 23.606
第4ブロック 10K-21 54 PF CH 1 31.81 21.32 16.00 11.66 23.606
第4ブロック 10K-21 108 PF CH 1 9.50 8.82 5.71 0.46 23.459
第4ブロック 10K-31 20 PF CH 1 19.89 11.52 9.51 3.05 23.478
第4ブロック 10K-21 73 PF CH 1 30.21 23.40 11.70 8.41 23.585
第4ブロック 10K-22 2 PF CH 1 10.90 9.00 5.85 0.66 23.596
第4ブロック 10K-21 55 PF CH 1 11.13 10.87 6.20 0.65 23.419
第4ブロック 10K-21 93 PF CH 1 20.15 13.46 10.02 3.16 23.525
第4ブロック 10K-21 4 PF CH 2 17.99 16.00 9.72 3.25 23.765
第4ブロック 10K-31 3 PF CH 2 25.11 19.78 15.99 7.38 23.579
第4ブロック 10K-21 45 PF CH 2 16.75 14.16 10.50 3.43 23.618
第4ブロック 10K-21 57 PF CH 2 14.26 13.00 8.59 1.32 23.405
第4ブロック 10K-20 2 PF CH 2 33.00 20.92 16.49 12.91 23.517
第4ブロック 10K-21 40 PF CH 2 21.91 14.70 13.70 5.65 23.465
第4ブロック 10K-21 30 PF CH 3 14.81 13.59 22.70 3.82 23.513
第4ブロック 10K-31 1 PF CH 3 16.21 18.78 12.48 6.37 23.513
第4ブロック 10K-31 11 PF CH 3 13.29 8.70 9.95 1.07 23.517
第4ブロック 10K-31 13 PF CH 3 16.70 10.24 6.25 1.01 23.465
第4ブロック 10K-31 16 PF CH 3 23.36 17.42 11.80 6.44 23.428
第4ブロック 10K-31 19 PF CH 3 22.78 16.90 12.20 7.37 23.357
第4ブロック 10K-31 21 PF CH 3 13.10 11.80 5.80 0.93 23.466
第4ブロック 10K-31 50 PF CH 3 12.78 10.05 3.38 0.57 23.260
第4ブロック 10K-21 98 PF CH 4 15.68 12.10 10.00 2.14 23.442
第4ブロック 10K-31 8 PF CH 4 33.50 17.65 14.82 8.41 23.321
第4ブロック 10K-31 14 PF CH 4 22.40 14.09 7.50 1.85 23.534
第4ブロック 10K-31 27 PF CH 4 27.12 8.10 5.49 1.71 23.573
第4ブロック 10K-53 1 PE CH 5 31.27 18.22 13.61 8.34 24.076
第4ブロック 10K-31 38 EO CH 10.98 5.58 3.70 0.30 23.419

単独出土 11I-61 1 KN HS 第2-15図 1 32.13 14.30 3.94 1.71 24.355
石刃を素材とする周縁加工の
ナイフ形石器　基部折れ　
先端黒色化

単独出土 6K-02 2 KN CH 第2-15図 2 26.08 15.21 6.34 1.84 23.945
小型幾何形ナイフ形石器　
刃部52-56°刃こぼれあり　
基部端部欠損

単独出土 11I-62 1 FL CC 22.38 29.74 7.35 5.76 24.300
単独出土 11I-84 1 FL CC 16.48 9.20 3.39 0.34 24.841

挿図番号

46

68.2×34.8×28.1
98.61ｇ

47
66.8×54.5×29.7
133.50ｇ

48
68.8×43.2×25.0
90.50ｇ

49
37.9×17.2×20.0
11.19ｇ

50
93.9×62.6×24.3
158.11ｇ

51

49.2×27.3×35.3
40.33ｇ

CH1とCH2は同一母岩だが
接合はしない

52
37.5×22.5×12.1
9.07ｇ

53
26.4×26.0×17.0
10.63ｇ

54
18.4×17.5×15.3
4.75ｇ

55

39.9×29.2×25.5
26.08ｇ

CH3とCH4は同一母岩だが
接合はしない

56
32.4×28.8×18.5
12.40ｇ

礫片接合の復元値
長mm×幅mm×厚mm

重ｇ
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第２章　大割水溜遺跡

第2-16表　縄文石器属性表-1

集中域 遺物番号 器種 石材 母岩
番号

接合
番号

最大長
(mm)

最大幅
(mm)

最大厚
(mm)

重量
(ｇ) 標高（ｍ) 備考

北側遺物包含層 3K-88 1a ES HO 第2-24図 1 32.25 38.70 10.50 14.77 - 周縁に多方向からの剥離痕がめ
ぐる円形の掻器

北側遺物包含層 3K-98 2 MF MS 第2-24図 2 41.10 27.75 12.85 8.60 24.374 右縁辺に微細な刃こぼれ
北側遺物包含層 3L-61 1a DA RH 第2-24図 3 61.82 69.10 21.03 93.50 - 下部のみ残存　偏平な楕円礫素材
北側遺物包含層 3K-59 1 PF GA 20.02 19.23 6.60 3.15 -
北側遺物包含層 3K-68 6 FL GA 34.52 20.84 5.21 3.91 24.322
北側遺物包含層 3K-77 2 FL GA 19.68 7.85 1.45 0.03 24.846
北側遺物包含層 3K-77 3 FL GA 23.85 10.99 4.09 0.81 24.847
北側遺物包含層 3K-88 1ba FL TO 21.45 7.17 5.65 0.71 -
北側遺物包含層 3K-88 1bb FL TO 14.41 8.79 3.89 0.53 -
北側遺物包含層 3K-88 1bc FL TO 13.60 6.82 3.07 0.37 -
北側遺物包含層 3K-88 1bd FL TO 11.17 6.62 4.69 0.29 -
北側遺物包含層 3K-88 1be FL TO 10.47 6.02 3.57 0.27 -
北側遺物包含層 3K-88 1bf FL TO 12.13 5.68 3.20 0.22 -
北側遺物包含層 3K-88 1bg CH TO 9.04 6.73 4.18 0.21 -
北側遺物包含層 3K-88 1bh FL TO 12.47 4.58 3.43 0.18 -
北側遺物包含層 3K-88 1bi FL TO 13.81 6.11 3.38 0.18 -
北側遺物包含層 3K-88 1bj CH TO 9.71 5.43 2.59 0.17 -
北側遺物包含層 3K-88 1bk CH TO 9.85 7.35 2.57 0.15 -
北側遺物包含層 3K-88 1bl FL TO 10.45 5.23 2.64 0.12 -
北側遺物包含層 3K-88 1bm FL TO 11.23 4.23 2.78 0.11 -
北側遺物包含層 3K-88 1bn CH TO 9.69 4.72 2.25 0.10 -
北側遺物包含層 3K-88 1bo CH TO 7.83 4.15 2.60 0.10 -
北側遺物包含層 3K-88 1bp CH TO 9.46 3.65 1.46 0.08 -
北側遺物包含層 3K-88 1bq CH TO 7.81 4.57 2.31 0.06 -
北側遺物包含層 3K-88 1br CH TO 8.37 4.40 2.11 0.06 -
北側遺物包含層 3K-88 1bs FL TO 10.19 4.13 1.71 0.06 -
北側遺物包含層 3K-88 1bt CH TO 7.87 4.00 1.97 0.06 -
北側遺物包含層 3K-88 1bu CH TO 8.10 4.46 1.82 0.05 -
北側遺物包含層 3K-88 1bv CH TO 7.09 4.10 1.42 0.04 -
北側遺物包含層 3K-88 1bw CH TO 6.17 5.08 1.44 0.03 -
北側遺物包含層 3K-88 1bx CH TO 4.43 2.48 2.36 0.02 -
北側遺物包含層 3K-88 1by CH TO 4.21 2.99 1.74 0.02 -
北側遺物包含層 3K-88 1bz CH TO 5.63 2.54 1.32 0.02 -
北側遺物包含層 3K-88 1ca CH TO 5.46 3.37 1.42 0.01 -
北側遺物包含層 3K-88 1cb CH TO 5.06 2.71 1.65 0.01 -
北側遺物包含層 3K-88 1cc CH TO 3.61 2.24 1.21 0.01 -
北側遺物包含層 3K-77 1 PE RH 60.63 54.18 21.52 95.51 -
北側遺物包含層 3K-78 11 PF RH 17.37 21.44 4.30 1.74 24.308
北側遺物包含層 3K-96 1 PF RH 85.93 33.85 17.68 60.47 -
北側遺物包含層 3L-60 1 FL OB 13.45 16.38 8.61 1.71 - 石材産地不明
北側遺物包含層 3K-89 1 PF TU 27.35 31.76 16.27 15.50 -
北側遺物包含層 3K-68 2 PF SA 16.40 10.28 2.53 0.39 24.300
北側遺物包含層 3K-69 1 PF SA 26.73 20.84 6.09 2.90 -
北側遺物包含層 3K-79 1 PF SA 46.45 30.10 10.43 14.37 -
北側遺物包含層 3K-99 1 FL SA 34.04 23.47 5.33 4.91 -
北側遺物包含層 3L-61 10 PF SA 21.86 18.25 5.38 2.39 24.375
北側遺物包含層 3L-61 1b PF SH 27.18 23.17 10.63 9.22 -
北側遺物包含層 3L-82 1b PE SH 27.59 16.99 9.28 4.18 -
北側遺物包含層 3L-82 1c PE SH 19.09 12.59 8.70 3.21 -
北側遺物包含層 4K-58 1 MF MS 35.20 47.18 7.66 8.26 -
北側遺物包含層 3K-98 1 SS HO 30.31 35.81 8.88 12.32 - 石鏃母型
北側遺物包含層 3L-50 1 PF KS 59.55 58.39 13.33 63.42 -
北側遺物包含層 3K-88 2 PF CH 45.03 23.01 19.93 23.71 24.747
北側遺物包含層 3K-88 3 PF CH 44.89 23.55 12.99 17.84 24.703
北側遺物包含層 3K-88 5 PF CH 27.74 17.09 8.30 3.94 24.810
北側遺物包含層 3L-72 1 PF CH 24.11 21.48 14.82 12.84 -
北側遺物包含層 3L-82 1a PE CH 46.37 44.17 16.18 48.14 -
北側遺物包含層 3L-82 1d PF CH 13.55 12.62 6.05 1.25 -
北側遺物包含層 4K-06 2 PF CH 24.84 24.77 7.78 6.17 24.335
北側遺物包含層 4K-06 1 PF UK 24.46 17.60 11.87 6.19 -

南側遺物包含層 5K-05 2 AS SA 第2-24図 4 138.90 58.00 37.30 417.17 - 各面は平ら　全体形状は角柱状
断面は四角形を呈す

南側遺物包含層 5K-83 6 PO GA 第2-24図 5 54.18 16.97 8.02 6.17 24.243
有舌尖頭器(小瀬ヶ沢型）　長身
鋸歯状側縁を持つ　基部両端に
返し　先端僅かに欠け

南側遺物包含層 5K-92 1 PE GT 第2-24図 6 92.90 26.00 11.00 37.79 - 偏平な長楕円礫　上端は赤褐色
に変色

南側遺物包含層 6K-11 1 GS SA 第2-25図 7 80.50 59.60 29.50 216.56 -
全体的に赤化　上端の変色部分
には微弱な磁力あり　敲打痕が
みられる

南側遺物包含層 6K-11 4 SE CH 第2-25図 8 31.97 14.92 3.36 1.21 24.095 長身　鋸歯状側縁を持つ
南側遺物包含層 5K-85 1 PF RH 27.82 22.52 12.52 11.59 -
南側遺物包含層 6K-21 1a PE RH 99.13 65.19 40.48 315.12 -
南側遺物包含層 08-T2 1 PF RH 37.82 22.05 15.58 11.01 -
南側遺物包含層 6K-12 1 GS SA 47.57 41.43 29.18 83.12 -

挿図番号

29片あり　
接合しないが同一個体か　
調整剥片の可能性大
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集中域 遺物番号 器種 石材 母岩
番号

接合
番号

最大長
(mm)

最大幅
(mm)

最大厚
(mm)

重量
(ｇ) 標高（ｍ) 備考

南側遺物包含層 5K-23 1a PF SH 30.58 11.76 11.20 4.88 -
南側遺物包含層 5K-64 6 PF SH 16.73 16.62 8.61 2.79 24.131
南側遺物包含層 5K-86 1 PF SH 25.45 20.33 11.43 5.30 -
南側遺物包含層 6J-59 2 FL SH 29.82 18.08 6.55 3.71 24.274
南側遺物包含層 6K-01 1b PF SH 32.09 22.25 11.95 7.10 -
南側遺物包含層 6K-01 1d PF SH 18.42 13.13 10.80 2.67 -
南側遺物包含層 6K-32 1 PF SH 42.70 39.21 14.77 29.26 -
南側遺物包含層 6K-70 1 PF SH 21.09 17.82 9.50 4.34 -
南側遺物包含層 6K-70 4 PF SH 38.91 31.25 8.53 14.66 24.268
南側遺物包含層 08-T5 1 MF SS 11.57 20.65 2.71 0.55 -
南側遺物包含層 5K-23 1b PF HO 26.80 14.86 7.67 2.44 -
南側遺物包含層 5K-48 1 PF HO 25.03 19.64 4.61 3.03 -
南側遺物包含層 5K-57 1a PF HO 34.26 15.48 7.39 3.48 -
南側遺物包含層 5K-57 1b PF HO 19.11 14.41 6.30 2.38 -
南側遺物包含層 6K-01 1c PF HO 18.73 15.13 8.39 3.00 -
南側遺物包含層 6K-11 5 FL HO 16.81 11.77 4.42 0.81 24.079
南側遺物包含層 6J-68 1a PF CH 20.12 17.47 9.89 3.46 -
南側遺物包含層 6J-68 1b PF CH 23.18 13.44 7.27 3.21 -
南側遺物包含層 6K-01 1a PE CH 37.24 29.43 19.63 27.80 -
南側遺物包含層 6K-02 3 FL CH 33.98 17.49 4.95 3.11 23.910
南側遺物包含層 6K-11 10 PF CH 28.03 21.47 7.41 6.38 24.057
南側遺物包含層 6K-11 18 FL CH 26.99 13.71 6.13 2.97 23.805
南側遺物包含層 6K-21 2 SM CH 22.64 19.03 3.93 1.34 24.125
南側遺物包含層 6K-21 1b PE CC 39.82 37.88 14.78 34.97 -

縄文単独出土 9J-75 1 HS SA 第2-25図 9 75.17 50.68 37.01 197.48 22.378 両端部に敲打痕
縄文単独出土 14I-03 1 SE CH 第2-25図 10 18.41 13.18 3.50 0.55 24.200 脚部欠損後に調整
縄文単独出土 13H-78 1 UK 0.08 23.935 非黒曜石　石ではない　現代ゴミか
縄文単独出土 13J-28 1a FL UK 80.35 46.22 22.98 55.62 -
縄文単独出土 13J-28 1b PF CH 18.30 16.40 10.07 3.02 -
縄文単独出土 13J-58 1 GS RH 84.54 83.95 23.58 254.17 -
縄文単独出土 13K-80 1a EO AN 46.65 34.10 8.25 18.04 -
縄文単独出土 13K-80 1b EO RH 34.80 25.70 10.44 9.47 -
縄文単独出土 T5 1 FL TU 31.70 34.08 8.15 7.67 -
縄文単独出土 T6 1 FL MS 36.63 25.25 8.12 7.19 - 標高不明　対応グリッド8L-22

挿図番号

挿図番号 遺構 器質 器種 遺存
[%]

口径
[㎝]

底径
[㎝]

器高
[㎝]

色調
[内/外]

胎土 調整
[内/外]

備　　考
[出土状況]

第2-26図１ ＳＩ  001 土師 高坏      5  (15.1)  －    3.5 赤褐色 白色粒少 ﾍﾗﾅﾃ ,゙ﾐｶ ｷ゙/
ﾍﾗﾅﾃ ,゙ﾐｶ ｷ゙

高坏坏部,内外面ともに赤彩

第2-26図２ 土師 鉢    100   15.0    4.9    6.7 赤褐色 白色粒少 ﾍﾗﾅﾃ /゙ﾍﾗﾅﾃ ,゙
ﾐｶ ｷ゙

胎土は緻密

第2-26図３ 土師 台付甕     30  －   11.5  (15.8) 赤褐色 白色砂粒・
透明砂粒多

ﾍﾗﾅﾃ /゙ﾊｹ,ﾍﾗ
ﾅﾃﾞ

台付甕胴部下半から脚部,胴部の破断面に一
部調整の痕跡あり,高坏として再利用された
可能性有

第2-26図４ 土師 台付甕     40  －  (13.7)  － 赤褐色～
褐色

白色砂粒・
透明砂粒多

ﾍﾗﾅﾃ /゙ﾍﾗﾅﾃ ,゙
ﾊｹ

台付甕胴部,下半・脚部・口縁部を欠く

第2-26図５ 土師 甕     90   13.1    6.3   18.4 暗褐色～
褐色

白色粒少 ﾍﾗﾅﾃ /゙ﾊｹ,ﾐ
ｶ ｷ゙

第2-26図６ 土師 小壷     40    7.1    4.8    9.5 にぶい黄
褐色～褐
色

白色粒少 ﾍﾗﾅﾃ /゙ﾊｹ,ﾐ
ｶ ｷ゙

胎土は緻密

第2-27図１ 土師 高坏     10  －    8.0    4.6 明褐色 白色粒少 ﾍﾗﾅﾃ /゙ﾅﾃ ,゙ﾐ
ｶ ｷ゙

高坏脚裾部,穿孔2か所

第2-27図２ 土師 高坏     20  －  (10.4)  (6.9) 明褐色 白色砂粒多 ﾍﾗﾅﾃ /゙ﾍﾗﾅﾃﾞ 高坏脚裾部,調整やや雑
第2-27図３ 土師 台付甕     20  －  －  (8.2) 明褐色 白色砂粒多 ﾍﾗﾅﾃ ,゙ﾐｶ ｷ゙/

ﾍﾗﾅﾃﾞ，ﾊｹ
台付甕胴部下半

第2-27図４ 土師 甕     80   18.0  －   21.6 にぶい橙
色

白色粒 ﾍﾗﾅﾃ /゙ﾍﾗﾅﾃﾞ 底部を欠く,口縁部にハケ状工具による押捺

第2-27図５ 土師 甕      5  －  (9.8)  (5.3) 黄褐色 黒色粒 ﾍﾗﾅﾃ /゙ﾍﾗﾅﾃ ,゙
ﾐｶ ｷ゙

底部

(  )現存・復元値

ＳＩ  001

ＳＩ  001

ＳＩ  001

ＳＩ  001

ＳＩ  001

ＳＩ  002

ＳＩ  002
ＳＩ  002

ＳＩ  002

ＳＩ  002

第2-16表　縄文石器属性表-2

第2-17表　遺構出土土器計測表



－46－

第２章　大割水溜遺跡

第３節　まとめ
（１）旧石器時代
　旧石器時代の４か所のブロックは、標高24ｍ前後の比較的安定した台地上に立地する。Ⅳ層上部～Ⅱ層

にかけての出土分布幅があり、中心層はハードローム上部～ソフトローム層下部と捉えられる。石器が包

含される層位からブロックの新旧関係を見極めるのは困難であるが、特徴的な石器の形態を踏まえ、以下

にまとめる。

　第１ブロックでは硬質頁岩製の面取りのある尖頭器が出土しており、Ⅳ層上部に比定される形態である。

　第２ブロックでは薄い板状の剥片の周縁を加工したうえで、刃部作出を目的として上方から加撃された

ナイフ形石器と石刃複数が共伴する。Ⅳ層中部に多くみられる石器群である。

　第３ブロックでは石器37点が出土し、尖頭器４点、削器３点、石錐１点など製品が多い。しかし、欠損

品や接合資料、石核も残されており、製品のメンテナンスと同時に素材としての剥片作出が行われたブロ

ックであることがわかる。トロトロ石の尖頭器は木葉形状であるが、左右が対称とはなっておらず、加工、

あるいは修理が行われたために多少の歪みが生じたものと思われる。これらは市原市南原遺跡１）Ｂトレ

ンチ出土資料に類例をみることができる。なお、第３ブロックの石材はガラス質黒色安山岩が31点と最も

多いが、トロトロ石４点、珪質頁岩・玉髄各１点が出土している。このトロトロ石と玉髄のセット関係か

ら当ブロックの出土資料が、茨城県の諸沢川流域を原産地とする石材である可能性が高いことが当財団、

橋本勝雄氏の踏査によって指摘された。第２ブロックよりも若干新しい時期の所産であろう。

　第４ブロックの黒曜石17点は、蛍光Ｘ線分析により、信州と箱根の２か所の産地が推定された。石器か

らは、時期の指標となるような特徴は捉えられなかったが、Ⅳ層上部～Ⅲ層下部に分布の中心があり、第

１ブロックと並ぶ時期に属するブロックであると考えられる。

　第４ブロックの出土点数は191点であるが、171点が礫片であり、このうちの124点が接合した結果、36

個体の礫が確認できた。持ち込まれた礫が被熱して弾けたものであろう。自然面に色の違いがみられるが、

破砕後の環境の相違に起因するものと思われる。分布範囲が比較的まとまっていること、完形礫が２点と

少なく、礫片の接合率が高いこと、特定の礫片が差別化されていないことなどから、稼働・待機礫群では

なく、廃棄礫群としての様相が強いことがわかる２）。第４ブロックでの滞在が短期間で、一過性の滞在地

であったことを裏付けるものであろう。石材には砂岩や斑晶の小さな流紋岩、チャートが用いられており、

これらは千葉県内で検出された礫群ではごく一般的にみられるものである。これらの礫の採集地としては

古期利根川流域、古期鬼怒川流域の河川敷や万田野-長浜砂礫層などが考えられるが、自然に存在する礫

の石材や大きさは多様であることから、遺跡に搬入するにあたっては素材の選択が行われていた可能性が

高い。また、次に示す２例のように、礫群の在り方には遺跡での居住時間の長短が現れているものと思わ

れる。

　稼働礫群と廃棄礫群が検出された１例として、白井市復山谷遺跡（６次～８次）３）を挙げる。同遺跡の

第38ブロックでは礫・礫片12点が被熱した状態で重なるように出土した。これらが周辺ブロックに分布す

る礫片と接合した結果、もとは敲石や台石といった加工具であったことが判明した。破砕した礫片のうち

比較的大型のものが集められて集礫部（稼働礫群）が構成され、再度加熱されたことが礫面の変色痕によ

り明らかである。また、武士遺跡４）D7区では、稼働・待機・廃棄パターンが確認されており、遺跡が長

期間反復利用された場であった可能性が報告されている。
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（２）縄文時代
　縄文時代では、早期後半の子母口式期と思われる炉穴２基と草創期後半から後期にかけての遺物包含層

２個所を検出した。遺物包含層では草創期後半の撚糸文土器、早期後半の茅山式系土器、前期中葉の黒浜

式が主に出土し、他に早期前半の沈線文土器、前期後半の浮島式、中期後半の加曽利Ｅ式、後期初頭の称

名寺式、加曽利Ｂ式、安行式が微量ないしは少量出土した。撚糸文土器は夏島式が最も多く、稲荷台式が

これに次ぐ出土量であった。なお、第2-18図61・62は多段の絡条体圧痕と帯状の撚糸文を施した撚糸文末

期の土器で、注意すべき資料である。茅山式系土器はそのほとんどが子母口式と考えられる。有文の土器

はきわめて少ないが、第2-19図103～106のいわゆる円孔文が留意されよう。中でも同一個体の104～106の

円孔は径１㎜～２㎜で、針様の工具で突いたものと考えられた。一部は未貫通、一部は上下２段に付けら

れ、類例を知らない。黒浜式の出土量は多かったが、個体数は10点程度と思われた。

　稲荷台式土器の破片を利用した土器片錘が１点出土した。この時期には、土器片錘の使用は確認されて

いないことから、後の縄文人が破片を拾って錘として再利用したとしか考えられない。同様の例が泉北側

第２遺跡にある５）。当該例は茅山式系土器を利用したもので、この時期でも土器片錘の使用は未だ認めら

れていない。縄文人は土器文様にきわめて高い関心をもっていたと考えられるから、土器片錘に利用する

ために拾った見たこともない文様の土器片が遠い祖先のものであるという認識があったのかもしれない。

（３）古墳時代
　古墳時代では住居跡２軒が検出された。２軒とも髙花宏行氏による古墳時代前期Ⅱ期に属する６）。

　本遺跡に最も近い当該期の大規模集落は、78軒の住居跡が検出された泉北側第２遺跡である５・７）。本遺

跡の北西700ｍの位置にあり、同じ亀成川左岸の１本下流側の支流に面した東側台地上に立地している。

また、泉北側第２遺跡の南に隣接する泉北側第３遺跡では４軒中１軒が古墳時代前期Ⅱ期に、３軒が同前

期Ⅲ期に属するものであった。このように、大割水溜遺跡の小集落は泉北側第３遺跡と同様、泉北側第２

遺跡の分村とみることができよう。

引用・参考文献

１　（財）千葉県史料研究財団　2002　『千葉県史編纂資料　市原市南原遺跡縄文時代草創期石器資料調査報告書』

２　 田村　隆　2004　 「第１節　旧石器時代１　遺跡・遺構　生活の痕跡」　『千葉県の歴史』　資料編　考古４　110頁～

113頁

　　 　礫群の遺存状態を３種に分類したものである。　稼働礫群：最終的に稼働していた状況を留めるもの。待機礫群：将来

使用するために礫を１か所に集積したもの。廃棄礫群：不要の礫を廃棄した場所や必要な礫を抜き取った痕跡をとどめる

礫群である。

３　 （公財）千葉県教育振興財団　2012　 『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅩⅦ-白井市復山谷遺跡（６次～８次）
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６　 髙花宏行　2001a　 「下総地域における弥生時代後期から古墳時代前期の様相～印旛地域を中心に～」『弥生から古墳へ』

上高津貝塚ふるさと歴史の広場

　　髙花宏行　2001b　「印旛地域における古墳時代開始期の土器様相」『研究紀要』２　印旛郡市文化財センター

７　（財）千葉県文化財センター　1991　『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書Ⅹ』
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第３章　高堀所在野馬土手

第１節　遺跡の位置と調査の方法（第1-1・3-1図、図版1-2・3-1）
　手賀沼の東端部に西方から注ぐ亀成川は、その左岸に深く嵌入する支谷が連続している。高堀所在野馬

土手は、こうした支谷の一つである迎山・古新田間で亀成川に合する支谷及び上流側にほぼ平行して嵌入

する支谷の谷頭どうしを結ぶ位置にある。全長は380ｍ、現況幅４ｍ～５ｍ、現況高0.8ｍ～1.0ｍである。

このうち、調査対象となったのは、東端部の約80ｍ及び西端部の約30ｍを除く270ｍの範囲のうち、ほぼ

野馬土手の頂部から南側半分であった。

　調査に先立って委託による地形測量を実施し、1／200の測量図を作成した。発掘調査はトレンチ法によ

り行い、20ｍから25ｍ間隔で計10本のトレンチを設定し、発掘した。なお、西端部に続く部分約30ｍは、

大割水溜遺跡として平成19年度にトレンチ２本を入れてすでに調査しており、本報告ではこれも含めて報

告することとした。

　周辺の関連遺構を見ると、西端側の支谷を隔てて割野所在野馬土手が、さらに県道千葉竜ヶ崎線（近世

木下街道）を隔てて泉北側第３遺跡の野馬堀があり、高堀所在野馬土手を含めた３遺構はほぼ一直線上に

並んでいることが分かる。

第２節　遺構と遺物（第3-2・3-3図、図版3-2～3-4）
　トレンチ調査によって検出された遺構は、野馬土手１条（ＳＸ001）、野馬土手の裾に溝４条（ＳＤ

001a・ＳＤ001b・ＳＤ002a・ＳＤ003）及び野馬土手下に隠れていたより古い野馬土手１条（ＳＸ002）

と溝１条（ＳＤ002b）であった。結論から先に述べれば、ＳＸ001に対応する野馬堀がＳＤ001a及びＳＤ

001b、ＳＸ001より古いＳＸ002に対応する野馬堀がＳＤ002a及びＳＤ002b、最も新しい単独の溝がＳＤ

003となる。なお、遺物は出土しなかった。

ＳＸ001

　全長380ｍのうち調査対象となったのは、西端から東へ約300ｍ分である。ほぼ東西方向に直線的に構築

されているが、わずかに弧状をなし、南側に張り出している。大割水溜遺跡との境及び東端部は道路によ

って切断され、第２トレンチ付近にも切断個所がある。土手頂部の標高はこの第２トレンチ付近が最も高

く、最高点で25.45ｍを測り、東側はやや高さを減じ、標高25ｍの等高線が部分的に見られるだけとなる。

この差は自然地形に起因するものと考えられ、土手の両裾の標高も第２トレンチ付近が最も高く、東端部

は40㎝～50㎝ほど低い。西端の大割水溜遺跡側では、土手頂部の標高は25ｍ程度で、やはり第２トレンチ

付近より低くなっている。

　盛土は大割水溜遺跡第１・第２トレンチの断面によれば、ＳＸ002及びＳＤ002bの覆土上に盛られ、ソ

フトローム土を主体とする黄褐色土と暗褐色土の互層で構成されている。北側裾部はそのままＳＤ001b

と接しているが、南側裾部はＳＤ003によって削られている。したがって、ＳＸ001の本来の高さは、少な

くとも２ｍはあったと推定される。なお、基部の幅はⅡ層残存面で3.5ｍ～4.0ｍを測る。
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ＳＤ001a

　ＳＸ001の南側に設けられた野馬堀である。ＳＤ002a・ＳＤ003と切り合い、ＳＤ002aより新しく、ＳＤ

003より古いことが第２トレンチから第10トレンチの断面で確認された。堀の幅はⅡ層残存面で2.3ｍ、深

さは同じく70㎝程度である。第１・第２・第５トレンチで土手側の立ち上がり中位に段があること、第８

トレンチで間層をはさんで黒色土が２層認められることから、掘り返しが１度行われたことがわかる。

ＳＤ001aからＳＤ002aの最上層には各トレンチで褐色土の堆積が認められた。野馬堀の廃絶に際して、Ⅱa

層（新期テフラ層）で意図的に堀を埋めた可能性が考えられる。

ＳＤ001b

　ＳＸ001の北側に設けられた野馬堀である。堀の幅はⅡ層残存面で2.5ｍ～3.5ｍ、深さは同じく80㎝～

90㎝程度で、ＳＤ001aより規模が大きい。また、大割水溜遺跡第１・第２トレンチともに明瞭な掘り返し

が認められた。なお、前者には最上層に褐色土が広く堆積していた。土手の南側の状況と同様の堀の埋め

立てと思われる。

ＳＸ002

　大割水溜遺跡第１・第２トレンチにおいて、ＳＸ001の南側基部にその残存部が確認された。幅1.5ｍ、

高さ30㎝程度が残る。北側裾部はＳＸ001の盛土でパックされて原状をとどめるが、南側はＳＤ002aに至

る間にＳＤ001a・ＳＤ003によって大きく破壊されており、原状をまったくとどめない。基部の幅（ＳＤ

002a－ＳＤ002b間）は、大割水溜遺跡第１・第２トレンチにおいて、Ⅱ層残存面で4.5ｍ程度を測り、第

５トレンチで４ｍ程度と推定される。ＳＸ001に比べて１ｍ程度広く、したがって本来の高さもＳＸ001の

推定２ｍよりも高かった可能性が高い。なお、大割水溜遺跡第１・第２トレンチにおいて盛土下で確認さ

れたピット状の遺構については、性格が不明である。

ＳＤ002a

　ＳＸ002の南側に設けられた野馬堀である。ＳＤ001aと切り合い、ＳＤ002aはより古いことが第２トレ

ンチから第10トレンチの断面で確認された。堀の幅はⅡ層残存面で2.5ｍ、深さは同じく90㎝程度である。

第５・第８・第10トレンチでは間層をはさんで黒色土が２層認められ、１度改修が行われた可能性がある。

対となるＳＤ002bに比べてはるかに規模が大きい。

ＳＤ002b

　大割水溜遺跡第１・第２トレンチ、第２・第５トレンチにおいて、ＳＸ001の盛土下から検出された。

堀の幅はⅡ層残存面で２ｍ以下、深さは同じく50㎝程度である。各トレンチで中間層に黒色土の堆積が認

められた。

ＳＤ003

　最も新しい単独の溝である。全てのトレンチにおいてＳＸ001の南裾から検出された。大割水溜遺跡第１・

第２トレンチではＳＤ001a・ＳＤ002aの最上層に堆積し褐色土を覆土とし、第１トレンチではこの褐色土

を切っていることが確認された。したがって、野馬堀廃絶時前後のものと考えられる。

第３節　まとめ
　検出された遺構は、野馬土手１条（ＳＸ001）、野馬土手の裾に溝４条（ＳＤ001a・ＳＤ001b・ＳＤ

002a・ＳＤ003）及び野馬土手下に隠れていたより古い野馬土手１条（ＳＸ002）と溝１条（ＳＤ002b）
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であった。

　ＳＸ001の野馬土手に伴う野馬堀はＳＤ001a・ＳＤ001b、より古い野馬土手ＳＸ002に伴う野馬堀は

ＳＤ002a・ＳＤ002bで、ＳＤ003は野馬堀廃絶後の最も新しい単独の溝と判断された。

　ＳＸ001は基部の幅3.5ｍ～4.0ｍ、本来の高さ２ｍ程度と判断され、ほぼ直線的に構築されているが、わ

ずかに南側へ張り出している。伴う野馬堀は南側がＳＤ001a、北側がＳＤ001bである。ＳＤ001aは幅2.3ｍ、

深さは70㎝程度で、ＳＤ001bは幅2.5ｍ～3.5ｍ、深さは80㎝～90㎝程度で、ＳＤ001aより規模が大きかった。

また、どちらの堀も改修が行われていた。

　ＳＸ002は盛土がわずかに残っており、基部の幅は４ｍ～4.5ｍ程度でＳＸ001に比べて１ｍ程度広く、

本来の高さもＳＸ001よりも高いと考えられた。伴う野馬堀は南側がＳＤ002a、北側がＳＤ002bである。

ＳＤ002aは幅2.5ｍ、深さは90㎝程度、ＳＤ002bは幅２ｍ以下、深さは50㎝程度で、ＳＤ001a・001bとの

関係とは逆に野馬土手南側の堀の規模が大きく、改修も行われていた。なお、ＳＤ002aの各トレンチ内で

の位置を見ると、第５トレンチではトレンチ南端で検出されたのに対し、第８・第10トレンチではトレン

チ中央で検出されており、ＳＸ002はＳＸ001より南側に張り出す湾曲度がわずかに強かったと考えられる。

　高堀所在野馬土手は千葉ニュータウンⅩⅩⅧの報告書１）によれば、縮小前の印西牧の外周を画する野

馬土手とされている。したがって、ＳＸ001は寛文期（1661年～1672年）にはすでに存在していたと考え

られ、ＳＸ002はさらに古く近世初期にさかのぼるものと思われる。

　通常牧の境土手は牧の内側の堀を深く、外側の堀を浅く作るのが一般的で、より新しいＳＸ001はこの

原則が当てはまるが、より古いＳＸ002は逆に牧の内側の堀（ＳＤ002b）が浅く、外側の堀（ＳＤ002a）

が深くなっていた。こうした逆の現象は泉北側第３遺跡においても指摘されている１）。その理由の解明は

今後の課題である。

　なお、ＳＤ003は寛文期以降の開墾と関わる遺構で、新旧野馬堀の最上層を被覆した褐色土は新田開発

時の堀の埋め立てを示すものであろう。

注１　（公財）千葉県教育振興財団　2013　『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅩⅧ』　153頁
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第3-1図　高堀所在野馬土手と関連遺構
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第3-3図　トレンチ断面図
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第４章　向新田遺跡（２）

第１節　遺跡の位置と調査の方法（第1-1・4-1図、図版1-1・4-1）
　向新田遺跡は東流して印旛沼に注ぐ神崎川の左岸に位置する遺跡の一つである。武西・安養寺集落間及

び安養寺・戸神集落間で神崎川に合流する二つの支谷にはさまれた幅300ｍ、奥行き700ｍの広大な台地全

体が向新田遺跡として千葉県遺跡分布地図に登録されている。遺跡はこれまでたびたび発掘調査が行われ、

合計４冊の報告書が刊行されている１～４）。これらを見ると弥生時代後期から古墳時代前期にかけての住居

跡が合計96軒検出されており、向新田遺跡は当該期の大規模集落であると考えられる。

　今回調査対象となった地点は、遺跡の西側を画する支谷の谷頭部を登り切った台地上で、注１報告書の

調査個所の南西端に当たることから向新田遺跡（２）として報告することとした。

　調査前の現地踏査の段階で、調査地点には地表面に溝状の落ち込みとこれに隣接して土手状の高まりが

認められ（図版4-1）、野馬土手・野馬堀の可能性が考えられた。このため、業者委託による地形測量を実

施した後、発掘調査を行うこととし、対象面積が142㎡と狭いこともあって、上層は隣接地との法面を残

してほぼ全面を本調査した。その結果、溝１条を検出し、これを全掘した。下層は２ｍ×２ｍの確認グリ

ッドを１か所発掘し、出土遺物がなかったことから本調査は行わなかった。なお、地形測量は1/150で図

化した。

注１　（財）千葉県文化財センター　2002　『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅤ』
　２　（財）印旛郡市文化財センター　2000　『千葉県印西市向新田遺跡-印西市道00-114号線埋蔵文化財調査委託-』
　３　（財）印旛郡市文化財センター　2002　『千葉県印西市向新田遺跡第２地点』
　４　 （財）印旛郡市文化財センター　2011　 『千葉県印西市向新田遺跡第３地点-ハートヴィレッジ建設に伴う埋蔵文化財

調査』

第２節　遺構と遺物（第4-1・4-2図、図版4-1・4-2）
　検出した遺構は溝１条である。遺物は古墳時代前期の土師器片のみで、溝に伴う遺物は出土しなかった。

溝はピット付きの溝で、長さ11.25ｍを測り、南東側立ち上がりは断面角型の溝状の撹乱で壊されていた（第

4-1図）。また、溝の南西端部は約50㎝の間隔をあけて一旦途切れ、再び始まっていたが、その先は調査区

外となり不明である。溝は深さ25㎝程度で、幅は撹乱で不明であるが、2.2ｍ程度であったと思われる。

覆土は黒色土ないしは黒褐色土であった。ピットは大きさがまちまちで、深さも溝の北西側検出面から最

も深いものは77㎝、最も浅いものは24㎝を測り、一様ではなかった。Ａ-Ａ’断面で明らかなとおり、当初

野馬堀の溝と思われたのは、断面角型をした溝状の撹乱で、土手状の高まりはこの溝を掘り上げたことに

よるものと判明した。なお、この溝状の撹乱の南西端には、焼却に使われた形跡がある一斗缶が埋まって

いた。

　第4-2図は今回の溝と注１の向新田遺跡で検出されたピット付き溝を重ねたものである。今回の溝は向

新田遺跡111A溝へ続き、農道と重なった後、111B溝へと続き、さらに農道とほぼ平行しながら北へと延

びているものと考えられる。また、同様のピット付き溝107が南西に検出されている。これらのピット付

き溝は、周辺の諸例や農道とほぼ重なることから、近世の遺構と判断されよう。
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第３節　まとめ（第4-3図）
　向新田遺跡（２）では近世と思われるピット付き溝１条が検出された。同様の溝は周辺の遺跡からも検出

されており、泉北側第２遺跡１）では、畑地を害獣から守る「害獣除けの溝」としている。

　では、向新田遺跡においてピット付き溝はどのように理解できるであろうか。以下、検討してみたい。

第4-3図は向新田遺跡周辺の近世遺構を地形図上に落としたものである。まず、向新田遺跡の北東には印

西牧が存在する２）。向新田遺跡111A溝及び向新田遺跡（２）の溝は、印西牧方向から武西・安養寺の集落

へ通じる村道のちょうど分岐点に当たり、向新田遺跡111B溝の検出によって、さらにこの村道と重なり

合いながら印西牧方向に続いていると思われる。

　この村道は武西・安養寺の集落にとってはきわめて重要な道であったと考えられる。そもそも武西・安

養寺は印西牧の野付村の一つで、野付村は牧士のもとで毎日の野回り、野馬土手の修復、水飲み場の維持、

野馬捕りの勢子人足など、牧施設の維持や牧馬の安全のための課役を負っていたとされている３）。また、

印西牧を仕切る野馬土手との交点には武西木戸が設けられ、武西百庚申塚４）が木戸のすぐ外にこの村道

に沿って設置されていることもその重要性を裏付けている。

　以上のように見てくると、このピット付き溝は印西牧の外にあって、牧とは直接関連がないことが分か

る。村道は武西と安養寺方面に二股に分かれるが、向新田遺跡（２）の溝は分岐せずに武西木戸方面からの

一本道の延長上を直線的に谷頭に向かっている。武西と安養寺の村境に位置する溝とも考えられるが、同

種の向新田遺跡107溝はそうした性格が考えられない。また、同種の溝は、この村道が分岐して安養寺集

落方向へ約300ｍ進んだ地点でも検出されている５）。３号溝状遺構として約150ｍ分がほぼ村道直下で発掘

され、18世紀前半と思われる焙烙が出土した。このピット付き溝もその位置から村境に当たるとは思われ

ない。したがって、ピット付き溝は泉北側第２遺跡の報告のとおり、村道脇や畑境に設けられた「害獣除

けの溝」とするのが妥当と思われる。泉北側第２遺跡の溝は18世紀後半以降の出土遺物から、天保の改革

と関連づけられたが、向新田遺跡３号溝状遺構の18世紀前半の年代は享保の改革との関連が考えられよう。

それぞれのピット付き溝の年代が、幕府による農村振興や復興政策が行われた時期と符合している可能性

をここでも指摘しておきたい。

注１　（公財）千葉県教育振興財団　2013　『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅩⅨ』

　２　印西牧については、以下の文献で検討がなされている。

　　　（公財）千葉県教育振興財団　2013　『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅩⅧ』149頁～155頁

　　　　 　図中の野馬土手は陸軍迅速測図に土手の記載がある。その傍証として、武西木戸から南東に延びる野馬土手には、

これと平行する野馬堀状の溝があることが、武西近隣遺跡の調査において確認されている。ただし、報告書には

未掲載である。また、戸神木戸以東は鳴神山遺跡の報告において野馬堀と解釈したⅡM005溝につながるものと思

われる。

　　　 （財）千葉県文化財センター　1998　 『千葉北部新市街地造成整備事業関連埋蔵文化財調査報告書Ⅱ（鳴神山遺跡）』

　　　　 　なお、この野馬土手は寛文期に製作された小金牧大絵図でも同位置が外野と内野の境となっており、寛文・延

宝期の印西牧縮小以前から明治の廃牧に至るまで、長期にわたって境土手として機能していたと考えられる。

　３　天下井　恵　2003　「小金牧絵図から見る鎌ヶ谷市域の変遷」『鎌ヶ谷市史研究』第16号

　４　榎本正三　1985　「庚申信仰と北総の百庚申」『印西町の歴史』創刊号

　５　（財）印旛郡市文化財センター　2000　『千葉県印西市向新田遺跡-印西市道00-114号線埋蔵文化財調査委託-』
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第４章　向新田遺跡（２）

第4-1図　向新田遺跡（２）全体図・溝断面図
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第４章　向新田遺跡（２）

第4-2図　向新田遺跡・向新田遺跡（２）のピット付き溝
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第４章　向新田遺跡（２）

第4-3図　向新田遺跡（２）周辺の近世遺構
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第５章　船尾白幡遺跡Ⅱ－（２）

第５章　船尾白幡遺跡Ⅱ－（２）

第１節　遺跡の位置と調査の方法（第1-1・5-1・5-2図、図版1-1）
　船尾白幡遺跡Ⅱは、北総線「千葉ニュータウン中央駅」の南約1.5㎞に位置し、印旛沼西端に注ぎ込む

神崎川と、その支流戸神川によって形成された標高25ｍ～26ｍの舌状台地上に展開する遺跡である。台地

の西方は南北に長い谷部であり、戸神川が流れている。現在、印旛沼は治水事業によって流域面積が減少

しているが、以前は本遺跡から直線距離にして1.2㎞ほど南の位置まで達していた。

　本遺跡周辺は谷津田を中心とする自然環境が良く残っており、その地形や景観を活かした県立の総合公

園を建設することが計画された。公園施設等工事予定地以外の遺跡の保存を諮ることを前提とし、これま

で幾度か発掘調査が行われ、３冊の報告書が刊行されている１）。これらを見ると、主な遺構として弥生時

代後期と思われる竪穴住居跡14軒、古墳時代後期の竪穴住居跡11軒、奈良・平安時代の竪穴住居跡74軒、

掘立柱建物跡36棟が検出されている。

　本来一続きの遺跡であるが、ほぼ西半分に当たる範囲を調査・報告する際に「船尾白幡遺跡Ⅱ」と呼称

し、遺構番号も区別している。今回報告する調査範囲は「船尾白幡遺跡Ⅱ」の南半部であるため、「船尾

白幡遺跡Ⅱ-（２）」として報告する。遺構番号は「船尾白幡遺跡Ⅱ」で検出された遺構の続きと思われる

もの以外は新規に番号を付した。

　調査を始めるに当たり、調査対象区域を公共座標に合わせて、40ｍ×40ｍの大グリッドを設定した。グ

リッドを船尾白幡遺跡と共有するために、大グリッドは西から東へＹ、Ｚ、Ａ、………、北から南へ０、

１、２、３、………と記号を付けた。小グリッドは北西隅を起点に番号を付け、これらを組み合わせて

5Ｙ-18のように呼称することにした。

　上層調査は全域を確認調査対象範囲とし、遺構と遺物の分布状況を基に範囲を設定して本調査を実施し

た。下層については２ｍ×２ｍのグリッドを設定して、調査対象範囲の４％で確認調査を行った。その結

果、２か所で石器が出土し、周囲を拡張したが、新たな遺物出土はなかったため、確認調査で終了した。

注１　古内　茂ほか　1976　『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書Ⅴ』（財）千葉県文化財センター

　　　 糸川道行ほか　2004　 『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅥ-印西市船尾白幡遺跡-』（財）千葉県文化財

センター

　　　 香取正彦ほか　2005　 『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅦ-印西市船尾白幡遺跡Ⅱ-』（財）千葉県文化財

センター

第２節　遺構と遺物
１．弥生時代後期
ＳＩ104（第5-3図、図版5-1・5-4）

　調査区の西側中央5Ｙ-18グリッド周辺に位置する。遺構東側の一部のみの検出であるため、平面形・規

模は不明である。東西方向に長い隅丸長方形か。掘り込みは確認面から36㎝～45㎝と比較的深く、立ち上

がりが垂直に近い。床面はハードロームブロックを含む貼床で、中央付近に硬化面があると思われる。ピ
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第５章　船尾白幡遺跡Ⅱ－（２）

第5-1図　船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）周辺地形及び遺構分布図
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第５章　船尾白幡遺跡Ⅱ－（２）

第5-2図　遺構全体図

ットは３基検出された。深さはＰ１が55㎝、Ｐ２が30㎝、Ｐ３が67㎝、平面形はＰ１・Ｐ２が北東・東西

方向に長い楕円形を呈する。Ｐ２は出入り口ピットの可能性がある。また、東隅には径25.0㎝～30.0㎝、

深さ９㎝、10㎝の小ピットもみられる。炉・壁溝は調査した範囲では検出されなかった。

　遺物は覆土下層及び覆土上層に弥生土器甕片が点在していた。また、住居南東の床面直上からは古墳時

代前期の土師器甕の底部片も出土している。１～７は弥生土器甕である。１・２は折返し状の口縁部片で

ある。１は口唇部と外面に附加条縄文（LR＋Rか）が施される。色調はにぶい褐色、胎土に雲母を含む。

外面に煤が付着している。２は口縁の下端に刻み目をもつ。内外面とも無文で、口唇部に附加条縄文（RL

＋Ｌか）が施される。色調はにぶい褐色である。

　３～５は胴部片である。３の縄文は附加条縄文（RL＋Ｌ）か。にぶい褐色を呈し、胎土に雲母と大粒
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の白色粒子を多く含む。４は頸部に無文帯をもち、胴部に附加条縄文（RL＋２L）が施される。焼成堅緻

で黒褐色を呈し、胎土に雲母を含んでいる。５の外面も頸部は無文、胴部に附加条縄文（LR＋Ｒ・Ｒ）

を施す。内面の調整はナデで、頸部上端にミガキが見られる。色調はにぶい褐色を呈し、胎土に雲母を含

む。外面に煤が付着している。

　６・７は底部片である。６は底径6.5㎝、底部外面に敷物圧痕をもち、外面に附加条縄文（LR＋２Ｒ）

が施されている。色調はにぶい黄橙色、胎土に白色粒子・雲母を含む。７は底径7.6㎝、底部外面に木葉

痕が残り、胴部には縄文（LR）が施される。縄文は多条縄文もしくは附加条縄文の可能性があるが、遺

存部位が少なく、底部末端近くでやや縄文が乱れているため判断が難しい。胎土に白色粒子を含み、にぶ

い褐色を呈する。

　８は古墳時代前期の球胴形を呈する土師器甕もしくは壺の底部と思われる。住居南隅の床面から出土し

た。内面の調整はヘラナデ、外面は縦方向のヘラミガキで、胴部下端にヘラ先状工具の痕跡が明瞭に残る。

底部はヘラナデで仕上げられ、上げ底を呈する。色調は橙色、胎土に砂粒をやや多く含む。本住居跡の時

期を弥生時代後期としたが、遺構の一部のみの検出であること、床面から出土した遺物が少ないことから

時期が下る可能性がある。

ＳＩ107（第5-4・5-5図、図版5-1・5-4）

　調査区の西側5Ｙ-68グリッド周辺に位置する。北西隅が調査区外のため未検出である。平面形は隅丸長

第5-3図　ＳＩ104
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方形で、長軸方位Ｎ-45°-Ｗ、規模は長軸長6.40ｍ、短軸長4.55ｍを測る。掘り込みは確認面から25㎝～32㎝

で、床面はほぼ平坦である。ピットは10基検出された。深さはＰ１が78㎝、Ｐ２が33㎝、Ｐ３が26㎝、Ｐ４

が17㎝、Ｐ５が49㎝、Ｐ６が13㎝、Ｐ７が34㎝、Ｐ８が20㎝、Ｐ９が27㎝、Ｐ10が37㎝である。炉は検出

されなかった。

　遺物は床面中央より北東寄りに集中していた。１～４は弥生土器甕である。１は口縁部片と胴部片で、

接合しないものの同一個体と思われる。住居中央の覆土中層から出土した。頸部は無文で、折返し状の口

縁と胴部に附加条縄文（RL＋2L）が施される。口縁部内面にのみミガキがみられる。色調は橙色、胎土

に白色粒子・雲母・赤色スコリアを適当量含む。

　２は櫛描き文がみられる胴部片である。北壁際東端の覆土上層から出土した。櫛描き文は３本一組の工

具によるもので、遺存部上端に波状文が描かれ、無文帯を挟んだ胴部縄文帯の上部には横位の櫛描き文が

施されている。また、遺存部左上には縦方向の沈線が僅かに確認できることから、縦位の櫛描き文が一定

の間隔で施されていたものと推測される。胴部の縄文は附加条縄文（RL＋Ｌ）もしくは単節RL・１段３

条と思われるが、遺存部が少なく不明瞭である。外面の色調は明赤褐色、内面はにぶい橙色を呈する。外

面に煤が付着しており、器面には所々被熱による剥離もみられる。

　３は胴部片で、外面の縄文は附加条縄文（RL＋2L）か。にぶい橙色を呈し、外面には煤が付着している。

　４は住居北東の覆土上層から出土した木葉痕を持つ底部片で、底径8.0㎝を測る。外面胴部下端に僅か

に縄文がみられる。附加条縄文（RL＋Ｌ）か。色調はにぶい橙色、胎土に白色粒子を多く含む。

　遺物は土器だけではなく、住居中央より北側の覆土上層から多数の土師器片が出土している。５～７は

ロクロ成形の土師器杯である。５の底径は口径の1/2程で、体部が直線的に開く器形である。回転糸切り

の後、外面体部下端と底部外周に回転ヘラケズリを施す。色調はにぶい橙色、胎土にやや大粒の赤色スコ

リアと砂粒・雲母を含む。６は底部片で、底部回転糸切りの後外面体部下端と底部外周に手持ちヘラケズ

リを施す。色調は橙色、胎土に細砂粒を含む。７も６と同様の調整痕を持つ底部片である。底部外面に墨

書がみられる。遺存部が少なく不明瞭だが「帀」の可能性がある。

　８は胴部中位に最大径を持つ土師器甕で、胴部径は25.7㎝を測る。全体的に器壁が薄く、口縁部は外反

して端部を丸く収める。内面胴部中位にはっきりとした輪積み痕が残る。輪積み痕をナデ消すように木口

状の工具痕が多数みられる。胴部外面はヘラナデに近いヘラケズリで、砂粒の移動方向は分かるもののケ

ズリの単位は不明瞭である。胴部外面に黒斑がみられる。色調はにぶい黄褐色、胎土に砂粒・大粒の赤色

スコリアを含む。

　９は土師器鉢である。底部を欠損する。内湾しながら開く体部に、緩やかに外反する口縁部が付く。体

部内面の調整はヘラナデ、外面はヘラケズリ後ナデである。色調はにぶい黄褐色、胎土は精緻である。

　10は土師器甕の口縁部である。外面口縁部と胴部の境にヨコナデによる稜が形成されている。口縁部は

強く外反し、端部を丸く収める。色調はにぶい黄褐色、胎土に白色粒子・赤色スコリアを適当量含むが、

目立った混入物は認められない。

　11は外面に叩き目を有する須恵器甕の胴部片である。胎土に砂粒とやや大粒のスコリアを含み、軟質で

脆い。色調は灰白色である。

　12は底径が大きく長胴を有する土師器甕で、口縁部は素口縁となる。胴部外面は多方向のヘラケズリ後

ナデ、内面はヘラナデが施されている。色調はにぶい黄褐色、胎土に砂粒・赤色スコリアを適当量含む。
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第5-4図　ＳＩ107①
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　13は長胴の土師器甕で、口縁部を欠損する。胴部外面1/3周程の器面の荒れが著しい。色調はにぶい黄

褐色、胎土・焼成とも12と類似する。

２．古墳時代後期
ＳＩ101（第5-6・5-7図、図版5-1・5-4・5-5）

　調査区北東4Ａ-44グリッド周辺に位置する。平面形は方形を呈するものと思われるが、東側が調査区外

となるため、詳細は不明である。主軸はＮ-41°-Ｗ、規模は主軸長3.64ｍと推測される。掘り込みは確認

面から35㎝～45㎝とやや深く、立ち上がりが垂直に近い。床面は良く踏み固められている。主柱穴は検出

されず、中央の覆土下から深さ20㎝前後のピットが見つかったが、住居跡との関連は不明である。カマド

は北西壁中央に付設される。壁溝はカマド右袖脇と南西壁の一部にみられ、幅2.0㎝～3.3㎝、深さ３㎝～

４㎝である。覆土は暗褐色土主体で、住居覆土の上に褐色土が堆積していた。

　遺物はカマド周囲に集中しており、両袖脇に土師器坏と高坏が正位で置かれていた。１～３は土師器坏

である。須恵器模倣で１・２が坏蓋、３が坏身の模倣と考えられる。１はカマド左袖脇の覆土下層から出

土した。丸底で口縁部と体部の境にヘラケズリによる弱い稜を持ち、口縁部が内傾する。内面はヘラナデ

の後粗いミガキが施される。色調はにぶい褐色、胎土に白色粒子を多く含み砂質を帯びる。底部付近に長

さ4.9㎝×幅3.9㎝の楕円形に打ち欠いたような痕がみられる。打ち欠いた部分はほぼ接合するが、この部

分の破片のみ出土地点が異なり、13の北側からの出土である。意図的な打ち欠きの可能性がある。

　２はカマド右袖脇の覆土下層から出土した。扁平な丸底で、口縁部と体部の境にヘラケズリによる弱い

第5-5図　ＳＩ107②
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第5-6図　ＳＩ101①
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ＳＩ101カマド
 1 灰黄褐色土 山砂・焼土
 2 赤褐色土 焼土主体
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稜を持ち、口縁部がわずかに内傾する。口縁部ヨコナデの後内面はミガキ、外面はヘラケズリの後ナデが

施される。色調はにぶい褐色、胎土に白色粒子を多く含む。１とよく似た胎土である。全体の2/3程の範

囲にわたって黒斑がみられる。

　３は住居北隅床面直上からの出土である。丸底で受け部を有し、内傾する口縁部は僅かに外反しながら

口唇部へ至る。口縁部は内外面ともヨコナデ、内面体部から底部にかけて放射状のミガキ、外面はヘラケ

ズリ後ミガキが施されるが、外面のミガキは内面のミガキに比べて曖昧である。色調はにぶい褐色を呈す

る。胎土は細砂粒・赤色スコリアを含み精緻である。口唇部は摩滅している。

　４～７は土師器高坏である。いずれもカマド周辺に位置し、５のみ覆土上層、４・６・７は覆土下層か

ら出土している。４・５は坏部口縁部のみの遺存である。器形は６・７に似ているが６・７に比べ器壁が

厚く、口縁部と体部の境の段がはっきりしている。また、胎土・調整も異にしており４・５の内面は丁寧

に磨かれている。胎土は混入物が少なく精緻である。色調は４が黒褐色、５が橙色で、４は内外面共に黒

色処理が施されている。

　６はカマド右袖脇から正位で出土した。脚裾部を欠損している。器形・調整とも７とほぼ同様であるが、

７に比べ坏部口縁部は直線的に開く。また、坏部と体部の境はヘラケズリによって器面に凹凸が生じてい

る。色調は黒褐色で、炭素吸着による黒色処理が施されたものか、脚部内面も黒色を呈する。胎土は７と

同様である。

　７はカマド左袖脇の１よりも壁に近い位置から正位で出土した。完形品である。脚部はやや低く裾部で

大きく開く。坏部は浅い皿状で、口縁部と体部の境に段を持ち、口縁部が大きく開く。坏部内面はミガキ、

外面口縁部はヨコナデ、体部はヘラケズリの後ヘラナデによって平滑に整えられている。内面の色調は黒

褐色、外面はにぶい橙色を呈する。胎土に細砂粒・微量の白色針状物を含む。内外面に煤が付着している。

　８～12は土師器甕である。８はカマド燃焼部の床面から出土した。鉢に近い形状で頸部は窄まらず、口

縁部が緩やかに外反する。外面口縁部下位にヨコナデによって稜が形成されている。胴部のヘラケズリは

その稜まで及んでいない。内面胴部上位は木口状の工具で横方向に連続してなでている。胴部下半には幅

広の工具痕がみられる。胎土に細砂粒・赤色スコリアを含む。やや砂質を帯びるが精緻である。色調は橙

色を呈し、胴部下位から底部にかけて黒斑がみられる。

　９はカマド内覆土下層及び住居西側の覆土中層に点在していた。強く張った肩部に、直立する頸部と緩

やかに外反する口縁部を持つ。口唇部は外面に弱い稜を形成している。口縁部はヨコナデ、胴部はヘラナ

デで整えられるが、被熱による器面の剥離が目立つ。色調はにぶい橙色、胎土に砂粒・赤色スコリアを若

干含むが目立った混入物はみられない。

　10は丸く張った胴部に強く外反する口縁部が付く。口縁端部は丸く収められる。外面口縁部と胴部の境

に稜を有するが、器面の剥離が著しく判然としないため全周しない可能性もある。胴部の調整はヘラナデ、

口縁部はヨコナデの後内面に横方向のミガキが施される。色調はにぶい橙色、胎土は白色粒子・赤色スコ

リアを若干含み精緻である。

　11は住居西側の覆土中層から出土した。常陸型の甕で、倒卵形の胴部に強く外反する口縁部を持つ。口

縁端部は折返し状を呈する。外面胴部下半に縦方向のミガキが施される。底部外面に煤が付着しており、

器面が荒れているため調整は不明瞭である。色調は灰黄褐色、胎土に大粒の白色粒子・雲母を含む。

　12はカマド前の覆土下層から口縁部を東に向けた横倒しの状態で出土した。倒卵形の胴部に短く外反す
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る口縁部を持つ。最大径は胴部中位にあり、19.6㎝を測る。器形には歪みがあり、最大で１㎝程の器高差

がある。口縁部は内外面ともヨコナデ、胴部外面はヘラケズリ後ナデ、内面は横方向のヘラナデ後胴部下

半に斜方向のヘラナデで仕上げられる。底部外面はヘラケズリで、幅0.5㎝程の棒状圧痕が２条みられる。

胴部外面には被熱による器面の剥離がある。色調は灰黄褐色、胎土に雲母を含む。

　13は土師器甑である。カマド前方の覆土下層から、12と同じく口縁部を東に向けた状態で出土した。胴

部はあまり張らず直線的に開き、口縁部が緩やかに外反する。口縁部と胴部の境に稜を有する。器形に歪

みがあり、最大で1.5㎝程器高に差がある。内面は口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデの後縦方向のミガキ、

外面は口縁部ヨコナデの後胴部縦方向のヘラケズリで仕上げられる。色調は橙色、胎土に大粒の白色粒子

と赤色スコリアをやや多く含む。

　14は支脚である。住居西側の覆土中層から、先端部を西に向けた状態で出土した。基部を欠損する。円

柱形でスサを含み、繊維痕が顕著である。表面はナデで平滑に仕上げられ、良く焼けている。白い付着物

第5-7図　ＳＩ101②
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もみられる。色調は橙色である。

ＳＩ102（第5-8図、図版5-1・5-5）

　調査区の東4Ａ-94グリッド周辺に位置する。南側1/3程が調査区外のため未検出であるが、平面形は方

形を呈するものと思われる。主軸はＮ-74°-Ｗ、規模は主軸長4.00ｍ、幅4.16ｍを測る。確認面が東から西

へ傾斜しており、掘り込みは東側で45㎝、西側で79㎝の深さとなる。床面中央寄りにハードロームの地山

をそのまま利用した硬化面があり、非常に堅くしまっている。周囲はロームブロックを含む貼床である。

カマドは西壁中央に付設される。壁溝は幅32.0㎝～40.0㎝、深さ７㎝、南壁西寄りで途切れる。ピットは

主柱穴が４基と出入り口ピット１基が検出された。深さはＰ１が46㎝、Ｐ２が57㎝、Ｐ３が50㎝、Ｐ４が

62㎝、Ｐ５（出入り口ピット）が32㎝である。４本の主柱穴の覆土は明瞭な暗褐色土であるが、出入り口

ピットは焼土混じりの土で覆われていた。カマドのある西壁側を除き三方の壁面下部から床面にかけて、

焼土が検出された。南壁側においては焼土中・下から炭化材が出土しており、火災住居と思われる。住居

西側には２基の柱穴状ピットＳＨ102・ＳＨ103が重なっている。

　遺物は少なく、住居全体に点在していた。１は土師器坏で、東側周溝際の覆土下層から出土した。須恵

器坏蓋を模倣したものと思われ、口縁部と体部の境に稜を持ち、口縁部が外反する。体部から底部にかけ

ての調整は内面がヘラナデ、外面がヘラケズリ後ナデである。色調はにぶい褐色、胎土に砂粒をやや多く

含む。

　２はカマド右袖から出土した土師器鉢である。口縁部から体部にかけて1/4周程の遺存であり、底部を

欠損する。体部が内湾しながら開き、口縁部で外反する。体部外面は縦方向のヘラケズリが施されている。

色調は明赤褐色、胎土に白色粒子・砂粒を含む。

　３・４は土師器小型甕で、同一個体の可能性がある。３は覆土中から、４は住居西側の覆土中層から出

土した。３の口縁部は緩やかに外反し、端部が丸く収められる。内面の色調は黒褐色、外面はにぶい褐色

を呈する。４の外面胴部下端は部分的に横方向のヘラケズリが施され、面取りしたようになっているが、

主体は縦方向のヘラケズリである。底部外面はヘラケズリで、器面に凹凸が残る。被熱により底部内面が

荒れている。色調はにぶい赤褐色、胎土に砂粒を適当量含む。

　５は土師器甕の口縁部片で、住居中央付近の覆土中層から出土した。口縁部に施された強いヨコナデに

よって胴部との境に稜が形成されている。口縁端部は玉縁状を呈する。胴部はヘラケズリ後ヘラナデで、

所々輪積み痕が残っている。色調はにぶい黄橙色、胎土に砂粒をやや多く含む。口縁部外面に黒斑がみら

れる。

　６は須恵器甕の胴部片で、カマド前の覆土上層から出土した。外面に叩き目は見られず、自然釉が付着

している。内面は頸部直下に指頭痕が、胴部には当て具痕と思われるごく僅かな凹みがみられる。色調は

灰色、胎土に大粒の白色粒子とスコリアを含む。

ＳＩ106（第5-9図、図版5-2・5-5）

　調査区の南６Ｙ-38グリッド周辺に位置する。南西側1/2程が調査区外となり、北壁をＳＫ105に切られ

ているため平面形・主軸方位及び規模は不明である。検出された範囲の掘り込みの深さは33㎝～38㎝であ

る。床面中央に硬化面を有する。カマドは住居解体時に意図的に壊されており、東壁中央に袖部基部を若

干残すのみであった。ピットは北壁際中央から１基検出し、径28.0㎝×23.0㎝、深さ29㎝を測る。壁溝は

調査した範囲からは検出されなかった。
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第5-8図　ＳＩ102
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ＳＩ102
 1 暗褐色土
 2 褐色土
 3 暗褐色土
 4 黒褐色土 ローム粒多
   炭化物粒・焼土
 5 褐色土 ローム粒少　山砂
 6 暗褐色土 焼土粒少

ＳＩ102カマド
 1 黄灰色砂質土
 1’ 黄灰色砂質土 暗灰色褐色土混在
 2 褐色土 山砂混在
 3 黄灰色砂質土 山砂
 4 赤褐色土 焼土粒・塊多

 7 暗褐色土
 8 黒褐色土 ローム粒やや多
 9 暗褐色土 ローム塊・炭化材
10　暗黄褐色土 ローム粒・焼土
11　暗褐色土 焼土多
12　暗褐色土

 5 灰褐色土 炭化物粒
 6 黄灰白砂質土 炭化物多
 7 暗灰褐色土 黄灰白山砂
 8 黄褐色土
 9 褐色土 山砂・焼土
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　遺物はごく少量だが、カマド左袖脇床面直上から完形の土師器坏１点と須恵器甕の胴部片が出土してい

る。１は丸底で浅い皿状を呈する。口唇部を僅かに欠損する。口縁部は内外面ともヨコナデ、体部から底

部にかけての調整は内面がヘラナデ、外面がヘラケズリである。色調はにぶい橙色、胎土はやや砂質を帯

び、白色粒子・砂粒を含む。底部外面に墨書がみられるが、不鮮明で文字の判読は難しい。

　２は外面に叩き目を持つ須恵器甕の胴部片である。外面には気泡による膨らみがあり、所々自然釉が付

着している。内面遺存部上位にハケ状の工具痕、中位から下位にかけて同心円状の当て具痕がみられる。

器表面の色調は内外面とも青灰色、断面はセピア色を呈する。白色粒子を含んだ精緻な胎土で、焼成は堅

緻である。

ＳＩ108（第5-10図、図版5-2・5-5）

　調査区の西側中央5Ｚ-00グリッド周辺に位置する。西側の一部のみの検出であるため、平面形・規模は

不明である。主軸方位はＮ-71°-Ｗである。掘り込みは確認面から45㎝～48㎝と深い。カマドは西壁中央

よりやや北寄りに付設される。壁溝は西壁南側と南壁西端のごく一部にみられ、幅22.0㎝～32.0㎝、深さ

８㎝で、西壁は２㎝と浅い。カマド周辺と南西隅に硬化面がみられる。

　遺物はカマド周辺の覆土中層に点在する。１～４は土師器坏である。須恵器模倣で１が坏身、２～４が

坏蓋の模倣と考えられる。１～３はカマド左脇から出土した。１は弱いながらも受け部が形成され、口縁

部が内傾する。体部外面はヘラケズリ後光沢を伴ったナデ、内面はヨコナデが口縁部から体部下端まで施

第5-9図　ＳＩ106
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ＳＩ106
 1 暗褐色土 灰褐色粘土質土塊
 2 黒褐色土
 3 褐色土
 4 黒褐色土

ＳＩ106カマド
 1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・砂質粘土粒
 2 黒褐色土 焼土粒・灰白色灰粒
 3 砂質粘土 ローム塊
 4 褐色土
 5 明褐色土 ローム塊
 6 明褐色土 ローム塊
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される。内外面とも体部に煤が環状に付着しており、一部は口縁部に掛かっている。口縁部は被熱により

赤化、内面は所々斑に褐色化している。色調は橙色、胎土に細砂粒・雲母微粒子を含む。内面にはミガキ

に近いごく浅い線で「×」がヘラ書きされている。

　２は口縁部と体部の境に稜を有し、口縁部が直立する。外面体部から底部にかけての調整はヘラケズリ

後ナデで、体部上半はやや光沢を伴う。内面体部下位から底部にかけて環状に煤が付着している。口縁部

第5-10図　ＳＩ108

0 20cm（1/4） 0 5cm（1/2）

0 4m（1/80）

7

6

1

2 3 4

8

9

5

A

A

A

A′

B B

B′ B′

⑥

⑥
②①

③

⑤

⑧

⑨⑦

①②

⑤
③⑧

⑨
⑦

24.80m

24.80m

24.80m

A′

A′

1
2 7

3
6

5
8

13 12 11 10

4

3

9

5Z-00 ＳＩ108
 1 暗褐色土
 2 黒褐色土 ローム粒多
 3 黒褐色土 焼土粒・炭化物粒・ローム粒少
 4 暗黄褐色土 ローム粒多
 5 暗灰黄褐色砂質土 焼土粒・炭化物粒
 6 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒少
 7 暗褐色土
 8 赤褐色土 焼土塊多　山砂
 9 暗褐色土 焼土多
10 赤褐色土 焼土主体
11 暗灰褐色土 山砂流出土
12 暗黄褐色土
13 灰黄白色砂質土 山砂主体
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から体部にかけて、被熱により赤化している。内面の色調は明赤褐色、外面は橙色、胎土に砂粒・雲母微

粒子を含む。

　３はやや扁平な丸底で、口縁部と体部の境は曖昧である。口唇部に僅かに欠損がみられるものの、ほぼ

完形である。外面は口縁部から底部まで、光沢を伴ったナデによって平滑に仕上げられている。内面のヨ

コナデは体部下端まで及ぶ。内外面とも口唇部に煤が付着している箇所がある。色調はにぶい黄褐色を基

調とするが、斑に褐色化している。胎土は細砂粒と雲母微粒子を含み精緻である。

　４は口縁部と体部の境に弱い稜を有し、口縁部が直立ないし僅かに外反する。口縁部のヨコナデは木口

の荒れたヘラ状の工具によるものか、ハケ状の痕跡がみられる。体部外面はヘラケズリの後光沢を伴った

ナデで、底部は使用によるためか摩滅している。口縁部から体部にかけて内外面に煤が付着している。内

面と体部外面の一部が斑に褐色化している。色調はにぶい橙色、胎土は精緻である。

　５は常陸型の土師器甕である。西壁際の覆土中層から、口縁部を南に向けた横倒しの状態で出土した。

倒卵形で胴部最大径は27.3㎝を測る。口唇部は僅かにつまみ上げられる。外面胴部下半及び底部は丁寧に

磨かれる。色調はにぶい黄褐色、胎土に白色粒子・雲母を含むが、常陸型甕にしては比較的混入物は少ない。

　６はカマド内から出土した土師器鉢である。体部が直線的に開き、口縁部が内傾する。全体的に調整痕

ははっきりせず、外面体部下位に僅かにヘラケズリが認められる。色調は明赤褐色、胎土に白色粒子を多

く含む。被熱のためかザラついた胎土である。

　７は南壁近くの覆土中層から出土した手づくね土器である。体部が直線的に開く形で、底部はヘラケズ

リにより凸凹している。色調は黒褐色、胎土に砂粒・微量の白色針状物を含む。既報告分のＳＩⅡ042か

ら類似の手づくね土器が出土している。

　８・９は土製の玉である。いずれも黒褐色を呈し、表面は丁寧に磨かれている。８は棗玉を模したもの

か、縦長で中央が突出している。下端が僅かに欠けている。９は丸玉で、直径11.5㎜×10.0㎜といびつで

ある。

３．奈良・平安時代
（１）竪穴住居跡
ＳＩ103（第5-11・5-12図、第5-1表、図版5-2・5-6）

　調査区北西4Ｙ-49グリッド周辺に位置する。住居東側の一部のみの検出であるため、主軸方位は不明で

ある。平面形は方形か。検出部分の幅は4.25mである。掘り込みは確認面から53㎝と深い。東壁際まで硬

化面が続いている。ピット・壁溝・カマドは調査範囲からは検出されなかった。東壁中央北寄りにＳＫ

109が所在するが、土層の堆積状況からＳＩ103の方が新しいと思われる。

　遺物は覆土中層から上層に点在しており、南東隅の覆土上層にやや集中する。１～７はロクロ成形の土

師器坏である。底径が口径の1/2以下で、内湾しながら立ち上がった体部に緩やかに外反する口縁部が付

く器形が主体である。１・２は底部回転糸切り後無調整で、外面体部下端に手持ちヘラケズリが施される。

１の口縁部はごく一部が残存している。全体的に割れ口が摩滅しているが、著しく摩滅している箇所もあ

り、内側から外側へ「Ｕ」字状に大きく打ち欠いた可能性がある。色調は他の坏に比べて淡色で、にぶい

黄橙色を呈する。胎土に砂粒と大粒の赤色スコリアを含むものの混入物は少なく精緻である。２の色調は

明赤褐色、胎土に多量の白色粒子・大粒の赤色スコリア・雲母微粒子を含む。
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第5-11図　ＳＩ103①
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ＳＩ103
 1 褐色土
 2 暗褐色土
 3 暗褐色土 ローム粒・炭化物粒少
 4 暗褐色土 ハードローム塊
 5 暗褐色土 焼土粒少
 6 灰黄褐色砂質土 山砂主体
 7 暗褐色土 山砂

 8 暗褐色土
 9 暗褐色土  黄白色山砂塊　ハードローム塊　

焼土粒・炭化物粒少
10　褐色土 ローム塊
11　暗褐色土
12　暗褐色土 ローム粒・ローム塊少
13　暗灰褐色土
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第5-12図　ＳＩ103②

　３は遺存部位が少ないため口縁部～体部と底部の異なる部位を図上で復元した。底部回転糸切り後無調

整で、外面体部下端に手持ちヘラケズリが施される。口縁部内面に煤が付着している。また、内面は器面

の剥離が目立ち、色調も黒く変色している。色調はにぶい黄橙色、胎土に砂粒を含む。

　４は南東隅の覆土中層から出土した。底部糸切り後外周部と体部下端に回転ヘラケズリを施す。比較的

薄手で、体部外面にはやや強いロクロ目が残る。色調は明赤褐色、胎土にやや大きめの白色粒子・赤色ス

コリア・小礫・雲母・微量の白色針状物を含む。

　５は体部外面に正位の墨書「瓦」が記されるが、墨痕が薄くはっきりしない。口縁部から体部は欠損部

分を含めて７片以上に割れている。墨書のある部位は他の破片に比べて大きめで、文字が中心になるよう

に割れている。体部下端から底部にかけての調整は手持ちヘラケズリで、割れもみられない。意図的に打

ち欠いた可能性が考えられる。胎土に多量の細砂粒・大粒の赤色スコリア・雲母・微量の白色針状物を含

む。色調は明赤褐色を呈する。

　６は底部内面に「×」の線刻がみられる。底部回転糸切り後外周部に手持ちヘラケズリが施されるが、

調整が雑で、器面に凹凸が残る。口縁部は外反し、端部で肥厚する。色調は橙色、砂粒・白色粒子を多く

含む砂質を帯びた胎土で、白色針状物と雲母も混入している。

　７は口縁部片で、外面に墨書がみられるが、遺存部位が少なく文字の判読はできない。色調はにぶい黄

橙色である。

　８は内面にミガキが施された土師器高台付坏である。口縁部を欠損している。底部回転糸切りの後やや

高さのある高台を貼り付けている。色調は橙色、胎土は精緻で砂粒・赤色スコリア・雲母を適当量含む。

　９～11は土師器甕である。９は口縁部で、強く外反し端部をつまみ上げるように仕上げている。色調は

橙色、胎土に多量の白色粒子と雲母を含む。

　10は南西隅の覆土上層から出土した。最大径を胴部上位に有し、22.0㎝を測る。口縁部は肥厚しながら

強く外反し、端部でつまみ上げるように仕上げられる。胴外面の調整は縦方向のヘラケズリ、内面はヘラ

ナデ、頸部内面に木口の荒れた工具によるナデの痕跡がみられる。色調はにぶい橙色、胎土に細砂粒を含

む。白色針状物の混入量が、他の土器と比べてやや多めである。

　11は胴部片である。遺存部が少ないため、径・傾きとも正確さを欠く。胴部の張りは弱く、頸部で直立

する。胴部外面は縦方向のヘラケズリ、内面はヘラナデで、内外面共に所々輪積み痕が残っている。色調

は橙色、胎土に多量の白色粒子・赤色スコリア・雲母を含む。

　12は須恵器長頸壺の頸部である。褐色を呈し、外面と内面頸部下端に釉の付着がみられる。

0 20cm（1/4）

20
19
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第5-13図　ＳＩ105①
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ＳＩ105 新カマド
 1 灰赤褐色土 焼土粒・砂質粘土粒多
 2 赤褐色土 焼土塊主体
 3 褐色土
 4 褐色土 焼土粒・砂質粘土粒
 5 灰白色粘土
 6 砂質粘土 ローム塊
 7 褐色土 ローム塊

ＳＩ105 旧カマド
 1 暗褐色土 焼土粒・灰白色粘土粒
 2 暗褐色土 焼土塊・炭化粒
 3 褐色土
 4 褐色土 砂質粘土・焼土粒
 5 砂質粘土層 焼土化
 6 明褐色土 ローム粒・炭化粒

ＳＩ105
 1 暗褐色土
 2 暗褐色土 焼土粒多
 3 黒褐色土 ローム粒多



－77－

第５章　船尾白幡遺跡Ⅱ－（２）

　13～15は外面に叩き目を有する須恵器甕の胴部片である。13は胴部が丸く張り、頸部が強く外反する器

形である。色調は黄灰色、胎土に大粒の赤色スコリア・白色粒子を含む。14の色調は器表面が灰褐色、中

心部が灰色を呈する。15は外面叩きの後沈線状のナデが２条横方向に施されている。胎土に雲母・白色粒

子を含み、灰褐色を呈する。

　16～18は須恵器甕の底部である。16・17は胴部外面に叩き目がみられる。16の色調は表面が黒色、断面

が赤褐色を呈する。17は焼成堅緻で、胎土に径４㎜以下の赤色スコリア・白色粒子を含む。色調は灰褐色

である。18は常陸産と思われ、胎土に大粒の白色粒子・赤色スコリア・雲母を含む。色調はにぶい黄橙色

で、外面のごく表面のみ褐灰色を呈する。内面遺存部上端に付着物がみられる。

　19・20は須恵器五孔の甑の底部である。19は胴部外面を叩きしめた後胴部下位にヘラケズリを施してい

る。内面に明瞭な当て具痕はみられない。色調はにぶい褐色、胎土に白色粒子を多く含む。20は底部回転

糸切りの後孔を開けている。胴部内面には緩やかなロクロ目がみられる。色調は橙色、胎土に多量の白色

粒子・ごく微量の雲母・白色針状物を含む。

ＳＩ105（第5-13～5-15図、第5-1表、図版5-2・5-6・5-7）

　調査区西4Ｙ-79グリッド周辺に位置する。東側1/3程が調査区外となる。本住居跡の南東に位置するＳ

ＢⅡ074を切っており、Ｐ９がＳＩ105の床面下から検出されている。平面形は方形、主軸方位はＮ-7°-Ｅ、

規模は主軸長3.70ｍ、副軸長は不明である。掘り込みは確認面から32㎝～36㎝の深さである。カマドは２

基検出され、西壁中央から北壁中央に掛け替えられている。旧カマドの方位はＮ-84°-Ｗを指す。ピット

は新カマドに向かい合う南壁際中央から１基検出され、南北長42.0㎝×東西長30.0㎝、深さ12㎝を測る。

壁溝は調査した範囲からは検出されなかった。

　遺物は新カマドから直立する支脚が正位で出土しているほか、住居全体から多数出土した。１～９、12

～15はロクロ成形の土師器坏である。１～３、12、13は旧カマドから、４は中央北西寄りの床面から、14

は南壁付近の床面からの出土である。他はおおむね覆土中層から上層にかけて住居全体に点在する。底径

が口径の1/2前後で、口縁部が外反する器形が多い。

　１は底部回転糸切り後無調整、体部下端に手持ちヘラケズリが施される。色調は明赤褐色、胎土に雲母

微粒子・赤色スコリア・微量の白色針状物を含む。

　２は比較的薄手で、口径に比して底径がやや大きめである。被熱により器面が荒れており、付着物もみ

られる。色調はにぶい橙色を呈する。

　３は体部が内湾しながら開く坏である。底部回転糸切り後無調整、体部下端に手持ちヘラケズリを施し

ている。色調は橙色を呈する。

　４は底部回転糸切り後無調整、外面体部下端の調整は遺存部位が少なく不明である。色調は橙色、胎土

に雲母微粒子・白色針状物を含む。

　５は口径に比して器高が低い。底部が厚く重量感がある。外面底部及び体部下端の調整は回転ヘラケズ

リである。色調は橙色、胎土にやや大粒の赤色スコリア・雲母微粒子・少量の白色針状物を含む。口縁部

はＶ字状に欠けており、意図的に打ち欠いた可能性がある。口縁内面に煤の付着がみられるが、打ち欠き

部分に煤は付着していない。

　６は体部外面に正位の墨書がみられる。墨痕が薄く判然としないが、「仁」と記されている。外面体部

下端から底部にかけての調整は回転ヘラケズリである。色調は明赤褐色、胎土に雲母微粒子・やや大粒の
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第5-14図　ＳＩ105②
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赤色スコリアを含む。

　７は口縁部を欠損する。体部外面にごく僅かであるが墨書がみられる。体部の割れ口が摩滅しているた

め、意図的に打ち欠いている可能性がある。底部回転糸切りの後外周部及び体部下端に手持ちヘラケズリ

を施す。底部は糸切りによって上げ底状を呈し、窪んでいるところを中心に黒ずんでいる。墨痕の可能性

がある。色調はにぶい黄橙色、胎土に砂粒を含む。

　８はにぶい褐色を呈し、胎土に雲母粒子・赤色スコリアを含む。遺存部位が少ないため、外面体部下端

と底部のヘラケズリは回転ヘラケズリか手持ちヘラケズリか、判然としない。底部に墨書がみられるが、

ごく一部であり、文字の判読はできない。

　９は底部のみの遺存である。底部回転糸切りの後外周部及び体部下端に回転ヘラケズリを施す。色調は

明赤褐色、胎土に白色微粒子を多く含む。

　10は土師器高台付坏の高台部である。旧カマドの覆土中層から出土した。内面の調整はミガキ、底部は

回転ヘラケズリの後高台を貼り付けている。色調は橙色、胎土に白色粒子・赤色スコリアを含む。被熱に

より器面が摩滅しており、割れ口には白い付着物がみられる。

　11は土師器皿の口縁部である。ロクロ成形で、内面にミガキが施されている。色調は明赤褐色、胎土に

雲母粒子・赤色スコリア・微量の白色針状物を含む。

　12～15は内面にミガキが施される。外面底部及び体部下端の調整は15のみ手持ちヘラケズリ、他は回転

ヘラケズリである。大型の12のみ内面黒色処理が施される。13の外面には所々山砂等の付着物がみられる。

色調は14のみ明赤褐色、他は橙色である。

　16～23は土師器甕である。16・20・21は新カマドの覆土中層から出土した。16は小型甕である。最大径

は口縁部にあり、かつ器高より口径がやや大きくなる。胴部外面は縦方向のヘラケズリの後下端に横方向

のヘラケズリを施しており、工具痕が顕著である。内面はナデで、胴部下位から底面にかけてロクロ目の

ような痕跡が認められる。胴部上位には輪積み痕が残る。内面の色調はにぶい黄橙色、外面は黄灰色を呈

する。胎土に白色粒子を多量に含み、ザラついている。

　17は丸く張った胴部に短い口縁部が付く甕である。胴部は内外面ともヘラナデで平滑に整えられる。外

面胴部下位に横方向のヘラケズリ痕がみられる。色調は橙色、胎土に白色粒子を多く含む。

　18はいわゆる武蔵型の甕と思われる。全体的に薄手で、口縁端部は丸く収められる。被熱により器面が

摩滅しており、調整は不明瞭である。内面の色調は灰黄褐色、外面は橙色を呈し、混入物は少ない。

　19は口縁部のみの遺存である。胎土に大粒の白色粒子・雲母粒子を含み、常陸型の甕と思われる。口縁

端部は上方に僅かにつまみ上げられる。色調はにぶい黄橙色を呈する。

　20は口径と胴部最大径がほぼ一致する。口縁部は肥厚しながら外反し、端部を斜め上方につまみ上げて

いる。色調は橙色、胎土に細砂粒・雲母・赤色スコリアを含む。

　21は直接接合しない２片を図上復元したため、器形や計測値は正確さを欠く。胴部上位に最大径を有し、

直径21.6㎝と推測される。口縁部は短く外反し、端部は丸く収められる。胴部外面の調整は肩部を境に上

は横及び斜方向、下は縦方向のヘラケズリである。色調は橙色、胎土にやや大粒の白色粒子を多く含む。

　22は旧カマドの覆土中層から出土した底部である。胴部外面は横方向のヘラケズリの後僅かに縦方向の

ミガキがみられる。また、外面には山砂及び白色物質が付着している。内面はナデで、底部と胴部の境を

横方向に強くなでている。色調は明赤褐色、胎土にやや大粒の白色粒子・雲母を含む。
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　23は胴下半部である。内面胴部下位は輪積み痕とヘラナデの工具痕が顕著である。底部外面に焼成前に

施されたヘラ書き状のものがみられる。色調はにぶい橙色、胎土に白色粒子・雲母・白色針状物を含む。

　24～29は須恵器甕である。24～26は口縁部、27は胴部、29は胴下半部である。24の口縁部は短く外反し、

端部が折返し状を呈する。胴部外面には叩き目がみられる。色調はにぶい黄橙色、胎土に砂粒・赤色スコ

リアを含む。焼成堅緻である。

　25は口縁部に最大径を持つタイプで、口縁端部は上方につまみ上げられる。胴部外面に叩きが施される。

色調はにぶい黄橙色、胎土に細砂粒を含む。焼成は堅緻である。

　26は口縁部が「ハ」の字状に大きく開く形状で、口縁端部は折返し状を呈する。胴部外面は叩き、内面

はナデで、口縁部はロクロナデが施される。色調はにぶい赤褐色を呈する。白色粒子を多く含む砂質を帯

びた胎土で、やや大粒の赤色スコリアも混入している。

　27は胴部が丸く張った胴部に「ハ」の字状に開く口縁部がつく。新カマドと旧カマドから出土した破片

が接合した。胴部外面は叩き後胴部下半にヘラケズリが施される。胴部内面はヘラナデで、最大径付近に

顕著な当て具痕がみられる。色調は明赤褐色、胎土に赤色スコリア・砂粒・白色針状物を含む。

　28は底部である。外面は無調整で、敷物痕がみられる。色調は褐灰色、胎土にスコリアをやや多く含む。

　29は旧カマド覆土中層から出土した。外面に叩き目を有し、胴部下位にはヘラケズリが施される。内面

はヘラナデで、明瞭な当て具痕はみられないが、器面に凹凸が残る。色調は橙色、胎土に大粒の赤色スコ

リア・砂粒を含む。

　30は須恵器甑である。住居中央東寄りの覆土下層から出土した。胴部外面の調整は平行叩き後胴部下位

にヘラケズリ、内面は横方向に連続するナデで、ロクロを使用している可能性がある。底部は遺存部が少

なく不明瞭だが、五孔とは異なる形状を呈する。色調は橙色、胎土に白色粒子・砂粒・大粒の赤色スコリ

アを含む。

　31は新カマドから正位で出土した支脚である。柱状で先端部を欠損する。裏面の器表面は生きているよ

うであり、断面は扁平な楕円形を呈する。基部周辺は火を受けており、スサを含んで全体的に脆い。色調

はにぶい橙色である。

　32は棒状の鉄製品である。断面方形を呈し、釘と思われる。新カマド左脇、北壁際の覆土上層から出土

した。上下両端を欠損し、下端は屈曲している。

第5-15図　ＳＩ105③
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第5-16図　ＳＢⅡ052

　他に西側調査区の中央5Ｚ-40グリッド周辺にＳＩ109として西壁のごく一部が検出したが、ピットと土

坑の可能性がある。東側は既報告分の調査区に掛かるが、詳細不明であり、遺物も出土しなかったことか

ら遺構としては取り上げなかった。

（２）掘立柱建物跡
ＳＢⅡ052（第5-16図、図版5-3）

　調査区の北側4Ａ-00グリッド周辺に位置する。北側は既に調査・報告済みであり、南側は調査区外とな

る。既報告書では西辺を桁行、北辺を梁行と想定していたが、今回の調査でそれが確定した。周囲の建物

の状況を考慮すると更に南に延びる可能性があり、桁行３間以上×梁行２間の側柱構造の建物となる。主

軸方位はＮ-21°-Ｗ、桁行は総長3.70ｍ以上、梁行は総長4.60ｍ、柱間寸法1.40ｍ～2.50ｍである。柱穴の

掘り方は円形で、直径89.0㎝～93.0㎝、深さは29㎝～33㎝である。柱痕跡はみられず、埋土は暗褐色土主

体である。

　また、既報告書では建物内にも柱穴があり、別の掘立柱建物の存在を示唆しているが、今回検出された

柱穴と共に北隅の柱穴を共有する建物が想定できそうである。主軸方位をＮ-32°-Ｅにとる桁行２間以上

×梁行２間の側柱構造で、桁行は総長2.38ｍ以上、梁行総長4.42ｍ、柱間寸法2.33ｍである。北側ピット

の柱掘り方は直径85.0㎝の円形で、深さは44㎝である。南側ピットは他のピットと重なっているため形状

がはっきりしないが、深さは31㎝である。

　遺物の出土はなく、図示したものもない。

ＳＢⅡ074（第5-17図、図版5-3）

　調査区の西側4Ｚ-80グリッド周辺に位置する。南西側でＳＢ103と重複する。東側は既に調査・報告済

みであり、桁行３間×梁行２間の側柱構造の建物であることが確定した。北辺中央の柱穴のみ調査区外の

ため未検出である。主軸方位はＮ-20°-Ｅ、桁行は総長6.12ｍ、梁行総長4.78ｍ、柱間寸法1.90ｍ～2.33ｍ

である。柱の掘り方は南側の柱穴Ｐ３・Ｐ４・Ｐ５が方形、他は円形を呈する。今回検出された柱穴の規

模は、直径97.0㎝～100.0㎝、深さ57㎝～77㎝で、東側の柱穴よりやや小規模である。前回調査時に検出さ
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第5-17図　ＳＢⅡ074

れた南辺中央のＰ５と切り合うピットは、ＳＢ103を構成する柱穴であることが分かったが、新旧関係は

不明である。ＳＩ105と重複するＰ８・Ｐ９を除くすべての柱穴に柱痕跡がみられた。柱痕跡の土層はロ

ーム粒を多く含む褐色土である。柱痕跡周囲の埋土は褐色土・黒褐色土・暗褐色土で、ローム塊の含有が

多く、しまりが強い。

　遺物の出土は少なく、僅かに須恵器壺の胴部片、土師器甕の胴部片を出土したのみである。北西隅の柱

穴Ｐ８・Ｐ９が９世紀前半の竪穴住居跡ＳＩ105の貼床下から検出されたことから、９世紀初めにはその

機能を終えていたものと推測される。

ＳＢ101（第5-18図、図版5-2）

　調査区の東側5Ａ-03グリッド周辺に位置する。南東側が調査区外であり、調査したのは建物の北西側部

分である。北辺・西辺のどちらが桁行か不明なため、西辺を桁行、北辺を梁行としたが、逆もあり得る。

いずれにしてもこれまで検出された掘立柱建物と方位が異なっている。桁行２間以上×梁行２間以上の側
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柱構造で、主軸方位はＮ-22°-Ｗと推測される。現存部分の桁行は総長5.20ｍ以上、梁行は総長4.90ｍ、柱

間寸法1.80ｍ～3.10ｍである。柱掘り方は直径92.0㎝～121.0㎝の円形もしくは楕円形を呈する。深さは北

辺中央及び西辺の柱穴が20㎝～24㎝と浅いのに対し、北西隅の柱穴Ｐ１は49㎝、Ｐ３は30㎝とやや深くな

る。覆土は暗褐色土・黄褐色土が主体で、柱痕跡は確認されなかった。

　遺物の出土はない。

ＳＢ102（第5-19図、図版5-2）

　調査区の南6Ｚ-67グリッド周辺に位置し、掘立柱建物群が集中する区画から南へ30ｍ程離れている。南

側が調査区外となる。桁行３間以上×梁行２間の側柱構造の建物で、主軸方位はＮ-34°-Ｅを指す。桁行

は総長6.60ｍ、梁行は総長4.50ｍ、柱間寸法2.10ｍ～2.25ｍである。柱掘り方はＰ４・Ｐ５・Ｐ６が方形、他

は円形を呈する。柱穴規模は本遺跡中最大級のものを含む。長さ及び直径は105.0㎝～132.0㎝、深さは48㎝

～61㎝でＰ３が最も深い。柱痕跡はＰ１・Ｐ２は確認面で、Ｐ４・Ｐ７は土層断面で確認された。Ｐ６で

は柱痕跡は確認できなかったが、木根が入り込んでいる位置に柱痕跡があると推測される。柱痕跡の土層

は暗褐色土である。柱痕跡周囲の埋土は黒褐色土・褐色土・暗褐色土を主体とし、しまりが良い。ローム

塊等の混入も多く、比較的丁寧に構築されていた。Ｐ５・Ｐ６・Ｐ７の脇にあるピットは本遺構には伴わ

ないピットである。

第5-18図　ＳＢ101
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第5-19図　ＳＢ102

　遺物はピット内から少量出土した。叩き目を持つ須恵器甕の胴部片、ロクロ成形の土師器坏口縁部片、

雲母・長石を含む土師器甕の胴部片がみられるが、いずれも小片で図化したものはない。

ＳＢ103（第5-20図、第5-1表、図版5-3）

　調査区の西側4Ｙ-89グリッド周辺に位置する。桁行４間×梁行２間の側柱構造の建物で、北東と南西の

一部が調査区外となる。北辺中央の柱穴がＳＫ103に切られている。また、東辺中央でＳＢⅡ074と重複す

るが、新旧関係は不明である。主軸方位はＮ-20°-Ｅ、桁行は総長7.15ｍ、梁行は4.70ｍ、柱間寸法1.50ｍ

～2.42ｍである。柱掘り方は円形、規模は直径90.0㎝～114.0㎝、深さ39㎝～69㎝で北隅のＰ１が最も深い。

柱痕跡は検出された全ての柱穴で確認された。柱痕跡の土層はローム粒を含む褐色土、柱痕跡周囲の埋土

は明褐色土・暗褐色土・黒褐色土・褐色土でローム塊を含み、しまりが強い。

　遺物の出土は少なく、ロクロ成形の土師器坏の口縁部片２点を図化した。１は体部が内湾しながら立ち

上がった後直線的に開く器形である。灰黄褐色を呈し、胎土に白色粒子・雲母・赤色スコリアを含む。外

面には被熱による器面の剥離がみられる。２は口縁部が緩やかに外反する器形で、外面に僅かに墨痕がみ

られるが、遺存部位が少ないため文字の判読はできない。色調はにぶい黄橙色、胎土に細砂粒・赤色スコ

リアを含む。
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第5-20図　ＳＢ103

４．土坑・ピット・ピット群
　既報告書の記述に従い、掘立柱建物の柱穴となる可能性があるが、組み合う柱穴が見当たらないものに

ついて、ピット・ピット群として記述する。単独で検出されたもので明らかに掘立柱建物ではないものを

土坑としたが、厳密な区分ではない。

ＳＫ101（第5-21図、図版5-3）

　調査区の南6Ｚ-39・49グリッドに位置する。平面形は南西・北東方向にやや長い不整な方形で、規模は

長軸1.93ｍ、短軸1.82m、深さ42㎝である。床面は南西から北東に向かって僅かに下がっている。覆土は

黄褐色土・暗褐色土・褐色土で、覆土中層から上層にかけて炭化物を少量含む。遺物の出土は少なく、図

化したものもない。

ＳＫ102（第5-21図、図版5-3）

　調査区の北東4Ａ-12グリッドに位置する。平面形は東西方向に長い不整な楕円形を呈する。規模は長軸
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1.45ｍ、短軸1.00ｍ、深さ23㎝で、中央が僅かにレンズ状に窪む。覆土は暗黄褐色土・暗褐色土が主体で

ある。遺物の出土はなかった。

ＳＫ103（第5-21・5-22図、第5-1表、図版5-3・5-7）

　調査区の西側4Ｙ-89、4Ｚ-80グリッドに位置する。東半分が調査区外のため判然としないが、東西方向

に長い方形もしくは長方形を呈すると思われる。規模は東西0.80ｍ以上、南北0.95ｍ、深さは46㎝である。

ＳＢ103のＰ2と重複しており、土層の堆積状況からＳＫ103の方が新しいことが分かった。覆土は明褐色土、

褐色土、暗褐色土の順に堆積している。全体的にローム塊を含むがしまりは弱く、掘立柱建物の柱穴とは

異なる。

　遺物は覆土中からロクロ成形の土師器坏、内面黒色処理が施された土師器坏、叩き目のある須恵器甕も

しくは甑の胴部片、土師器甑などが出土している。そのうち４点を図化した。

　１は土師器坏である。底径は口径の2/3程で、体部が直線的に開き、口縁端部で外反する。外面体部下

端及び底部の調整は回転ヘラケズリである。色調はにぶい褐色、胎土に砂粒・白色粒子・雲母を含む。

　２は外面に叩き目を持つ須恵器甕の胴部片である。北西隅の床面から出土した。色調はにぶい黄橙色を

基調とするが、断面中心部分は灰黄褐色を呈する。胎土にやや大粒の砂粒・赤色スコリア・雲母粒子を含む。

　３・４は土師器甑である。３は五孔の甑の底部か。胴部外面の調整はヘラケズリ、内面はヘラナデであ

る。色調は明褐色、胎土に砂粒・赤色スコリア・雲母を含む。

　４は北壁際の覆土上層から出土した。肩部に２個一対と思われる把手が付く。底部はほとんど遺存して

いないが、五孔となる可能性がある。胴部外面はヘラケズリ、内面はヘラナデが施される。色調は明赤褐

色、胎土に白色粒子・雲母・赤色スコリア・少量の白色針状物を含む。

ＳＫ104（第5-21図、図版5-3）

　調査区の南東5Ａ-91グリッドに位置する。北東・南西方向に長い楕円形で、長軸2.78ｍ、短軸1.39ｍ、

深さは27㎝と浅い。床面は軟弱で、南西に向かって緩やかに傾斜している。覆土は暗褐色土主体で、上層

に炭化物粒を僅かに含む。

　遺物は縄文時代早期後半の鵜ガ島台式土器や前期前半の関山式土器が出土しているが、いずれも覆土上

層からの出土であり、遺構の時期を特定することは難しい。

ＳＫ105（第5-21図、図版5-2）

　調査区の南6Ｙ-38グリッドに位置する。ＳＩ106の北壁を切って堀込まれている。平面形は東西に長い

隅丸長方形で、規模は長軸1.72ｍ、短軸1.45ｍ、深さ37㎝である。覆土はローム粒・ローム塊を多く含む

明褐色土、暗褐色土、褐色土の順に堆積しており、全体的にしまりは弱い。遺物の出土は少なく、図化し

たものもない。

ＳＫ106（第5-21図、図版5-1）

　調査区の南西5Ｙ-88グリッドに位置する。ＳＩ107から南へ1.3mほどの距離にある。長軸方位Ｎ-51°-Ｅ

を指す長楕円形の陥穴状土坑で、規模は長軸1.67ｍ、短軸1.30ｍ、深さ158㎝である。南側に段差9.6㎝の

テラスがあり、床面中央がやや窪んでいる。覆土は明褐色土、黒褐色土、暗褐色土の順に堆積している。

遺物の出土は少なく、図示したものもない。

ＳＫ107（第5-21・5-22図、第5-1表、図版5-3・5-7）

　調査区の北西4Ｚ-30グリッド周辺に位置する。平面楕円形で長軸方位Ｎ-79.5°-Ｗを指す。規模は長軸
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第5-21図　ＳＫ101～ＳＫ110
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 1 褐色土 ローム粒・ローム塊多
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 3 黄褐色土 ハードローム塊主体

ＳＫ107
 1 褐色土 ローム粒・焼土粒少
 2 暗褐色土 ローム粒・ローム塊若干
 3 暗褐色土 ローム粒散在　焼土粒若干
 4 暗褐色土
 5 暗褐色土 ローム粒・ローム塊多
 6 暗褐色土 黄褐色土少

ＳＫ106
 1 暗褐色土 黒色土粒
 2 暗褐色土 ローム粒少
 3 黒褐色土 ローム粒
 4 褐色土 ローム粒
 5 明褐色土 ローム粒主体　ローム塊多
 6 明褐色土 ローム塊多

ＳＫ110
 1 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒散在
 2 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒少
 3 褐色土 ローム・焼土粒

ＳＫ103
 1 暗褐色土
 2 褐色土
 3 明褐色土

ＳＫ105
 1 褐色土
 2 暗褐色土
 3 明褐色土 ローム粒・ローム塊多

ＳＫ109
 1 暗褐色土 焼土粒少
 2 暗褐色土 ローム粒・ローム塊・焼土粒・炭化物粒
 3 暗褐色土 ハードローム塊少

ＳＫ104
 1 暗褐色土
 2 暗褐色土
 3 暗黄褐色土



－88－

第５章　船尾白幡遺跡Ⅱ－（２）

1.83ｍ、短軸1.42ｍ、深さ78㎝である。床面はほぼ平坦で、ピット等は検出されなかった。覆土は暗褐色

土を主体とし、混入物等でいくつかの層に分けられる。遺構中央の覆土中層及び床面から、土師器皿が出

土した。床面から出土したものは意図的に破砕された可能性がある。

　１は土師器皿である。遺構北西の覆土中層から出土した。体部は外反気味に開き、口縁端部で肥厚する。

底部外面の調整は回転ヘラケズリである。色調は明赤褐色、胎土に白色粒子・赤色スコリア・雲母・白色

針状物を含む。体部外面に墨書がみられるが、大半を欠損しており、文字の判読はできない。

　２～５はロクロ成形の土師器坏である。２は遺構中央の覆土下層から出土した。体部外面に正位の墨書

「長」がみられる。底径は口径の1/2よりやや大きく、体部が直線的に開く。外面体部下端は回転ヘラケ

ズリによって面取りされている。底部は回転糸切りの後外周部に回転ヘラケズリを施す。色調は明赤褐色、

胎土に白色粒子・大粒の赤色スコリア・雲母・少量の白色針状物を含む。

　３は内面にミガキが施される。底部を欠損している。体部が内湾しながら立ち上がった後直線的に開く。

外面体部下端のヘラケズリは遺存部位が少ないため、回転ヘラケズリか手持ちヘラケズリか判然としない。

色調は橙色、胎土に砂粒・赤色スコリア・雲母を含む。

　４は底部のみの遺存である。外面体部下端にナデによる弱い凹みを有する。底部は回転ヘラケズリ、内

面はミガキの可能性があるが、摩滅しているため不明瞭である。色調は橙色、胎土に大粒の白色粒子・赤

色スコリア・少量の雲母・微量の白色針状物を含む。

　５は底部外面にヘラ書きを持つ底部片である。遺構北側の覆土上層から出土した。ヘラ書きは文字や記

号を意図したものではなく、複数の線が入り乱れている。底部外面の調整は回転ヘラケズリである。色調

はにぶい赤褐色、胎土に砂粒・赤色スコリア・雲母・少量の白色針状物を含む。

　６は須恵器皿の口縁部片、７は須恵器長頸壺の頸部である。いずれも遺存部がごく一部のため口径、傾

きとも正確さを欠く。灰白色を呈し、胎土にやや大粒の白色粒子・スコリアを含む。須恵器としたが、灰

釉陶器の可能性がある。

　８は須恵器甕の口縁部片である。口縁端部が下方に突出する。器表面の色調は暗灰色、断面はセピア色

である。胎土に白色粒子をやや多く含み、５㎜程の小礫も混入する。

　９は断面方形の棒状鉄製品で、遺構北側の覆土中層から出土した。２点は接合しないが、同一個体の可

能性がある。

ＳＫ108（第5-21図、図版5-3）

　調査区の北西4Ｙ-39グリッドに位置し、ＳＫ107から南へ1.3ｍ程の距離にある。長軸方位を北北東にと

る浅い皿状の土坑で、不整な方形を呈する。規模は長軸1.32ｍ、短軸1.16ｍ、深さ19㎝である。覆土はハ

ードローム塊を多量に含む黄褐色土の単一層である。遺物はロクロ成形の土師器坏片、土師器甕の口縁部

片が僅かにみられる程度であった。

ＳＫ109（第5-21・5-22図、第5-1表、図版5-2）

　調査区の北西4Ｙ-49・59グリッドに位置する。南北に長い楕円形で、西側はＳＩ103に切られている。

規模は南北長1.40ｍ、深さ60㎝である。覆土は暗褐色土を主体とし、上層に焼土粒を僅かに含む。

　遺物は胎土に雲母を含む常陸産の須恵器の甕底部、土師器の常陸型甕などが覆土中から出土している。

そのうち１点を図化した。１は胴部外面に叩き目を持つ須恵器甕の口縁部片である。口縁部内面はヨコナ

デの痕が顕著である。胴部内面は器面に凹凸が残るものの遺存部位が少ないため、当て具痕の有無は不明
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第5-22図　土坑・遺構外出土遺物

である。色調は暗褐色、焼成は堅緻で、胎土に砂粒・赤色スコリア・雲母微粒子・少量の白色針状物を含む。

ＳＫ110（第5-21・5-22図、第5-1表、図版5-2）

　調査区の北西4Ｙ-59グリッドに位置し、ＳＫ109の南東1.03ｍの距離にある。南北にやや長い楕円形で、

規模は長軸1.08ｍ、短軸0.97ｍ、深さ61㎝である。覆土は暗褐色土を主体とし、焼土粒・炭化物粒を僅か

に含む。

　遺物はロクロ成形の土師器杯、内面黒色処理の施された土師器坏、叩き目を持つ須恵器甕、釉の付着し

た須恵器壺などの小片がみられた。１は内面にミガキが施される土師器坏である。口縁部が肥厚しながら

緩やかに外反する。内面の色調は明赤褐色、外面は橙色を呈する。胎土に細砂粒・赤色スコリア・雲母微

粒子を含む。２は土師器高台付坏である。台部の高さは１㎝程で、開きも弱い。色調はにぶい黄橙色、胎

土に砂粒・白色粒子を含む。３は土師器坏の底部片である。体部外面に墨書がみられるが、遺存部位が少
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なく文字の判読はできない。底部回転糸切り後外周部と体部下位に手持ちヘラケズリを施す。色調は橙色、

胎土に白色粒子・雲母を含む。

ＳＨ101（第5-23図）

　調査区の北東4Ａ-53グリッドに位置し、ＳＩ101の南西3.4ｍの所にある。平面形は北東・南西方向に長

い隅丸長方形で、規模は長辺1.10ｍ、短辺0.76ｍ、深さ41㎝である。覆土は暗褐色土・褐色土を主体とする。

ＳＨ102・ＳＨ103（第5-23図）

　調査区の東側4Ａ-94グリッドに位置する。ＳＩ102を掘り進む段階で検出されたため、東側の形状が不

明確である。ＳＨ102はＳＩ102の南西隅付近、ＳＨ103は北西隅から検出された。ＳＨ102の平面形は楕円

形、規模は東西0.98ｍ、南北0.85ｍ、深さ48㎝、ＳＨ103の平面形も楕円形、東西0.98ｍ、南北0.90ｍ、深

さ47㎝である。ＳＨ102とＳＨ103の距離は1.8ｍである。覆土は黒褐色土を主体とし、ＳＨ103は黒褐色土

の上に暗褐色土が堆積している。

ＳＨ105（第5-23図、第5-1表、図版5-7）

　調査区の北側4Ａ-21グリッドに位置する。東西方向に長い楕円形で、南側が調査区外となる。規模は東

西長1.20ｍ、深さ16㎝と浅い。

　覆土中からロクロ成形の土師器杯が出土している。外面に墨書を有する口縁部片である。墨書はこれま

での出土例から、正位の「帀」の可能性がある。色調はにぶい赤褐色、胎土に白色粒子・赤色スコリアを

含む。

ＳＨ106（第5-23図）

　調査区の北側4Ａ-10グリッドに位置する。ＳＢⅡ052の柱穴と切り合うが、新旧関係は不明である。平

面形は北西・南東方向に長い楕円形、ＳＢⅡ052の柱穴を含めた南北長1.25ｍ、深さ23㎝である。覆土は

色調の暗いローム土を主体とした暗黄褐色土である。

ＳＨ107・ＳＨ108・ＳＨ109・ＳＨ110（第5-24図、図版5-3）

　調査区の北側4Ａ-11グリッド周辺に位置する４基のピット群である。ＳＢⅡ052の東側にＬ字状に展開

し、コーナー付近にＳＫ102がある。また、北側には前回調査時に検出した10基ほどのピット群ＳＨⅡ050

が所在するが、掘立柱建物となる可能性は低そうである。平面形は楕円形ないし長楕円形を呈する。ＳＨ

107は北西・南東方向にやや長く、長軸1.20ｍ、短軸0.73ｍ、深さ12㎝である。ＳＨ108は東西0.72ｍ、南

北0.57ｍ、深さ49㎝、西側に8.0㎝の段差を持つ。ＳＨ109は北東・南西方向に長く、長軸1.37ｍ、短軸0.59ｍ、

深さ43㎝、ＳＨ110は南北0.77ｍ、東西0.58ｍ、深さ25㎝である。

ＳＨ112・ＳＨ113（第5-23図）

　調査区の東側4Ａ-74・84グリッドに位置し、東側は調査区外となる。ＳＩ101とＳＩ102の間にあり、南

北に並ぶ。ＳＨ112とＳＨ113の距離は3.5ｍである。ＳＨ112は東西に長い楕円形で、東西の現存長0.75ｍ、

南北長0.67ｍ、深さ47㎝である。ＳＨ113は楕円形で、東西の現存長0.70ｍ、南北0.80ｍ、深さ19㎝である。

ＳＨ114（第5-23図）

　調査区の東側5Ａ-32グリッドに位置する。ＳＢ101の南にある。北西・南東方向に長い楕円形で、長軸

1.16ｍ、短軸0.68ｍ、深さ37㎝である。

ＳＨ116（第5-23図、図版5-3）

　調査区の南6Ｚ-39グリッドに位置し、ＳＫ101の北0.5ｍにある。平面形は円形で、東西1.05ｍ、南北1.09ｍ、
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　　　　　　　　 第5-23図　ＳＨ101・ＳＨ102・ＳＨ103・ＳＨ105・ＳＨ106・ＳＨ112・

　　　　　　　　　　　　　 ＳＨ113・ＳＨ114・ＳＨ116・ＳＨ123・ＳＨ124
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第5-24図　ＳＨ107・ＳＨ108・ＳＨ109・ＳＨ110
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深さ42㎝である。東側に段差があり、6.6㎝ほど下がっている。

ＳＨ122

　ＳＩ106に伴うピットである。覆土は褐色土・暗褐色土を主体とする。

ＳＨ123・ＳＨ124（第5-23図、第5-1表、図版5-1・5-7）

　調査区の西側5Ｚ-20グリッド周辺に位置する。ＳＨ123とＳＨ124の中心間の距離は1.7ｍである。直径

0.85ｍの円形で、深さはＳＨ123が38㎝、ＳＨ124が46㎝である。ＳＨ124は二段掘り込みで14.9㎝の段差が

ある。覆土は暗褐色土を主体とし、須恵器甕・土師器甕の胴部片が出土している。

　ＳＨ123出土の遺物として、土師器坏１点を図化した。覆土下層からの出土である。底径は口径の1/2で、

回転糸切りの後外面体部下端及び底部に回転ヘラケズリが施されている。口縁部は残り僅かで、Ｕ字状に

欠けている。意図的に打ち欠いたものかどうかは不明である。色調は橙色、胎土に白色粒子・大粒の赤色

スコリア・雲母・微量の白色針状物を含む。

　ＳＨ124の遺物は須恵器甕の口縁部片１点を図化した。口縁部に最大径を有する器形で、口縁端部は折

返し状を呈する。胴部外面には叩きが施されている。色調は灰褐色、胎土に白色粒子・大粒の赤色スコリ

アを含む。

５．遺構外出土遺物（第5-22図、第5-1表、図版5-7）
4Ａ-01グリッド

　１はロクロ成形の土師器杯の底部片である。底部回転糸切りの後外周部にヘラケズリを施す。底部外面

に墨書を有する。遺存部位が少ないため不明瞭だが、これまでの出土例から「帀」の可能性がある。色調

は橙色、胎土に白色粒子・雲母を含む。

表採

　表採遺物として５点を図化した。１～３はロクロ成形の土師器杯である。１は底径が口径の1/2よりや

や大きく、体部が直線的に開く器形である。体部外面に強いロクロ目を残す。底部回転糸切りの後外面体

部下端と底部外周に回転ヘラケズリを施す。内面の色調は橙色、外面は明赤褐色、胎土に白色粒子・赤色

スコリアを含む。２は底部を欠損している。にぶい褐色を呈し、胎土に細砂粒・雲母微粒子を含む。３は

底部のみの遺存で、外面体部方及び底部に手持ちヘラケズリが施されている。色調はにぶい赤褐色、胎土

に白色粒子を多く含む。４は土師器高台付坏の底部である。内面はミガキ、底部は回転ヘラケズリの後高

台を貼り付けている。色調はにぶい赤褐色、胎土に雲母微粒子を含む。５は偏平な円盤状の土製品で、径

2.1㎝～2.2㎝、厚さ0.5㎝、色調はにぶい赤褐色を呈する。泥面子の一種か。
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第5-1表　出土遺物観察表-1

遺構
番号

挿図
番号

器 種 口径 底径 器高 遺存度 色 調 焼成 特 徴 遺 物 番 号

SI104 1 弥生土器甕 － － － － にぶい褐色 良好 内　ナデ　外　附加条か 20

SI104 2 弥生土器甕 － － － － にぶい褐色 良好 内　ナデ　外　附加条か 19

SI104 3 弥生土器甕 － － － － にぶい褐色 良好 内　ナデ　外　附加条か 12

SI104 4 弥生土器甕 － － － － 黒褐色 良好 内　ナデ　外　ナデ　附加条か 11

SI104 5 弥生土器甕 － － － － にぶい褐色 良好 内　ナデ　ミガキ　外　ナデ　附加条か 14,18,21

SI104 6 弥生土器甕 － (6.6) ［2.6］ － にぶい黄橙色 良好 内　ナデ　外　附加条か　底　敷物圧痕 20

SI104 7 弥生土器甕 － (7.6) ［3.5］ － にぶい褐色 良好 内　ナデ　外　附加条か　底　木葉痕 6

SI104 8 土師器甕 － 5.8 ［3.7］ 10% 橙色 良好 内　ヘラナデ　外　ヘラミガキ　
底　ヘラナデ

17

SI107 1 弥生土器甕 (17.4) － － 20% 橙色 良好 内　ヘラナデ　ミガキ　外　ナデ　附加条か 1,8,191,193,195,234

SI107 2 弥生土器甕 － － － － 内　明赤褐色
外　にぶい橙色

良好 内　ナデ　外　櫛描き文　附加条か 38

SI107 3 弥生土器甕 － － － － にぶい橙色 良好 内　ヘラナデ　外　附加条か 2

SI107 4 弥生土器甕 － (8.0) ［1.5］ 5% にぶい橙色 良好 内　ナデ　外　附加条か　底　木葉痕 36

SI107 5 土師器坏 12.2 6.4 3.8 50% にぶい橙色 良好 ロクロ成形　外　回転ヘラケズリ　底　回転糸切り
回転ヘラケズリ

46,168,169,170

SI107 6 土師器坏 － (7.0) ［1.7］ 10% 橙色 良好 ロクロ成形　外　手持ちヘラケズリ　底　回転糸
切り　手持ちヘラケズリ

2

SI107 7 土師器坏 － (7.0) ［0.9］ 10% 橙色 良好 ロクロ成形　外　手持ちヘラケズリ　底　回転糸
切り　手持ちヘラケズリ　底部外面墨書

1

SI107 8 土師器甕 23.5 (9.7) 35.5 50% にぶい黄褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ 1,4,18,19,20,31,35,37,
39,40,42,91,92,107,109,
130,136,137,142～147,
151,153,154,157,160,
161,170,171,183,184,
185,188,206,209,210,
213,214,215,217,232,
233,238,240

SI107 9 土師器鉢 (19.8) － ［7.0］ 10% にぶい黄褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ 1,65,69

SI107 10 土師器甕 16.0 － ［5.5］ 20% にぶい黄褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ 1,73

SI107 11 須恵器甕 － － － － 灰白色 良好 内　摩滅　外　タタキ　ヘラケズリ 207

SI107 12 土師器甕 16.0 10.0 32.5 50% にぶい黄褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ　
底　ヘラナデ

1,2,4,7,8,145,163～167,
172,173,175,176,177,
187,189,190,205,220,
223,241～248,273

SI107 13 土師器甕 － (9.1) ［26.7］ 50% にぶい黄褐色 良好 内　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ　底　ヘラ
ナデ

1,6,10,12,13,16,17,48,
49,50,58,84,85,87,
93～97,99,100,102,110,
112,113,114,117,118,
120,121,123,125,209,

212,213,221,229,230

SI101 1 土師器坏 13.8 丸底 5.9 95% にぶい褐色 良好 内　ナデ　ミガキ　外　ナデ　ヘラケズリ 43,49

SI101 2 土師器坏 13.1 丸底 6.0 95% にぶい褐色 良好 内　ナデ　ミガキ　外　ナデ　ヘラケズリ　ヘラ
ナデ

46

SI101 3 土師器坏 11.1 丸底 4.8 95% にぶい褐色 良好 内　ナデ　ミガキ　外　ナデ　ヘラケズリ　ミガキ
須恵器坏身模倣

48

SI101 4 土師器高坏 (15.8) － ［3.5］ 10% 黒褐色 良好 内　ナデ　ミガキ　外　ナデ　ヘラケズリ　ミガキ
内外面黒色処理

4,5

SI101 5 土師器高坏 (14.9) － ［3.5］ 10% 橙色 良好 内　ナデ　ミガキ　外　ナデ　ヘラケズリ 7,61

SI101 6 土師器高坏 14.3 － ［7.3］ 70% 黒褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　ミガキ　外　ナデ　ヘラケ
ズリ　内外面黒色処理

47

（　）は推定値　［　］は現存値　口径・底径・器高の単位はcm



－95－
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第5-1表　出土遺物観察表-2

遺構
番号

挿図
番号

口径 底径 器高 遺存度 焼成

SI101 7 土師器高坏 15.4 10.0 8.3 100% 内　黒褐色
外　にぶい橙色

良好 内　ナデ　ヘラナデ　ミガキ　外　ナデ　ヘラケ
ズリ

42

SI101 8 土師器甕 (14.6) 6.7 12.2 60% 灰黄褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ
底　ヘラケズリ

50,51,52,54,55,56,57

SI101 9 土師器甕 11.6 (5.9) 15.2 70% にぶい橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラナデ
底　ナデ

3,8,9,10,12,14,16,22,31,
39,49,53,60
4A-1,3,6,59,61

SI101 10 土師器甕 (20.4) － ［15.3］ 30% にぶい橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　ミガキ　外　ナデ　ヘラナ
デ

1,3,4A-1

SI101 11 土師器甕 (25.0) (9.4) 34.0 30% 橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラナデ　ミガ
キ　底　ヘラナデ

3,12,13,17,18,20,21,23,
25,26,27,28,29,32,33,34,
35,36,37,38

SI101 12 土師器甕 13.5 8.0 25.0 90% 灰黄褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ
底　ヘラケズリ

3,44

SI101 13 土師器甑 22.8 9.2 38.6 100% 橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　ミガキ　外　ナデ　ヘラケ
ズリ　底　ヘラケズリ

41

SI101 14 支脚 長さ
［11.9］

幅
5.5

厚さ
9.6

橙色 40

SI102 1 土師器坏 12.1 丸底 4.6 70% にぶい褐色 良好 内　ナデ　外　ナデ　ヘラケズリ　須恵器坏身模
倣

4,11

SI102 2 土師器鉢 (19.7) － ［6.7］ 15% 明赤褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ 14

SI102 3 土師器甕 (11.6) － ［4.3］ 10% 内　黒褐色
外　にぶい褐色

良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ 3

SI102 4 土師器甕 － (5.6) ［5.0］ 20% にぶい赤褐色 良好 内　ヘラナデ　外　ヘラケズリ　底　ヘラケズリ 2,3,6,12

SI102 5 土師器甕 (23.8) － ［6.3］ 10% にぶい黄橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ 1,2,3,5,9,13

SI102 6 須恵器甕 － － － － 灰色 良好 内　ナデ　当て具痕　外　ナデ 8

SI106 1 土師器坏 11.4 丸底 3.6 95% にぶい橙色 良好 内　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ　底部外面
墨書

3

SI106 2 須恵器甕 － － － － 青灰色 良好 内　ヘラナデ　同心円状の当て具痕　外　タタキ 2

SI108 1 土師器坏 11.2 丸底 4.3 95% 橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ　内
ヘラ書き「十」

8

SI108 2 土師器坏 12.0 丸底 4.4 95% 内　明赤褐色
外　橙色

良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ　底
内　環状に煤付着

10

SI108 3 土師器坏 12.8 丸底 4.0 95% にぶい黄橙色 良好 内　ナデ　外　ナデ　ヘラケズリ　口縁内外煤付
着

3

SI108 4 土師器坏 14.0 丸底 4.4 100% にぶい橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ 14

SI108 5 土師器甕 22.2 8.4 32.8 100% にぶい黄褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラナデ　ミガ
キ　底　ミガキ

2

SI108 6 土師器鉢 (15.9) (8.7) 13.1 50% 明赤褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ
底　ヘラナデ

11,12,13,15,16,17,18

SI108 7 手捏ね 5.6 5.0 1.4 95% 黒褐色 良好 内　ナデ　外　ヘラケズリ　底　ヘラケズリ 9

SI108 8 土製品　玉 長さ
3.2

幅
2.0

最大径
2.0

黒褐色 孔径0.9　重量7.5g 4

SI108 9 土製品　玉 長さ
0.9

幅
1.1

最大径
1.0

黒褐色 孔径0.4×0.2　重量1.1g 5

SI103 1 土師器坏 (11.4) (5.4) 4.7 25% にぶい黄橙色 良好 ロクロ成形　外　手持ちヘラケズリ　底　回転糸
切り

4,62

SI103 2 土師器坏 (12.4) 6.0 4.2 40% 明赤褐色 良好 ロクロ成形　外　手持ちヘラケズリ　底　回転糸
切り

40,45,51

SI103 3 土師器坏 (11.6) (6.0) 4.6 30% 内　黒褐色
外　にぶい黄橙色

良好 ロクロ成形　外　手持ちヘラケズリ　底　回転糸
切り　内　口縁部煤

15,16

SI103 4 土師器坏 (12.4) (6.3) 3.8 20% 明赤褐色 良好 ロクロ成形　外　回転ヘラケズリ　底　回転糸切
り　回転ヘラケズリ

23,61

SI103 5 土師器坏 12.0 5.4 4.8 70% 明赤褐色 良好 ロクロ成形　外　手持ちヘラケズリ　底　手持ち
ヘラケズリ　体部外面正位墨書「瓦」

24,28,43,44,61

SI103 6 土師器坏 (12.6) 6.9 4.7 50% 橙色 良好 ロクロ成形　外　手持ちヘラケズリ　底　回転糸
切り　手持ちヘラケズリ　底部内面線刻「×」

55,57,61

SI103 7 土師器坏 － － － － にぶい黄橙色 良好 ロクロ成形　口縁部外面墨書 61

SI103 8 土師器高台付坏 － (7.5) ［5.5］ 30% 橙色 良好 ロクロ成形　内　ミガキ　底　回転糸切り　ナデ 52

SI103 9 土師器甕 (13.7) － ［2.0］ 5% 橙色 良好 内　ナデ　外　ナデ 12

SI103 10 土師器甕 (19.9) － ［8.0］ 15% にぶい橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ 21,26

（　）は推定値　［　］は現存値　口径・底径・器高の単位はcm

器 種 色 調 特 徴 遺 物 番 号



－96－

第５章　船尾白幡遺跡Ⅱ－（２）

第5-1表　出土遺物観察表-3

遺構
番号

挿図
番号

口径 底径 器高 遺存度 焼成

SI103 11 土師器甕 － － ［16.8］ 5% 橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ 47,48,55,61

SI103 12 須恵器長頸壺 － － ［4.0］ － 黄灰色 良好 ロクロ成形 53

SI103 13 須恵器甕 － － － － 褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　タタキ 36

SI103 14 須恵器甕 － － － － 灰褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　タタキ 62

SI103 15 須恵器甕 － － － － 灰褐色 良好 内　ヘラナデ　外　タタキ 22

SI103 16 須恵器甕 － (18.0) ［5.7］ 5% 黒褐色 良好 内　ヘラナデ　外　タタキ　ヘラケズリ　底　無
調整

6

SI103 17 須恵器甕 － (16.0) ［4.8］ 5% 灰褐色 良好 内　ヘラナデ　外　タタキ　ヘラケズリ　底　ヘ
ラナデ

8

SI103 18 須恵器甕 － (18.3) ［4.0］ 5% 内　にぶい黄橙色
外　渇灰色

良好 内　ナデ　外　ヘラケズリ　底　無調整 SI103-9,SK109-2

SI103 19 須恵器甑 － (16.0) ［12.7］ 10% にぶい褐色 良好 内　ヘラナデ　外　タタキ　ヘラケズリ　底　無
調整　五孔式

27,50

SI103 20 須恵器甑 － (13.1) ［4.4］ 5% 橙色 良好 ロクロ成形　外　手持ちヘラケズリ　底　回転糸
切り

35,55,61

SI105 1 土師器坏 (12.5) (6.3) 3.3 40% 明赤褐色 良好 ロクロ成形　外　手持ちヘラケズリ　底　回転糸
切り

140,169,203

SI105 2 土師器坏 (13.0) (6.7) 3.5 35% にぶい橙色 良好 ロクロ成形　外　回転ヘラケズリ　底　不明 122

SI105 3 土師器坏 (12.0) (6.0) 4.2 40% 橙色 良好 ロクロ成形　外　手持ちヘラケズリ　底　回転糸
切り

202,203

SI105 4 土師器坏 (12.2) (6.8) 3.6 30% 橙色 良好 ロクロ成形　外　ヘラケズリ　底　回転糸切り 68,137

SI105 5 土師器坏 13.1 7.8 3.5 90% 橙色 良好 ロクロ成形　外　回転ヘラケズリ　底　回転ヘラ
ケズリ　口縁部打ち欠き

111

SI105 6 土師器坏 (12.2) (6.6) 3.5 30% 明赤褐色 良好 ロクロ成形　外　回転ヘラケズリ　底　回転ヘラ
ケズリ　体部外面墨書

98

SI105 7 土師器坏 － (6.4) ［2.2］ 30% にぶい黄橙色 良好 ロクロ成形　外　手持ちヘラケズリ　底　回転糸
切り　手持ちヘラケズリ　体部外面墨書

118,140

SI105 8 土師器坏 (11.8) (5.8) 3.7 20% にぶい褐色 良好 ロクロ成形　外　ヘラケズリ　底　回転ヘラケズ
リか　墨書か

99

SI105 9 土師器坏 － (7.0) ［1.5］ 20% 明赤褐色 良好 ロクロ成形　外　回転ヘラケズリ　底　回転糸切
り　回転ヘラケズリ

32

SI105 10 土師器高台付坏 － 7.3 ［2.3］ 20% 橙色 良好 ロクロ成形　内　ミガキ　底　回転ヘラケズリ
ナデ

158

SI105 11 土師器皿 (13.0) － ［1.4］ 20% 明赤褐色 良好 ロクロ成形　内　ミガキ 2,139,140

SI105 12 土師器坏 18.4 8.6 6.0 100% 内　黒色
外　橙色

良好 ロクロ成形　内　ミガキ　黒色処理　外　回転ヘ
ラケズリ　底　回転ヘラケズリ

163,165,166,167

SI105 13 土師器坏 (14.1) (6.9) 4.7 30% 橙色 良好 ロクロ成形　内　ミガキ　外　回転ヘラケズリ
底　回転ヘラケズリ

176

SI105 14 土師器坏 14.1 7.2 4.2 90% 明赤褐色 良好 ロクロ成形　内　ミガキ　外　回転ヘラケズリ
底　回転ヘラケズリ

126,128,130,134,140

SI105 15 土師器坏 － (7.0) ［3.5］ 20% 橙色 良好 ロクロ成形　内　ミガキ　外　手持ちヘラケズリ
底　糸切り　手持ちヘラケズリ

49,106

SI105 16 土師器甕 10.6 5.2 10.0 70% 内　にぶい黄橙色
外　黄灰色

良好 内　ナデ　外　ナデ　ヘラケズリ　底　ヘラケズリ 189

SI105 17 土師器甕 (12.8) － ［11.6］ 40% 橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラナデ 1,60,69,84,91,95,136,137,
138,140,144,204

SI105 18 土師器甕 (17.8) － ［5.8］ 5% 内　灰黄褐色
外　橙色

良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラナデ 62,140

SI105 19 土師器甕 (19.8) － ［5.0］ 10% にぶい黄橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラナデ 61,80,137

SI105 20 土師器甕 20.2 － ［10.8］ 35% 橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ 5,47,72,113,115,116,146

SI105 21 土師器甕 (18.8) 5.7 25.8 60% 橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ
底　ヘラケズリ

31,125,129,131,135,137,
138,140,151,153,155,196,
197,198,199,200,204

SI105 22 土師器甕 － 7.0 ［4.6］ 15% 明赤褐色 良好 内　ナデ　外　ヘラケズリ　底　摩滅 159,172,173

SI105 23 土師器甕 － (10.0) ［13.8］ 20% にぶい橙色 良好 内　ヘラナデ　外　ヘラケズリ　底　ヘラケズリ
ヘラ書き

38,39,40,41,43,118,140

SI105 24 須恵器甕 (22.0) － ［3.6］ 5% にぶい黄橙色 良好 内　ナデ　外　ナデ　タタキ 8,46,50,96,120,137,140,
141

SI105 25 須恵器甕 (30.0) － ［3.8］ 5% にぶい黄橙色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　タタキ 50,120

（　）は推定値　［　］は現存値　口径・底径・器高の単位はcm

器 種 色 調 特 徴 遺 物 番 号
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第5-1表　出土遺物観察表-4

遺構
番号

挿図
番号

口径 底径 器高 遺存度 焼成

SI105 26 須恵器甕 (23.6) － ［13.1］ 15% にぶい赤褐色 良好 ロクロ成形　内　ヘラナデ　外　タタキ 1,35,112,138

SI105 27 須恵器甕 － － ［22.6］ 30% 明赤褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　当て具痕　外　タタキ
ヘラケズリ

79,81,82,93,94,157,183

SI105 28 須恵器甕 － (15.0) ［5.2］ 10% 褐灰色 良好 内　ナデ　外　ヘラケズリ　底　無調整　敷物圧
痕

59,64,140

SI105 29 須恵器甕 － (16.0) ［19.0］ 20% 橙色 良好 内　ヘラナデ　外　タタキ　ヘラケズリ　底　無
調整

121,150,160,164,170,174,
175,177,178,179,180,203,205

SI105 30 須恵器甑 － (12.0) ［7.9］ 5% 橙色 良好 内　ナデ　外　タタキ　ヘラケズリ　底　無調整 117

SI105 31 支脚 長さ
［15.8］

幅
8.0

厚さ
3.7

にぶい橙色 182

SI105 32 鉄製品　釘 長さ
［4.3］

幅
0.5

厚さ
0.4

重量
4.5g

7

SB103 1 土師器坏 － － － － 灰黄褐色 良好 ロクロ成形 3

SB103 2 土師器坏 － － － － にぶい黄褐色 良好 ロクロ成形　体部外面墨書 2

SK103 1 土師器坏 (11.4) (7.0) 3.6 20% にぶい褐色 良好 ロクロ成形　外　回転ヘラケズリ　底　回転ヘラ
ケズリ

5,8

SK103 2 須恵器甕 － － － － にぶい黄橙色 やや不
良

内　ナデ　外　ナデ　タタキ 9

SK103 3 土師器甑 － (15.2) ［7.2］ 5% 明褐色 良好 内　ヘラナデ　外　ヘラケズリ　底　ヘラケズリ
五孔式

10

SK103 4 土師器甑 (29.6) (16.2) 26.2 15% 明赤褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　ヘラケズリ
底　ヘラケズリ　五孔式か

2,3,4,6,7,11,12

SK107 1 土師器皿 13.6 8.0 2.8 70% 明赤褐色 良好 ロクロ成形　底　回転ヘラケズリ　体部外面墨書 5,14,15

SK107 2 土師器坏 13.4 7.0 4.1 95% 明赤褐色 良好 ロクロ成形　外　回転ヘラケズリ　底　回転糸切
り　回転ヘラケズリ　体部外面墨書

23,28,29

SK107 3 土師器坏 (14.8) － ［4.5］ 10% 橙色 良好 ロクロ成形　内　ミガキ　外　ヘラケズリ 25

SK107 4 土師器坏 － (8.0) ［1.7］ 20% 橙色 良好 ロクロ成形　底　回転ヘラケズリ 3,7,29

SK107 5 土師器坏 － (6.8) ［1.1］ 20% にぶい赤褐色 良好 ロクロ成形　外　回転ヘラケズリ　底　回転ヘラ
ケズリ　底外ヘラ書き

12

SK107 6 須恵器皿 (16.8) － ［1.2］ 5% 灰色 良好 ロクロ成形　灰釉陶器か 4

SK107 7 須恵器長頸壺 － － ［4.8］ 5% 灰色 良好 ロクロ成形 27

SK107 8 須恵器甕 － － － － 灰色 良好 内　ナデ　外　ナデ 29,SK110-7

SK107 9-1 鉄製品　釘 長さ
［4.9］

幅
0.3

厚さ
0.4

重量
6.5g

17

SK107 9-2 鉄製品　釘 長さ
［3.2］

幅
0.2

厚さ
0.2

重量
1.7g

SK109 1 須恵器甕 － － － － 暗褐色 良好 内　ナデ　外　ナデ　タタキ 4

SK110 1 土師器坏 (13.8) － ［3.3］ 5% 内　明赤褐色
外　橙色

良好 ロクロ成形　内　ミガキ 9

SK110 2 土師器高台付坏 － (6.4) ［1.7］ 5% にぶい黄橙色 良好 ロクロ成形 13

SK110 3 土師器坏 － (6.0) ［1.0］ 5% 橙色 良好 ロクロ成形　外　手持ちヘラケズリ　底　回転糸
切り　手持ちヘラケズリ　体部外面墨書

13

SH105 1 土師器坏 － － － － にぶい赤褐色 良好 ロクロ成形　口縁部外面墨書 1

SH123 1 土師器坏 (12.8) (6.4) 4.0 35% 橙色 良好 ロクロ成形　外　回転ヘラケズリ　底　回転糸切
り　回転ヘラケズリ

1

SH124 1 須恵器甕 (21.6) － ［3.7］ 5% 灰褐色 良好 内　ナデ　ヘラナデ　外　ナデ　タタキ 3

4A-01 1 土師器坏 － － － － 橙色 良好 ロクロ成形　底　糸切り　底部外面墨書 4A-01

表採 1 土師器坏 (11.5) (6.2) 4.0 50% 内　橙色
外　明赤褐色

良好 ロクロ成形　外　回転ヘラケズリ　底　回転糸切
り　回転ヘラケズリ

1

表採 2 土師器坏 (10.8) － ［3.5］ 15% にぶい褐色 良好 ロクロ成形 1

表採 3 土師器坏 － 8.5 ［2.3］ 20% にぶい赤褐色 良好 ロクロ成形　外　手持ちヘラケズリ　底　手持ち
ヘラケズリ

1

表採 4 土師器高台付坏 － (7.0) ［1.8］ 10% にぶい赤褐色 良好 ロクロ成形　内　ミガキ　底　回転ヘラケズリ
ナデ

1

表採 5 土製品 長さ
2.2

幅
2.1

厚さ
0.5

重量
2.0g

にぶい赤褐色 1

（　）は推定値　［　］は現存値　口径・底径・器高の単位はcm

器 種 色 調 特 徴 遺 物 番 号
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６．石器について（第5-25・5-26図、第5-2表、図版5-8）
　石器は22点出土したが、位置や層位が明確なものは少なく、また、まとまりのある石器集中域は検出さ

れなかった。このため、旧石器時代の所産である可能性が高い黒曜石製細石刃１点、ガラス質黒色安山岩

製の石核１点、弥生時代の竪穴住居跡から検出された３点の計５点を図化するに留めた。

　１は細石刃である。頭

部調整が行われており、

両側縁は平行に走る。末

端はほぼ直角に折れ、剥

離時の階段状剥離に起因

するものであろう。側縁

の刃こぼれは薄い器形に

起因すると思われ、使用

に伴う刃こぼれとは断じ

難い。背面に磨りガラス

のような自然面を残す

が、剥離面は透明度の高

い良質な黒曜石製であ

る。１の出土地点から南

東へ、直線距離にして約

400ｍ離れた船尾白幡遺

跡Ｅ-50・60区（昭和51

年度報告：第5-1図では

12Ｆグリッドに位置す

る）では、黒曜石を用い

た小型の細石刃生産が行

われた痕跡が残ってい

る。両資料は大きさに相

違があるが、目視では同じ石材であると思われ、何らかの関連性を持つものと推測される。

　２は、板状の剥片を素材とし、帯状に残った自然面を打面として剥離作業が行われた石核である。長さ

と幅が一定の縦長剥片を目的とした剥片剥離作業が行われたものと推測される。石材の自然面は細かい爪

掻き状の凹凸がみられ、剥離面には斑晶が少なく、褐色がかった濃い灰色である。千葉県の旧石器時代の

遺跡から多出するガラス質黒色安山岩である。

　３～５は弥生時代の竪穴住居跡ＳＩ104から出土した石器である。

　３は石鏃未製品であろう。両側縁は器軸を回転させることで同一方向から調整されている。厚みのある

下部は折れにより残存していないが、成形を目的とする折り取りが行われた可能性がある。石材には濃い

灰色の筋が入る黒曜石が用いられており、自然面の光沢は乏しく、針で突いたような気泡状の混入物がみ

第5-25図　石器分布状況

Z A

4

5

6

Y

0 40ｍ(1/1,000)

２

１

３
４

５

（5Y-09-2 /OB）

（SI104-3 /OB）

（6Z-66-2 /GA）

（SI104-13 /CH）

（SI104-16 /CH）

SI103-5 （SA）

SI104-4 （CH）

SI107-208 （SA）

SB102-6 （CH）

SB103-5 （OB）

SK103-3 （PU）

SK104-4 （GA）

5A-71-1 （GA）

6A-20-1 （AN）

5Y-19-1 （SA）

5Y-29-2 （SH）
5Y-39-3 （SA）

5Y-59-2 （CH）
5Y-59-3 （CH）

6Z-59-1 （CH）

6Z-63-1a （RH）
6Z-63-1b （SH）

石鏃未製品
二次加工のある剥片
剥片

石核
礫
礫片
軽石製品

細石刃
器種凡例

砕片
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られる。

　４・５の石核２点は特徴や色が一致しており、同一母岩と思われるが接合はしない。４の上面と右側面

には素材面が残る。両極からの打撃により上下に剥離痕がみられるが、発達した節理面に妨げられたため

に切り合い関係は明確ではない。５の全体的な形状は円形であり、縁辺の厚みを削ぐように外縁部から加

工されている。分銅形打製石斧を再利用した可能性がある。石材はチャートと分類したが、緑色で玻璃質

な部分と、極細粒の泥質部分が混在しているため、部位によっては泥岩あるいは（珪質）頁岩とも捉えら

れよう。千葉県では類例をみないが、岐阜県椛の湖遺跡から出土した石器の石材と極めて近いと思われる

（紅村　弘、原　寛ほか　1977　『東海先史文化の諸段階（資料編１）』巻頭図版８　136頁～145頁）。

第5-2表　出土石器属性表
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第5-26図　出土石器

5ｃｍ0 (1＝1/1)

１　5Y‒09‒2
　 細石刃
　 黒曜石

２　6Z‒66‒2
　 石核
　 ガラス質黒色安山岩

３　SI104‒3
　 石鏃未製品
　 黒曜石

４　SI104‒13
　 石核
　 チャート

５　SI104‒16
　 石核
　 チャート

１・２は旧石器時代の石器

３～５は弥生時代の住居跡出土

5ｃｍ0 (2～5＝2/3)
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第5-27図　縄文土器

７．縄文時代の遺物（第5-27図、図版5-8）
　少量の縄文土器及び弥生土器が遺構確認時や遺構覆土中から出土した。

　１～５は草創期後半の撚糸文土器である。１・２は井草１式で、同一個体である。外反した口縁から胴

部にかけて縦走する縄文を施した後に、口頚部に横走する縄文を施す。縄文はＲＬである。３も井草１式

である。やや肥厚、外反した口縁直下に指頭圧痕が並ぶ。口縁の縦走縄文は器面が荒れていて不明、口頚

部の橫走縄文はＲＬである。４は井草２式で、口端とその下の無文部をはさんで口頚部にＬＲの縄文を施

す。５は砲弾型の底部である。縄文はＲＬである。

10ｃｍ0 (1/3)

２ ３

１

４
５

６

７

８

９

10

11 1312
14

15
16

17 18

20
19

22

21
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　６～11は早期後半の茅山式系土器である。６は鵜ガ島台式で、２尖の口縁突起をもつ。幅広の多截竹管

による沈線でたすき状に区画した後、区画内に細い半截竹管による押し引き文を充填する。区画の要所に

は太い円形竹管を押捺する。７も鵜ガ島台式で、頚部文様帯には細く鋭い半截竹管による格子目文を施す。

８は表には擦痕、裏には細い貝殻条痕が認められる。９は表には貝殻条痕、裏には擦痕が認められる。と

もに子母口式と思われる。10・11は表裏とも貝殻条痕である。

　12～15は前期前半の関山式である。12は環付縄を４段施した下に、ＬＲの縄文を施す。補修孔がある。

13も環付縄で、０段多条である。14・15は同一個体で、コンパス文と羽状縄文を施す。縄文はＬＲ・ＲＬ

ともに０段多条である。

　16・17は前期後半の浮島式である。16には波状貝殻文と地文の撚糸文がわずかに見える。17は半截竹管

による口縁部条線帯と雑な波状文が認められる。

　18～21は中期後半の加曽利Ｅ式である。18・19は同一個体で、胴部には磨消懸垂文を施す。20・21も同

一個体で、縦位施文の撚りの粗いＬＲ縄文を施す。ともに加曽利Ｅ３式であろう。

　22は後期中葉の加曽利Ｂ式の紐線文系の粗製土器である。

第３節　まとめ
　今回調査した範囲は、ごく限られた地区であり、旧石器時代と縄文時代の遺構は検出されなかった。

　弥生時代の遺構について、既報告書１）では遺跡南半部の調査区外にも遺構が存在する可能性を指摘し

ている。今回検出されたＳＩ104、ＳＩ107は前回調査されたＳＩⅡ079に比較的近く、またＳＩⅡ079と

ＳＩ107の長軸方位はほぼ同一である。既報告書の考察を補強する調査結果と言える。

　古墳時代の遺構は、後期の竪穴住居跡が４軒検出された。船尾白幡遺跡Ⅱでは、調査区北部東半部に集

中していたが、今回検出された遺構は調査区に点在しており、特に集中している様相は見られない。時期

はこれまで検出された遺構と同様、６世紀末から７世紀前半と推定される。

　奈良・平安時代の遺構は竪穴住居跡２軒、掘立柱建物跡３棟、土坑10基である。竪穴住居跡は２軒とも

調査区の北西、掘立柱建物跡が集中する一画に位置している。ロクロ土師器杯の口径・底径比が２：１前

後であること、高台付杯・皿を伴うことから、既報告書のⅣ・Ⅴ期に属すると思われる２）。暦年代ではⅣ

期が９世紀第２四半世紀、Ⅴ期が９世紀第３四半世紀と推定される。船尾白幡遺跡・船尾白幡遺跡Ⅱと併

せて、奈良・平安時代の集落が最も栄えた時期と考えられる。

　墨書土器は11点出土している。器種はすべて土師器杯で、記載される部位は口縁部及び体部外面が９点、

底部外面が２点である。判読できる文字は「瓦」「仁」「長」で、いずれも口縁部～体部外面に正位で記さ

れている。この３つの文字はこれまでの調査で出土していない文字である。ほかに、残画から「帀」と推

測されるものが２点ある。口縁部外面１点、底部外面１点で、８世紀後葉～９世紀第３四半期の各時期に

わたり使用された文字である。既報告書で述べられているように、「帀」はこの集落にとって何らかの意

味を持った文字と言えそうである。

　船尾白幡遺跡や、本遺跡の谷を挟んで西側の台地に展開する鳴神山遺跡、白井谷奥遺跡を含めたこの地

域は、平安時代に編さんされた『和名類聚抄』に下総国印旛郡舩穂郷として記載されている。当該地域の

研究を精力的に行っていた田形孝一氏によって３）、船尾白幡遺跡Ⅱの所在する台地中央から検出された掘

立柱建物群は、いくつかの特徴から郷の管理施設ではないか、と指摘されている。東西棟とそれに直交す
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る南北棟がＬ字、もしくはＴ字型配置となっていること、東西棟のうち１棟には北側に庇をもつ建物があ

ること、柱穴の規模が周辺の建物に比べて大きいこと、北側に建物等の空白地帯が存在すること等がその

根拠である。

　船尾白幡遺跡・船尾白幡遺跡Ⅱともに未調査範囲があるため、難しい部分もあるが、今後更なる研究に

より古代の舩穂郷の様相が明らかになることを期待したい。

注１ 香取正彦ほか　2005　 『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅦ-印西市船尾白幡遺跡Ⅱ-』　（財）千葉県文化

財センター

　２ 糸川道行ほか　2004　 『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅥ-印西市船尾白幡遺跡-』　（財）千葉県文化財

センター

 　 　船尾白幡遺跡では出土した土器の特徴から、奈良・平安時代の竪穴住居と出土遺物を６期に区分している。想

定される暦年代は、Ⅰ期-８世紀前葉、Ⅱ期-８世紀後葉～９世紀初頭、Ⅲ期-９世紀第１四半期頃、Ⅳ期-９世紀

第２四半期頃、Ⅴ期-９世紀第３四半期頃、Ⅵ期-９世紀末～10世紀前半頃、としている。

　３ 田形孝一　1997　「下総国印旛郡舩穂郷の歴史景観-印西市鳴神山遺跡とその周辺-」『千葉史学』第31号

 田形孝一　2008　「〈速報〉発見！古代の郷（村）の管理施設-印西市船尾白幡Ⅱ遺跡から古代を探る-」　

 　　　　　　　　『印西の歴史』第四号　印西市史編さん委員会



－104－

第６章　白井新田１号遺跡

第６章　白井新田１号遺跡

第１節　遺跡の位置と調査の方法（第1-1・6-1・6-3図、図版1-1・6-1）
　白井新田１号遺跡は、北総線「白井駅」の北約0.5㎞に位置する近世の塚である。印旛沼西端に注ぎ込

む神崎川支流によって形成された標高26ｍの台地上に立地する。

　本遺跡の周辺には多数の塚が存在する（第6-1図）。通称木下街道沿いに北から白井遺跡（上人塚）、白

井第６号塚、白井第７号塚、白井新田１号遺跡、白井新田２号遺跡が並び、本遺跡の北西約1.5㎞には根

塚群や野口遺跡（白井第３号塚群）がある。また、本遺跡の南約１㎞には白井第２号塚群が所在していた

が、宅地開発によりすでに消滅している。いずれの塚も構築の時期や目的ははっきり分かっていない。

　調査に先立って委託測量を実施し、20ｍ間隔の測量図を作成した。その後、土層観察用のベルトを十文

字に残して周囲を掘り下げた。土層の堆積状況を確認後、全体を塚構築時の旧表土まで掘り下げたが、周

溝・埋葬施設等は検出されなかった。

第２節　遺構と遺物（第6-2図）
　白井新田１号遺跡は長軸方位をＮ-35°-Ｅにとる長方形の塚である。最頂部の標高は29.3ｍ、平坦部と

の比高は2.6ｍを測る。裾部が明瞭ではないため、仮に標高27ｍを基底部とした場合、長辺12.38ｍ、短辺

9.70ｍとなる。頂部に長辺2.98ｍ、短辺1.46ｍの平坦面を有する。

　盛土は黒褐色土を主体とし、周辺の表土とローム層上部を削って交互に積んでいる。最下層はローム微

粒子もしくは新規テフラを微量含む黒褐色土で、その上に明褐色土、暗褐色土を積み、上層は黒褐色土と

黒暗褐色土の交互層となっている。周溝は造られていない。また、盛土下の旧表土面から18世紀代とみら

れるキセルが出土したことから、塚の構築は江戸時代中期から後期と考えられる。ほかに埋葬施設や遺物

もみられないこと、周辺の木下街道沿いにも塚が複数存在すること、当時の集落から離れていること等か

ら、街道、あるいは村境の目印的な性格が考えられる。

　塚の南方には、南東方向に延びる土手と溝がある。土手の東側と西側にはそれぞれ１条ずつ溝が伴う。

土手の長さは47ｍ以上、高さは60㎝前後である。溝を含めた土手の幅は11ｍ前後、土手と溝の比高は1.2ｍ

～1.8ｍを測る。調査の主体が塚であることから、土手の詳細な調査は行っておらず、土手構築の目的や

時期は不明である。

第３節　まとめ
　白井市野口塚群の報告において、雨宮龍太郎氏が周辺塚群の特徴として盛土用土採取法の共通項を指摘

している１）。それは周辺表土を浅く削平しながら土を盛り、塚を構築していく方法で、本遺跡も同様の構

築法を取っている。しかし、これらの塚と同様、構築の目的等不明な部分が多い。

　白井市郷土資料館発行の『白井の地名』によれば、本遺跡の所在する根地区は神崎川最上流部の地域に

あたり、「文化13（1816）年『印旛郡白井木戸新田麁絵図』では、この土地は僅かな畑地だけで家がなく、

ほとんど林畑であった」とある２）。白井新田１号遺跡と本遺跡の北東約0.4㎞に位置する白井第７号塚の

地名は笹塚、本遺跡の南西0.3㎞に位置する白井新田２号遺跡の地名は念仏塚など、根地区には塚の付く
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番号 遺跡名 所在地 遺構・遺物等 備考
1 白井新田１号遺跡 根字笹塚 方形
2 白井新田２号遺跡 根字念仏塚 方形
3 根塚群 根字唐沢 古銭（寛永通宝・文久永宝・洪武通宝）、鉄片 白井根塚群、昭和57年調査
4 木遺跡 木字西吾妻 円形

5 野口遺跡
(白井第３号塚群) 木字野口 ６基・土師器、須恵器、陶磁器、砥石 白井３号塚群として平成

３年調査、消滅
6 長楽寺遺跡 根字小山 ７基 消滅
7 白井遺跡 根字上人塚 塚 平成６年調査
8 白井第６号塚 根字笹塚 １基、径３ｍ 昭和62年調査、消滅
9 白井第７号塚 根字笹塚 １基、方形一辺８ｍ 痕跡あり、消滅
10 白井第５号塚 根字城際 ２基、径５ｍ
11 白井第８号塚 根字大山 １基、径３ｍ 消滅
12 白井第４号塚群 根字木戸前 ２基、径３ｍ 消滅
13 白井木戸遺跡 根字上 方形
14 白井第２号塚群 堀込他 16基 消滅
15 白井第15号塚 復字中峠 １基

第6-1図　遺跡の位置と周辺遺跡

第6-1表　白井新田１号遺跡周辺塚一覧
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第６章　白井新田１号遺跡

第6-2図　白井新田１号遺跡　塚測量図
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第６章　白井新田１号遺跡

第6-3図　白井新田１号遺跡　土層断面図
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第６章　白井新田１号遺跡

地名が多くみられる。これら木下街道沿道に点在する笹塚、念仏塚などの地名は「新田開発以前に築かれ

た方形塚があり、塚が地名の基になった」とも考察している。笹塚については更に興味深い考察を加えて

おり、「菩薩」という文字が「ササ」とよく似た省略形で記される例や、隣接する地名が「念仏塚」であ

ること等から仏教関係の名前、「菩薩塚」であった可能性を示唆している。

注１　雨宮龍太郎ほか　1999　『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅢ』　（財）千葉県文化財センター

　　　雨宮龍太郎　1999　「印旛郡白井町野口塚群について」『研究連絡誌　55号』　（財）千葉県文化財センター

　２　白井市郷土資料館　2005　『白井の地名～ニュータウン開発以前の字地名～』

第6-4図　白井新田１号遺跡　周辺地形図
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第７章　鹿黒橋遺跡

第７章　鹿黒橋遺跡

第１節　遺跡の位置と調査の方法（第1-1・7-1・7-2図、図版1-2・7-1）
　鹿黒橋遺跡は、ＪＲ成田線木下駅の南南西1.4㎞に位置し、手賀沼に注ぐ亀成川によって形成された標

高約５ｍの沖積地上に所在する。この両岸は25ｍ前後の台地であり、北に大森古墳、東に天神台遺跡、木

下別所廃寺跡、南に三高台古墳、三高台遺跡、東台遺跡などがある。

　鹿黒橋橋梁架替工事に伴い、平成10年度と平成11年度に確認調査が行われた。調査範囲は鹿黒橋を境に

東西に分かれ、西側を平成10年度、東側を平成11年度に調査した。

　平成10年度は現河川及び水路を除く箇所についてグリッド調査を実施した。2.5ｍ×2.5ｍのテストピッ

トを５か所設置し、地山と思われる層まで掘り下げた。

　平成11年度は２ｍ×５ｍのトレンチを13本設定して調査を行った。その結果、耕地整理された現水田耕

作土の下にも水田耕作土が存在し、現水田とは異なり、亀成川に併行する畦畔及び水溜施設を伴う用水路

が検出された。共伴遺物の時期は15世紀後半から18世紀であること、調査区内では亀成川は中世以来流路

の変化がないこと等が確認されたため、当概期の水田跡として確認トレンチを拡張した。千葉県北部では

初めて確認された中世水田跡である。また、古代以前の遺物も流入しているが、遺構や遺物集中地点は検

出されなかった。よって、確認調査のみで調査を終了した。

　鹿黒橋遺跡の基本層序は第7-2図のとおりである。Ⅰ～Ⅲ層は現水田の耕作土で、酸化鉄を多く含む橙

色土粒など、混入物の多加によって分けられる。Ⅳ～Ⅴ層は近世以前の水田耕作土と思われ、ローム塊等

の混入物の多加によって分けられる。Ⅳ層に縄文土器～17世紀の近世陶磁器が混入している。Ⅵ層以下は

植物を混入した層で、遺物は出土していない。プライマリーな層である。Ⅶ層は笹の葉や根が大量に混入

しており、湿地帯に植生した植物が堆積したと考えられる。

第２節　遺構と遺物
　平成10年度の確認調査では、おおむね３層の堆積層が確認された。上から灰褐色土層（第１層）、黒褐

色土層（第２層）、青灰色砂層（第３層）である。第２層は泥炭層で、更に暗褐色土層、黒褐色土層（マ

コモ層）、暗褐色粘土層の３層に分かれる。

　遺物は第１層・第２層中から縄文時代後・晩期の土器片、古墳時代以降の土師器、須恵器、中世土器・

陶器、施釉陶器、近世陶器が層序に関係なく出土している。いずれも小片のため、図化はしなかった。

　平成11年度の確認調査では、調査区東部のⅤ層（黒灰褐色土）から土坑と溝、そのすぐ南東方向から畦

畔が検出された。遺物は縄文土器、古墳時代土師器、須恵器の他、15世紀～18世紀の陶磁器、銭貨、キセ

ル等が多く出土した。

ＳＸ001（第7-3図、図版7-1）

　北東から南西方向へ延びる溝で、北東端は調査区外へと続く。西端で南方向へ鍵の手状に曲がり、南端

に水溜土坑を有する。溝の長さは11.4ｍ、検出面での深さは20㎝前後である。用水路跡と思われる。堆積

土の第１層は灰褐色土で、基本土層のⅤ層に対応する。第１層中に砂粒を多く含んだ灰褐色砂質土が散見

された。溝の覆土は砂粒を多く含む暗褐色土に灰褐色土が堆積していた。
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第7-1図　鹿黒橋遺跡　周辺地形図
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第７章　鹿黒橋遺跡

　水溜土坑の規模は底面で長さ2.0ｍ、

幅32㎝～62㎝、深さは南端で32㎝、

北側で40㎝と北側が深くなる。覆土

は灰褐色土を基本とし、混入する砂

粒の多寡によって分けられる。

土坑１（第7-3図、図版7-1）

　ＳＸ001の南端に接する。北側に板

材が残っていた。規模は長軸1.1ｍ、

短軸0.8ｍ、底面で長軸0.8ｍ、短軸

0.5ｍ、検出面での深さは８㎝程で

ある。

土坑２（第7-3図、図版7-1）

　ＳＸ001の南に位置する。長軸方

位Ｎ-58°-Ｅを指すやや不整な長楕

円形である。規模は長軸長2.6ｍ、

短軸長1.3ｍ、検出面での深さは５㎝

～17㎝で、床面は北東側がやや深く

なる。

第7-2図　基本層序

畦畔（第7-3図、図版7-1）

　ＳＸ001の南東から検出された。幅0.5ｍ～1.0ｍ、検出面での高さ６㎝～16㎝で北西・南東方向に延びる。

長さは19.8ｍを測り、両端は更に続いている。明褐色土が多く混入する帯状の遺構で、水田の畦畔と考え

られる。周囲から出土した遺物により、15世紀～18世紀のものと推測される。明褐色土は厚さ３㎝～５㎝

で堆積しており、畦畔の基礎部分であろう。この上に酸化鉄をあまり含まない黒色土の帯があり、畦畔の

上層部と思われる。

出土遺物

　表土～Ⅴ層中から出土した主な遺物は、縄文時代中期・後期の土器片、弥生土器、古墳時代以降の土師

器、須恵器、埴輪、土玉、中世～近世の陶磁器、土器、滑石製スタンプ、砥石、銭貨、キセル、墨書のあ

る木札、漆塗椀、板材などである。このうち遺存状態の良いものを数点図化した。

中世以前（第7-4図、第7-1表、図版7-2）

　１・２は埴輪片である。外面にハケ目を有し、にぶい黄橙色を呈する。１は砂粒・赤色スコリア等の混

入物がやや多い。北側調査区の中央付近から出土した。

　３は退化したかえりが付く須恵器蓋である。口径17.0㎝、現存高1.7㎝だが、小片であり、若干歪みがあ

るため正確さを欠く。色調は灰色を基調とし、所々被熱により赤化している。胎土にやや大粒の白色粒子・

雲母を多量に含む。

　４は土師器杯である。須恵器蓋を模倣したもので、にぶい赤褐色を呈する。口径は15.0㎝、現存高4.9㎝

である。外面の調整は口縁部ヨコナデの後粗いミガキ、体部ヘラケズリ後ナデ、内面は多方向のミガキの

後放射状のミガキである。胎土に多量の白色粒子・赤色スコリアを含む。
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第7-3図　畦畔・ＳＸ001
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　５はロクロ成形の土師器高台付杯である。底部の一部のみが遺存し、外面にヘラ書きが見られる。内面

の調整はミガキである。色調はにぶい黄橙色、胎土に砂粒を含む。

　６は須恵器甕の胴部片を転用した砥石である。長さ12.0㎝、幅7.4㎝、厚さ1.1㎝で、側縁の二辺が研磨

によって丸みを帯びている。外面は格子目状の叩き、内面には同心円状の当て具痕が明瞭に残る。外面も

研磨しているのか、表面が滑らかである。外面の色調は黒灰色、内面は灰色、胎土に１㎜前後の白色礫を

含む。調査区の南西から出土した。

中世以降（第7-4図、第7-1表、図版7-2）

　調査区の北東から出土し、ＳＸ001及び畦畔に伴うと思われる13世紀～18世紀の遺物を図化した。分類

については発掘調査担当でもあった井上哲朗氏の教示による。

　７・８は龍泉窯系青磁碗（13世紀～14世紀）の底部片である。７は底径5.0㎝、現存高1.9㎝、削り出し

高台で高台端部が面取りされている。色調は灰色で、内外面に施釉される。８は底径7.8㎝、現存高2.2㎝、

削り出し高台と思われる。釉は全体に見られ、高台端部（接地面）のみ無 である。表面の色調はオリー

ブ灰色、素地は灰白色を呈する。

　９・10は瀬戸・美濃鉄釉擂鉢の口縁部片である。９は古瀬戸後期Ⅳ期古段階で表面の色調は褐色、素地

は橙色を呈する。10は古瀬戸後期Ⅳ期新段階で、表面の色調は黒褐色、素地は淡黄色である。

第7-4図　出土遺物
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第7-1表　鹿黒橋遺跡　主な出土遺物

番号 遺構番号 遺物番号 種別 時期 備考
1 7トレンチ 5 円筒埴輪
2 7トレンチ 5 円筒埴輪
4 1トレンチ 2 土師器坏 古墳時代後期 須恵器模倣坏
5 1・2トレンチ間 2 土師器高台付坏 9c代 底部外面ヘラ書き
3 7トレンチ 5 須恵器　蓋
6 5トレンチ 1 須恵器甕　転用砥石
7 1・2・7トレンチ間 1 龍泉窯系　青磁碗 13c～14c
8 7トレンチ 1 龍泉窯系　青磁碗 13c～14c

1・2・7トレンチ間 1 瀬戸・美濃　灰釉平碗 14c～15c
1・2・7トレンチ間 1 瀬戸・美濃　灰釉平碗 14c～15c

9 1・2・7トレンチ間 1 瀬戸・美濃　鉄釉擂鉢 15c中葉　古瀬戸後期Ⅳ期古段階
10 1・2・7トレンチ間 1 瀬戸・美濃　擂鉢 15c後半　古瀬戸後期Ⅳ期新段階

7トレンチ 2 瀬戸・美濃　鉄釉擂鉢 15c後半　古瀬戸後期Ⅳ期新段階
7トレンチ 3 瀬戸・美濃　鉄釉擂鉢 15c後半～16c代
1・2・7トレンチ間 1 瀬戸・美濃　擂鉢 15c後半～16c代

11 1・2・7トレンチ間 1 土器擂鉢 15c後半～16c代
3トレンチ 2 土器擂鉢 15c後半（～16c代）
3トレンチ 2 土器擂鉢 15c後半（～16c代）
3トレンチ 2 土器擂鉢 15c後半（～16c代）
1・2・7トレンチ間 1 土器擂鉢
7トレンチ 1 土器擂鉢or内耳土鍋 中世
7トレンチ 1 土器擂鉢or内耳土鍋 中世
7トレンチ 1 土器擂鉢or内耳土鍋
SX001 67 中世内耳土鍋

12 1・2・7トレンチ間 1 瀬戸・美濃　灰釉挟み皿 15c末～16c初　大窯1段階
13 7トレンチ 2 瀬戸・美濃　灰釉端反皿 15c末～16c初　大窯1段階
14 4トレンチ 3 瀬戸・美濃　鉄釉擂鉢 15c末～16c初　大窯1段階

7トレンチ 1 瀬戸・美濃　天目茶碗 15c～16c代
7トレンチ 1 内耳土鍋 15c～16c
4トレンチ 1 内耳土鍋 15c～16c

15 SX001 61 志野小皿 16c末～17c初
7トレンチ 1 瓦質火鉢か 中世
7トレンチ 1 常滑　大甕 中世
1・2・7トレンチ間 1 常滑　大甕 中世
7トレンチ 3 常滑　大甕 中世
4トレンチ 3 常滑　大甕 時期不明
SX001 1 常滑　大甕

16 7トレンチ 1 カワラケ（灯明皿） 16c代
3トレンチ 2 カワラケ 16c後半～17c
3トレンチ 2 カワラケ 16c後半～17c
4トレンチ 3 カワラケ 16c後半～17c
1・2・7トレンチ間 2 カワラケ 16c～17c
1・2・7トレンチ間 2 カワラケ 16c～17c
現水田土 カワラケ 16c～17c
現水田土 カワラケ 16c～17c
SX001 1 瀬戸・美濃　紅皿 18c代
3トレンチ 1 瀬戸・美濃　湯呑碗 19c
SX001 31 土人形

17 7トレンチ 5 砥石
18 7トレンチ 3 土玉
19 1・2・7トレンチ間 2 滑石製スタンプ 中世
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　11は土器擂鉢（15世紀後半～16世紀代）である。内面には７本一組の工具によるカキ目が見られる。色

調は灰黄褐色、胎土に白色粒子・雲母を含む。

　12は瀬戸・美濃灰釉挟み皿（大窯１段階、15世紀末～16世紀初頭）である。口径は10.0㎝、底径2.4㎝、

器高2.0㎝を測る。底部は回転糸切り、底部からの立ち上がりは曖昧である。内面と口縁部外面に施釉され、

底部内面にはトチン跡が見られる。被熱により外面に煤が付着している。

　13は瀬戸・美濃灰 端反皿（大窯１段階、15世紀末～16世紀初頭）の口縁部片である。表面の色調は灰

オリーブ色、素地は灰白色を呈する。

　14は瀬戸・美濃鉄釉擂鉢（大窯１段階、15世紀末～16世紀初頭）の口縁部片である。外面及び口縁部内

面に施釉される。表面の色調は黒色、素地はにぶい橙色を呈する。

　15は志野小皿（16世紀末～17世紀初頭）の口縁部片である。口径10.8㎝、現存高1.5㎝、色調は灰白色で

内外面に施釉される。胎土に白色粒子・スコリアを含む。

　16はロクロ成形のカワラケ（16世紀代）である。口縁部内面に油煙が付着しており、灯明皿として使用

していたと思われる。口径7.8㎝、底径4.8㎝、器高2.2㎝、底部は回転糸切りである。色調は明褐色、胎土

に雲母微粒子・白色粒子を含む。

その他の遺物（第7-4図、第7-1表、図版7-2）

　17は凝灰岩製の砥石である。長さ7.6㎝、幅2.4㎝、厚さ2.2㎝で、側面は４面とも使用している。上下両

端を欠損するが、下端は再利用している。上端には孔の一部が残っている。

　18は土玉である。最大径3.6㎝、高さ3.0㎝、孔径0.8㎝である。表面はナデによって平滑に整えられている。

色調はにぶい黄橙色、胎土に赤色スコリアを含む。

　19は滑石製スタンプである。ややいびつな三角形で、長さ3.3㎝、幅2.1㎝、厚さ1.3㎝である。両面に文

様が彫り込まれ、下面には貫通しない孔が１個見られる。孔は回転穿孔で直径５㎜、孔の先端は更に径を

狭め直径３㎜程となる。表面に彫り込まれた文様は、一方は麻の葉に類似した文様で彫りが深く、もう一

方は矢羽根状の文様と円を組み合わせた丁寧な文様である。

木製品（図版7-1・7-2）

　板状の木製品がＳＸ001から３点出土している。長さ9.4㎝～14.9㎝、幅3.4㎝～4.4㎝、厚さ0.7㎝～1.2㎝

である。うち１点には表裏面に墨書がみられる。いずれも特に加工痕が見られなかったため、図化はしな

かった。墨書が記された木札のみ図版を掲載した。出土した直後は表裏面に墨書が確認できたようだが、

文字の内容についてははっきり読み取れない。

　漆器はⅣ層から２点出土している。小片のため図化できなかったが、図版のみ掲載した。１は外面が黒

漆、内面が朱漆で仕上げられている。外面に高台部分が確認できる。２は黒漆地に朱漆で文様が描かれた

椀である。

第7-5図　出土銭貨（1/1）

1 2 3 4 5 表 5裏
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銭貨（第7-5図、第7-2表、図版7-2）

　銭貨は15枚出土している。そのうち11枚は寛永通寳で、背面に「文」と鋳されたもの１枚を含む。ほか

に永楽通寳（初鋳造1408年）が２枚、至和元寳（初鋳造1054年）の篆書が１枚、淳化元寳（初鋳造990年）

の行書が１枚出土している。１・２・５はＳＸ001から、３・４は調査区北側の砂層内からの出土である。

第３節　まとめ
　本遺跡から出土した遺物は他遺跡からの流れ込みによるものが大半を占める。そこで、縄文時代、古墳

時代、奈良・平安時代の周辺遺跡を概観する。本遺跡の東0.5㎞ほどに位置する天神台遺跡（２）は、縄文

時代から奈良・平安時代にかけての複合遺跡で、貝塚と集落跡が検出されている。遺物は縄文時代早期の

田戸式、中期の加曽利Ｅ式、後期の堀之内式、加曽利Ｂ式、安行式土器、弥生土器、土師器、須恵器が見

られる。天神台遺跡の北に隣接する曽谷窪遺跡（３）も旧石器時代～弥生時代、奈良・平安時代の複合遺跡

である。平成23年度の調査では、縄文時代の遺構は検出されず、早期・後期の縄文土器片が少量出土した。

また、弥生時代の竪穴住居跡が５軒検出されている。本遺跡の北西0.5㎞に位置する大畑遺跡（４）は縄文

時代～奈良・平安時代の複合遺跡で、縄文時代中期（加曽利Ｅ）、弥生時代後期～古墳時代前期、平安時

代の住居跡がそれぞれ１軒確認されている。また、掘立柱建物跡を構成しそうな柱穴列も検出されている。

亀成川の最上流部、本遺跡から南東へ2.8㎞の位置には宗甫遺跡（６）があり、旧石器時代、縄文時代草創期・

前期・中期の土器片を出土している。

　古墳時代の遺跡は、北北西0.3㎞の所に大森古墳（10）がある。全長35ｍの前方後円墳で、横穴式石室を

有する。東へ0.3㎞の所には八夜台古墳（11）、南約0.2㎞に三高台古墳（12）、更に南0.4㎞には割野古墳（13）

が所在するが、いずれも未調査である。八夜台古墳は塚の可能性もある。集落遺跡は南へ0.8㎞の位置に

東台遺跡（５）が展開しており、1980年の調査では古墳時代中期～後期の住居跡が５軒と土師器の出土が確

認されている。

第7-2表　鹿黒橋遺跡　出土銭貨計測表

外縁外径 外縁内径 内郭外径 内郭内径 縁厚 内厚 量目
（㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （ｇ）

1 SX001 72 永楽通寶 24.9 20.7 6.9 5.7 1.4 0.8 3.7
2 SX001 51 永楽通寶 24.9 20.5 6.5 5.8 1.3 0.7 3.4
3 ７ﾄﾚ砂層内 4 至和元寳 23.5 19.9 7.4 6.1 1.2 0.7 2.9
4 １ﾄﾚ砂層内 2 淳化元寳 24.7 17.6 6.5 5.1 1.3 0.9 3.7
5 SX001 47 寛永通寶 25.5 20.0 7.0 6.0 1.4 0.7 4.0

SX001 22 寛永通寶 24.6 20.0 7.0 5.5 1.1 0.5 1.9
SX001 26 寛永通寶 21.4 17.8 7.4 6.3 1.1 0.8 2.4
SX001 71 寛永通寶 24.4 19.9 6.7 5.2 1.3 1.0 3.7

７ﾄﾚ砂層内 4 寛永通寶 22.5 17.6 7.5 6.2 0.8 0.4 1.4
７ﾄﾚ砂層内 4 寛永通寶 22.3 17.2 7.6 6.2 1.1 0.8 2.4
７ﾄﾚ砂層内 4 寛永通寶 24.5 19.0 6.9 5.6 1.2 0.7 3.2
現水田土 一括 寛永通寶 22.8 19.1 8.1 5.9 1.4 1.0 3.2
河川表採 寛永通寶 23.8 19.5 6.9 5.1 1.2 0.7 2.8
表採 寛永通寶 24.2 19.2 6.8 5.4 1.3 0.6 2.7
表採 寛永通寶 23.3 18.2 7.4 5.9 1.1 0.8 2.7

挿図
番号 遺構番号 遺物

番号 種別
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　奈良・平安時代の遺跡は、天神台遺跡の南に木下別所廃寺跡（18）がある。曽谷窪遺跡から出土した瓦や

製鉄関連の遺構・遺物は木下別所廃寺に供給されたものと考えられている。

　これら上流部の遺跡から縄文土器や土師器、須恵器などの遺物が流入したと思われるが、埴輪について

は周辺の古墳の調査例が乏しいため不明である。現段階で埴輪を有する古墳として周知されているのは、

本遺跡から東へ3.5㎞の道作古墳15号墳（14）、同じく東へ５㎞ほどの位置にある浅間山古墳群（15）、鶴塚

古墳（16）、小林古墳群（17）などである。距離が隔たることと水系が異なることから、これらの古墳からの

流れ込みであるとは考えにくい。未調査であり、埴輪は採集されていないが、可能性としては、横穴式石

室を有する大森古墳が有力かも知れない。今後の調査に期待したい。

　鹿黒橋遺跡から検出された畦畔及び水溜施設を伴う用水路と同時代の遺跡は、現段階では知られていな

い。東北東へ３㎞ほどの位置に台地整形区画や地下式坑が検出され、カワラケを出土した東遺跡（19）が所

在するが、やや距離がある。恐らく亀成川流域の台地上に展開していたと思われるが、周辺には未調査の

遺跡も多く、あるいは開発によって失われた可能性もある。ただ、本遺跡から北西へ0.6㎞の位置に承和

年間（834～847年）に創建されたと伝わる長楽寺や、北東0.5㎞程の位置に大森陣屋が置かれるなど、中

世から近世にかけて重要な役割を担っていた地域であることは間違いなさそうである。今後慎重に検討し

ていく必要がある。

第7-6図　鹿黒橋遺跡周辺の主な遺跡（1/50,000）
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１．鹿黒橋遺跡　　２．天神台遺跡　３．曽谷窪遺跡　４．大畑遺跡　　５．東台遺跡　６．宗甫遺跡　７．後庵山古墳群

８．森内古墳　　９．上宿古墳　　10．大森古墳　　11．八夜台古墳　12．三高台古墳　13．割野古墳　14．道作古墳群

15．浅間山古墳群　16．鶴塚古墳　17．小林古墳群　18．木下別所廃寺跡　19．東遺跡　20．大森陣屋跡

１．鹿黒橋遺跡　　２．天神台遺跡　３．曽谷窪遺跡　４．大畑遺跡　　５．東台遺跡　６．宗甫遺跡　７．後庵山古墳群

８．森内古墳　　９．上宿古墳　　10．大森古墳　　11．八夜台古墳　12．三高台古墳　13．割野古墳　14．道作古墳群

15．浅間山古墳群　16．鶴塚古墳　17．小林古墳群　18．木下別所廃寺跡　19．東遺跡　20．大森陣屋跡
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滑石製スタンプについて（第7-7図）
　滑石製鍋の破片を再利用して作られたとされる滑石製スタンプ１）は、主に神奈川県鎌倉市周辺から出

土しているが、近年わずかながら鎌倉市以外でも発見されるようになった。茨城県土浦市神出遺跡２）、群

馬県前橋市元総社小見内Ⅹ遺跡３）、埼玉県川越市河越館跡４）、千葉県内では袖ヶ浦市荒久（２）遺跡で出土

している５）。いずれも鍛冶などの生産関連遺構を伴う14世紀～15世紀頃の遺跡である。用途は染型、印章、

博奕の札や神社の護符に捺す印判等が考えられているが、それらを裏付ける証拠はなく、確証が得られて

いない。本遺跡出土品のように未貫通の穿孔を持つものも多く、鎌倉市千葉地東遺跡では鉄製の柄が付い

た状態で出土している６）。使用方法の一端を窺わせるようで興味深い。

　小野正敏氏は滑石製スタンプを蝋纈染めの道具と推定し、専門的な職人の生産活動の証拠と捉えている７）。

荒久（２）遺跡を例に挙げ、久留里往還（推定鎌倉街道）に面した荒久（２）遺跡から出土したことにより、

街道沿いのこのような遺跡が、流通と生産を担っていた可能性を示唆している。

　本遺跡から出土した滑石製スタンプは、残念ながら遺構に伴うものではないが、拠点となる集落が分か

れば往時の鹿黒橋周辺の様相が再現できるかも知れない。

注１　手塚直樹　1978　「滑石製スタンプ」『長勝寺遺跡』（株）かまくら春秋社

　　　岡山　仁　1980　 「小町通り・松秀ビル用地出土の滑石製スタンプ状製品」『鎌倉考古』№３　鎌倉考古学研究所

　　　神奈川県立歴史博物館　2012　『世界遺産登録推進三館連携特別展　武家の古都・鎌倉』

　２　黒澤晴彦ほか　1999　『東出・神出・仲居遺跡』土浦市教育委員会

　３　齊木一敏ほか　2005　『元総社小見内Ⅹ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　４　平野寛之　2012　「河越館跡-史跡整備に向けた発掘調査-」『埼玉考古学会　情報』29　埼玉考古学会

　５　小林清隆　1998　 『袖ヶ浦市荒久（２）遺跡-主要地方道千葉鴨川線埋蔵文化財調査報告書２-』　（財）千葉県文化財

センター

　６　 服部実喜　1986　『神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告10　千葉地東遺跡』神奈川県立埋蔵文化財センター

　７　小野正敏　2010　「生産遺跡から中世をみる」『歴博』第160号　国立歴史民俗博物館
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第7-7図　滑石製スタンプ出土例
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袖ヶ浦市荒久（２）遺跡

前橋市元総社小見内X遺跡

土浦市神出遺跡
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第８章　清戸Ⅱ遺跡

第１節　遺跡の位置と調査の方法（第1-1・8-1・8-2図、図版1-1）
　清戸Ⅱ遺跡は、印西市・八千代市・船橋市に近接する白井市の東端部に所在し、神崎川によって開析さ

れた標高約22ｍの台地上に位置する。台地は神崎川支流の小河川に浸食された結果、南北に長い舌状とな

り、東側の低地とは約10ｍの高低差が生じている。

　清戸遺跡の調査は昭和48年度、昭和62年度・平成４年度・平成12年度に行われ、すでに報告済みであ

る１・２）。今回の報告は、平成４年度の千葉県道189号千葉ニュータウン北環状線建設に伴う調査時に、未

調査区として残されていた市道部分に該当し、その面積は520㎡である。このため、前回の調査を踏襲し、

調査対象区域を公共座標に合わせて、20ｍ×20ｍの大グリッドを設定した。小グリッドは北西隅を起点に

00から付し、次列は10～14、末列は40～44とした。調査範囲が既存の道路であるゆえ、北東から南西

に細長い形状となっている。調査区域内の基準杭、8Ｈ-00グリッドの公共座標は、日本測地系では

Ｘ＝-22,960.000、Ｙ＝23,520.000であり、世界測地系ではＸ＝-22,604.855、Ｙ＝23,226.392となる。

　現行の道路が調査対象であるため、通行に支障の無いよう、南北ほぼ等分に分けて発掘を行った。その

結果、平安時代の溝１条と近世官牧の印西牧外縁の土坑列２条、近世の溝９条、近代の道跡１条を検出し

た。出土遺物は平安時代の土師器・須恵器片の他に、中・近世陶磁器であった。なお、平安時代の溝は平

成４年度調査で検出された溝と連続するものである。

注１　中山吉秀・鈴木道之助　1976　 『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書Ⅴ』千葉県企業庁・（財）千葉県文化財センター

　２　古内　茂・香取正彦・大内千年　2007　 『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅩⅨ-白井市清戸遺跡・印西市

古新田南遺跡-』（財）千葉県教育振興財団

第２節　遺構と遺物
　このたびの調査は平成４年度調査で残されていた全長約100ｍ、幅４ｍ～５ｍの道路部分である。平安

時代の溝と近世印西牧外縁部の開発に伴う土坑列・溝が検出されたが、先の調査で報告された溝に続く遺

構、あるいは近世・近代の遺構であり、新知見が加わるものではない。現在ではアスファルトでコーティ

ングされ、車道となっている道だが、江戸時代中期以降、段階的に道の原型が形成されたことを物語って

いる。遺構に伴う遺物については各々の項でも記したが、近世・近代溝遺構で出土した遺物は長期間に及

ぶ廃棄や流れ込みのためか、遺存状態が悪く、時期・器種を特定できないものが多い。このため、特徴的

な遺物以外は遺構別に並べ、俯瞰写真を示すにとどめた（図版8-2）。

１．平安時代の遺構
ＳＤ004（第8-3図、図版8-1・8-2）

　8Ｇ-04・14、8Ｈ-00・10グリッドにて検出され、標高約21ｍの平坦面に位置する溝状遺構である。検出

された溝の長さは最大で2.60ｍ、幅2.60ｍ～2.90ｍ、深さ80㎝であり、平成４年度調査で検出された溝（平

成18年度報告の名称はＳＤ001）に続く部分である。幅は既に報告されている前回の調査の範疇であるが、
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第8-2図　清戸Ⅱ遺跡　遺構分布図
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第8-3図　ＳＤ004　検出状況・出土遺物

深さは今回調査した部分の方が20㎝ほど深い。断面は幅の広いＵ字形である。覆土は、南西側から腐植土

混じりの褐色土層が流れ込んだ後に黒褐色土が堆積し、焼土・腐植土・灰褐色土が覆う。溝が使用されな

くなった後、自然堆積したものと思われる。なお、北西側は近代の攪乱により寸断される。
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第8-4図　近世土坑列・溝
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　平成19年度にＳＤ001として報告された本溝ＳＤ004は、３条検出された溝の中でも古い時期の所産と捉

えられてはいたが、出土した平安時代の灰釉陶器片、フイゴの羽口などは周縁からの流れこみと考えられ

ていたため、時期確定には至っていなかった。しかし今回の調査によって本溝の帰属時期が明らかとなり、

平安時代の集落と対応する遺構であることが明らかになった。

出土遺物

　この溝の覆土から一括して取り上げられた遺物には、土師器の坏・甕や須恵器などがあるが、いずれも

９世紀の所産である。破片11点が出土し、９点が接合した結果、甕、甑の一部が確認できた。

　１は土師器の甕である。小形で、球形に近い形状と思われる。復元口径は12.00㎝、器高は8.50㎝である。

輪積み、ロクロナデ成形であり、胴部外面はヘラナデ、内面はナデ調整である。色調は赤褐色で、胎土に

は銀色の細かい雲母粒と赤色スコリアがみられる。内面にススが付着する。２は須恵器甑である。胴部は

全体の約20％、底部は15％ほどが遺存しているが、口縁部は出土していない。復元底径は14.30㎝、高さ

は20.30㎝である。胴部外面の調整は平行叩き後、胴部下位はヘラケズリ調整である。底部は遺存部が少

なく、孔の形状は不明である。色調は鈍い赤褐色で、胎土に細かな雲母片を多く含む。内外面には黒色の

細い筋が縦横に廻る。

２．近世の遺構
　近世の溝状遺構８条と土坑列２条が検出された。平成19年に報告された溝・土坑列と関連すると思われ

るが、連続性を確認できたものはなかった。また、後世の攪乱や作り替えによって所々寸断されており、

流れを追うことも叶わなかったが、近世から現代にいたるまで溝、道路の方向は同じであり、溝から道へ

と変化していったことがわかる。

　遺構の時期は大きく２つに分けられる。南北の土坑列（Ｐ１～Ｐ８、Ｐ９～Ｐ15）は覆土等からより古

いであろうと推測されたが、北部土坑列において重複するＳＤ002（２）が土坑列を壊しており、その遺構

内から18世紀後半の志戸呂灯明皿が出土しているので、それ以前の所産と考えられる。ＳＤ002（２）も

土坑列に沿って掘られているので、ある程度埋まった後の所産かと想定される。また、調査区北端の

ＳＤ005・ＳＤ006は調査区北側の宗像神社前を走る江戸期の道に並行しており、これも近世の溝と考えら

れる。それと交差するＳＤ007はより新しいと思われる。

　その後、近代になって南北土坑列の間に丁度収まるように道と溝が造られている。ＳＡ001踏み締め面

下位には近代明治期の陶磁器片が入っており、西側に隣接して並行するように走るＳＤ001でも同時期

の遺物が出土していることから、両者は一連の遺構と考えられる。なお、ＳＤ001内ないしは並行する

ＳＤ008、ＳＤ002（１）・ＳＤ009はＳＤ001覆土を掘削するかたちで掘られており、当然それより後の所産

である。掘り直しであろうか。

南部土坑列（Ｐ１～Ｐ８）（第8-4図、図版8-1・8-2）

　9Ｇ-11～9Ｇ-40グリッドで検出されたＰ１からＰ８が該当する。調査範囲内での土坑列の長さは約12ｍ、

土坑の規模は幅（直径）1.00ｍ～1.50ｍで、中心点間は1.40ｍ～1.60ｍ、隣りあう土坑とは0.15ｍ～0.25ｍ

の間隔で並んでいる。ほぼ等間隔で直線状に８基が並ぶ。Ｐ１の先にも連なっていた可能性は否めないが、

Ｐ８は端部であろう。深さは検出面から0.33ｍ～0.43ｍで、北西側は南東側よりも検出面が高く、地形条

件の差に起因する可能性が高い。土坑の覆土は黒色土と黒褐色土であり、自然堆積と考えられる。断面形
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状は幅広のＵ字形である。Ｐ１～Ｐ５の東側は近世～近代の溝ＳＤ003によって切られている。

　Ｐ２～Ｐ８には計37点の土器片が出土した。須恵器や土師器の小片が少数みられるが、大多数が近世陶

器片である。

北部土坑列（Ｐ９～Ｐ14）（第8-4図、図版8-1）

　8Ｇ-33～9Ｇ-02グリッドで検出されたＰ９からＰ14が該当する。南部土坑列同様、隣り合う土坑とはほ

ぼ一定間隔で並ぶ。残存する土坑列の長さは11ｍ、個々の断面は皿状で、検出面からの深さは15㎝～30㎝

である。南部土坑列ほどの深さはない。近世中頃かと推測されるＳＤ002（深いピット列を伴う浅い溝）

が東半部に並行して走っており、重複状況から、明らかに土坑列が古い。いずれも自然堆積で埋まったも

のと思われる。

　遺物はＰ10、Ｐ11、Ｐ14から各々３点出土した。土師器や陶磁器、砥石などの小片がみられるが、遺物

からは遺構の帰属時期を特定するのは困難である。

溝状遺構

ＳＤ001（第8-4・8-5図、図版8-1・8-2）

　8Ｇ-23～10Ｆ-12グリッドで検出した。検出された長さは46.17ｍ、幅0.94ｍ、深さ40㎝である。ＳＤ008、

ＳＤ009に切られている幅広の溝であり、近代の道に対応する西側の地境溝であろう。

　出土した遺物は21点で、近代の磁器片や石片などが少量混じるが、多くは時期を特定できない小土器片

である。

ＳＤ002（１） （第8-5図、図版8-1・8-2）

　9Ｆ-34～10Ｆ-22グリッドで検出したＳＤ001の東側に並列して走る近代の溝である。検出された長さは

15.16ｍ、幅0.63ｍ、深さ56㎝である。ＳＤ008に接続する近代の地境溝であろう。

　２は土製の鉢または甕の胴部下位～底部である。胴部下位には８㎜～12㎜の厚みがあるが、底面の厚み

は５㎜～６㎜と大変薄い。胎土にφ１㎜の白色粒と銀色の細かい雲母を含む。ＳＤ002（１）の南西端に位

置する10Ｆ-22グリッドの一括資料として取り上げられた15点のうちの１点である。古墳時代の須恵器の

大甕片や須恵器の甑片が少量みられるが、その他の多くは近世に属するものであり、瀬戸擂鉢・茶入れ、

染付椀の小片などが大半である。

ＳＤ002（２） （第8-4図、図版8-1・8-2）

　8Ｇ-33～8Ｇ-42グリッドで検出したピット列を伴う溝である。検出された長さは8.49ｍ、幅0.82ｍ、深

さ24㎝である。ピット列は小さいながらも深さがあり、概して等間隔であることから、柵列と思われる。

南側の端部、9Ｇ-02グリッドにてＰ15が付随するが、大部分が攪乱を受けているため全体の形状は把握で

きない。Ｐ15の推定される規模は長径１ｍ、短径0.8ｍほどであろうか。断面形状は浅い皿状を呈する。

鉄釉灯明皿が出土していることから、北部土坑列の一部ではなく、これらを切るＳＤ002（２）と同時期の

土坑であると判断した。

　１はＳＤ002（２）Ｐ15から出土した志戸呂鉄釉灯明皿片である。推定径は10.5㎝、高さは1.9㎝である。

色調は鈍い赤褐色（5YR4/4）であり、黒いタール状の付着物が外面口唇部から底部に点在する。

ＳＤ003（第8-4図、図版8-1）

　9Ｇ-21～9Ｇ-40グリッドで検出した。検出された長さは6.16ｍ、幅0.91ｍ、深さは22㎝である。北部土

坑列を切るＳＤ002（２）に対応する可能性があるが、深い土坑列は伴わず、幅・深さともに一定する。該
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当する出土遺物はなく、時期は近世以降と推測する。

ＳＤ005（第8-2図、図版8-1）

　7Ｇ-44～7Ｈ-40グリッドで検出した。検出された長さは2.34ｍ、幅0.93ｍ、深さ30㎝である。北側旧道

と並行する。該当する出土遺物はないが、近世以降と推測される。

ＳＤ006（第8-5図、図版8-1）

　7Ｈ-21～7Ｈ-23グリッドで検出した。検出された長さは6.32ｍ、幅0.71ｍ、深さ80㎝である。北側旧道

と並行する。該当する出土遺物はないが、近世以降と推測される。

ＳＤ007（第8-5図、図版8-1）

　7Ｈ-12～7Ｈ-22グリッドで検出した。検出された長さは1.07ｍ、幅1.61ｍ、深さ80㎝である。北側旧道

と直交するように走り、ＳＤ006と重複し、より新しいと思われる。該当する出土遺物はないが、近世以

降と推測される。

ＳＤ008（第8-4図、図版8-1・8-2）

　8Ｇ-23～8Ｇ-42グリッドで検出した。検出された長さは11.46ｍ、幅0.47ｍ、深さ30㎝である。ＳＤ001

の東側を並列ないしは重複して走る断面Ｕ字の溝である。ＳＤ001がある程度埋没したのちに掘られてお

り、それに後続する近代の地境溝であろう。なお、調査区南側のＳＤ002（１）は、本来このＳＤ008に接続

する一連の遺構と考えられる。

ＳＤ009（第8-4図、図版8-1・8-2）

　8Ｇ-23～9Ｇ-20グリッドで検出した。検出された長さは24.56ｍ、幅0.59ｍ、深さ22㎝である。

　北東ではＳＤ001を切って併走するが、途中の攪乱で途切れる。ＳＤ008同様、南西の10Ｆ-31グリッド

へと延びていた可能性がある。摩耗した土器の小片７点が出土しているが遺構の時期は特定できない。

３．近代の遺構と遺物
ＳＡ001（第8-5図、図版8-1・8-2）

　8Ｇ-42～10Ｆ-32グリッドに位置し、現市道下で検出された近代の道跡である。検出された長さは26.63ｍ、

幅1.16ｍ、深さ26㎝である。明瞭な踏み締め面での検出状況であるから、幅は一間以上あったものと思わ

れる。出土遺物から、明治期に道路化したものと思われる。土器や陶磁器片が106点出土しており、半数

は白地にコバルトで描かれた近代の磁器である。推定される口・底径、高さなどから、同じ形の複数の器

が確認できた。なお、完形品は皆無である。

４．遺構外出土遺物（第8-6図、図版8-1・8-2）
　１～３は遺構内に混入した近世以前の遺物である。

　１は、南部土坑列Ｐ２の一括資料のうちの１点である。９世紀代のロクロ土師器杯口縁～体部片であり、

内外面とも黒色処理が施される。

　２は須恵器大甕の頚部である。内外面とも平らで、傾斜や丸みが極めて弱い。遺存するわずかな部位か

ら推定されるくびれ部分の内径は21㎝～24㎝ほどであろうか。外面肩部は平行タタキ技法で整形されてお

り、内面は当具痕がナデ消され、微光沢を帯びた灰褐色を呈している。既調査結果からして９世紀代の製

品であろう。10Ｆ-22グリッドから出土した一括資料15点の中の１点である。
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第8-5図　近世溝・近代道跡
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 1 黒色土 表土
 2 黒褐色土 若干のローム塊混り腐植土
 3 黒褐色土 2層に類似するがローム塊少　黒色土は塊状
 4 黒褐色土 2＋3層
 5 黒褐色土 大きなローム塊混り腐植土　しまりあり　道として利用
 6 黒褐色土 黒色土と若干のローム粒混腐植土が塊状に混在
 7 黄褐色土 黒色土とローム粒が塊状に混在
 8 黒褐色土 ローム粒・塊混腐植土　遺構覆土ではなくⅡ層相当か

※1～5はＳＤ006　6・7はＳＤ007の覆土

 1 黒褐色土 ローム粒・ロームブロック混り腐植土
 2 黄褐色土 ロームブロック混り腐植土
 3 黒褐色土 腐植土主体

 1 黒褐色土 ローム粒・塊混
 2 黒色土 しまりのある腐植土
 3 褐色土 ローム粒・ロームブロック混り腐植土
 4 黄褐色土 サラサラした腐植土混りローム
 5 黄褐色土 若干の腐植土混りロームブロック
 6 黒褐色土 ローム粒混り腐植土
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　３は、近代の道路遺構ＳＡ001の一括資料の中に含まれていた中世の常滑甕底部片である。色調は外面

下部が微光沢のある灰色、内面は白色の付着物が既存の面を覆っている。

第３節　まとめ（第8-1表）
　このたびの調査は、先年度までの間隙を埋めるための道路１条分、520㎡の調査であった。旧石器～古

墳時代の遺構は検出されなかったが、平安時代の溝と近世、近代の溝・土坑列が確認できた。遺物は、平

安時代の土師器・須恵器、近世の鉢・甕・灯明皿や陶磁器片である。千葉県教育振興財団が行う千葉ニュ

ータウン事業関連の調査は今回を以て終了するため、平成25年度に白井市教育委員会が行った８次調査分

までを含めた清戸遺跡、清戸Ⅱ遺跡の概要を第8-1表に記した１～６）。

古墳時代

　清戸・清戸Ⅱ遺跡では、部分的な発掘ながらもこれまでに古墳時代前期の住居跡12棟が検出されていた１・２）

が、昨年（平成25年）、１棟が白井市教育委員会の調査によって新たに検出されたため、計13棟となった。

これらは遺跡東側の神崎川支流沿いに展開しており、清戸地区全体から見れば南側に広がる谷津地帯に面

する台地上にあたる。

平安時代

　平安時代の遺構としては、前回調査からつながる溝１条が検出され、同時期の遺物として土師器甕や須

恵器甑片が出土した。

　清戸地区の台地上にはこれまで、白井市と千葉県の調査によって平安時代の竪穴住居跡15軒が検出され

ている。調査は台地のごく一部分に過ぎず、未調査部分にも遺構が展開していた可能性があることは明ら

かである。白井市内での平安時代の住居は１～２軒が検出されることはあっても、清戸遺跡のように集落

を形成する遺跡は稀である。出土した土器の年代は「竜神伝説」＝清戸の泉伝説注１）発祥の９世紀初頭よ

り約半世紀ほど新しく、９世紀中葉前後に位置づけられる。若干の時期的なずれは生じているが、水辺に

住まう当時の人々の思いが伝説を生み出す素地となったことは想像に難くない。

近世

　本遺跡からは近世の遺構として土坑列２条と溝８条が検出された。前回調査でも同様の遺構が検出され

ており、この地一帯に類似の遺構が展開すると思われる。土坑列、あるいは土坑列を底面に持つ溝は近世

の牧に関連するものが多い。同様の土坑列は、シシ穴、ピット列、柵列として報告され、白井市二部山遺

跡、唐沢シシ穴遺跡、印西市泉北側第２遺跡、向新田遺跡、高堀所在野馬土手に類例をみることができる。

印西牧の復元図７）に拠れば、今回の調査地点は牧の南西外縁部に相当する。

　清戸Ⅱ遺跡における近世遺構の変遷は大きく２時期に分けられる。第１期が近世中頃前後、そして第２

第8-6図　遺構外出土遺物

10ｃｍ0 (1/3)

１ ２

３
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期が幕末～明治辺りにあることは既に記した。次にその背景について簡単にふれる。

　江戸時代の北総官牧の１つである印西牧は、現白井市から東は印西市東部、南は印旛沼北岸に及ぶ広大

な牧であった。その周囲には牧士のもと牧の維持・運営を実質的に担った牧付の村々が取り囲むように存

在した。清戸村はその一つであり、牧の南西地先に位置する。牧の範囲は江戸時代を通して固定していた

わけでは無く、とりわけ享保期の新田開発など、開発の進展に応じて縮小すると共に、その境界は緩衝地

として新たな対処を迫られた。調査地はまさに清戸村背後の台地上にあり印西牧の南西境界を画する土手

とも近い位置（約150ｍ東）にある。

　清戸村の新田開発は17世紀後半に遡るが、その終末に当たる元禄６（1693）年「清戸村田畑水帳」８）

によれば、調査地から南側の字「花
はな

堀
ほっこめ

込」一帯は縦10間、横７・８間程度の「下畑」が広がっていたよう

である。現耕地割は北東から南西に開析する谷に並行するようになされているが注２）、調査区域から北西

側は北北東から南南西に地割が変わっており、宗像神社の参道も同じ方位である。すなわち、現市道は地

割の接点に当たり、そこにまず土坑群が作られたのである。

　この土坑群は楕円形かつ擂鉢状の断面を呈するもので、同規格でしかも連続する特徴を有するが、同種

の遺構は北総の台地上で広く検出例がある。牧に伴う溝・堀は「野馬除土手堀」と「犬落し穴」が一般的

であるが、「シシ穴」を伴う例もある。文献の用例や昨今の調査例からして、調査区の土坑列は「犬落し穴」

に類似するものの、それより小さい。より小形の害獣除けとみておくのが適当であろう。前後に交叉する

ように切れているのは畑の区画と関連するのかもしれない。恐らく南側の畑に対する対処であろう。

　しかし、このような遺構は埋没するのも早く、その後に掘り返されたような様子もない。その代わり土

坑列の東側に沿って、溝が新たに掘られ、北部土坑列ではさらにピット列も伴っている。ピットは柱穴と

第8-1表　清戸遺跡・清戸Ⅱ遺跡概要

報告名称
白井市教育
委員会の
次数呼称

刊行年 編集機関 調査年度 主な遺構 主な遺物

清戸Ⅱ遺跡 2014 (公財 )千葉県教育振興財団 平成25年度 平安時代溝１条、近世土坑列
２条・溝８条、近代道跡１条 土師器、須恵器

清戸遺跡 第１次 1976 ㈶千葉県文化財センター 昭和48年度 近世溝1条、塚1基、野馬堀の一部
縄文土器、弥生土器、
土師器・須恵器、陶磁器、
古銭

清戸遺跡 第１次 2007 (財)千葉県教育振興財団
昭和62年度
平成４・12
年度

旧石器時代石器集中1地点、縄文時
代陥し穴１基、古墳時代住居跡３棟、
平安時代住居跡11棟・土坑９基、
中近世溝状遺構17条

ナイフ形石器、剥片、縄文
土器、石鏃、磨石、弥生
土器、古墳時代土師器、
平安時代土師器(墨書・刻書
含む)・須恵器、砥石、金属
製品、中近世陶磁器、銭貨

清戸Ⅱ遺跡 第２次 2006 白井市教育委員会 平成16年度 平安時代住居跡１軒 土師器

清戸Ⅱ遺跡 第３次 2006 白井市教育委員会 平成16年度
縄文時代焼土遺構１基、古墳時
代住居跡９軒、平安時代住居跡
２軒、中近世竪穴状遺構１基・
溝９条、時期不明土坑３基

縄文土器、土師器(刻書坏
含む)、陶磁器

清戸Ⅱ遺跡 第４次 2006 白井市教育委員会 平成16年度 平安時代住居跡２軒・土坑４基、
中近世溝１条 土師器

清戸Ⅱ遺跡 第５～７次 2012 白井市教育委員会 平成18・19
年度 平安時代住居跡２軒(第７次調査) 土師器

清戸Ⅱ遺跡 第８次 未定 白井市教育委員会 平成25年度 古墳時代住居跡１棟、近世溝１条 なし
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判断されることから柵列と思われるが、このような差もあるいは耕地所有者の差を示すのかもしれない。

いずれにせよ、畑地の経営が安定するに従いその必要がなくなったのであろう。なお、この遺構群の時期

的な幅についてはピットから出土した陶器の年代前後というにすぎないが、当調査区の40ｍ～50ｍ西側で

やはり土坑列を伴う溝が検出されており、鉄銭を含まない新寛永銭のみの緡銭が遺構に伴って出土してい

る２）。そう大きな差はないと推測する。

　その後、大きな変化があったのは、第２期つまり幕末期以降である。畑の境界は新たに道となり、道の

脇には溝が併設された。踏み締め面下位には明治以降せいぜい大正初期頃までの瀬戸・美濃陶磁器注３）が

廃棄された。明治10年代の迅速図には北側の旧道と共に、この新道も記載されている。牧の開発は近代に

なって江戸住民の移住など新段階を迎えるが、それも一段落した頃に新道が作られたのである。確かに鎌

ヶ谷や松崎などに向かうには斜めのほうが近いが、それ以外にも理由があったのかもしれない。ともあれ、

今回の調査は牧外縁部の様子を、それも近世～近代にわたって多少なりとも明らかにしてくれたというこ

とにつきよう。

注１　 清戸Ⅱ遺跡の北方約500ｍにある「清戸の泉」には竜神と弁財天が祀られ、竜神信仰に基づく伝説が今もなお語り継

がれている。印旛・手賀沼周辺の竜神伝説の代表例として昭和42年に千葉県指定史跡に指定された。この伝説は、

平安時代の大同年間（806年～809年）に起こった旱魃による雨乞い祈願に由来する。

　２　白井市で調査した南側の部分的な調査例（参考文献３）でもほぼ現地割に沿った溝が検出されている。

　３　多治見市や土岐市など明治以降の窯跡出土瀬戸・美濃陶磁器の調査例による。
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図版1-1図版1-1

向新田遺跡（２）・船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）・白井新田１号遺跡・清戸Ⅱ遺跡周辺航空写真（１/40,000）向新田遺跡（２）・船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）・白井新田１号遺跡・清戸Ⅱ遺跡周辺航空写真（１/40,000）

向新田遺跡（２）
白井新田１号遺跡

清戸Ⅱ遺跡

船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）



鹿黒橋遺跡鹿黒橋遺跡

大割水溜遺跡

高堀所在野馬土手
割野所在野馬土手

泉北側第３遺跡野馬堀

泉新田野馬堀

惣深木戸

大割水溜遺跡・鹿黒橋遺跡及び高堀所在野馬土手周辺航空写真（１/10,000）

図版1-2図版1-2



大割水溜遺跡大割水溜遺跡 図版2-1図版2-1

調査前風景　南から　（平成12年度）調査前風景　南から　（平成12年度）

11J-42グリッド　土層断面　南西から11J-42グリッド　土層断面　南西から



大割水溜遺跡大割水溜遺跡図版2-2図版2-2

第１ブロック　遺物出土状況　西から第１ブロック　遺物出土状況　西から

第３ブロック　遺物出土状況　西から第３ブロック　遺物出土状況　西から

第４ブロック　遺物出土状況　南南西から第４ブロック　遺物出土状況　南南西から

単独出土　6K-02・12グリッド　東から単独出土　6K-02・12グリッド　東から

第２ブロック　遺物出土状況　南から第２ブロック　遺物出土状況　南から

第３ブロック　4L-53グリッド　土層断面第３ブロック　4L-53グリッド　土層断面

第４ブロック　10K-21・31グリッド　土層断面第４ブロック　10K-21・31グリッド　土層断面

北側遺物包含層　3K-78グリッド　南から北側遺物包含層　3K-78グリッド　南から



大割水溜遺跡大割水溜遺跡 図版2-3図版2-3



大割水溜遺跡大割水溜遺跡図版2-4図版2-4



大割水溜遺跡大割水溜遺跡 図版2-5図版2-5

SI001 遺物・炭化物出土状況　南東からSI001 遺物・炭化物出土状況　南東から

SI002遺物出土状況　南西からSI002遺物出土状況　南西から

SK001・SK002　北西からSK001・SK002　北西から

SI001全景　南東からSI001全景　南東から

SI002全景　北東からSI002全景　北東から

3L・3Kグリッド周辺  包含層調査状況　南から3L・3Kグリッド周辺  包含層調査状況　南から



大割水溜遺跡大割水溜遺跡図版2-6図版2-6



大割水溜遺跡大割水溜遺跡 図版2-7図版2-7

包含層出土土器　49～87

包含層出土土器　88～119



大割水溜遺跡大割水溜遺跡図版2-8図版2-8

包含層出土土器　120～138、140～150

包含層出土土器　151～172



大割水溜遺跡大割水溜遺跡 図版2-9図版2-9



高掘所在野馬土手高掘所在野馬土手図版3-1図版3-1

調査前全景（北西から）

調査前全景（南東から）

大割水溜遺跡内野馬土手（西から）



高掘所在野馬土手高掘所在野馬土手 図版3-2図版3-2

第1トレンチ（北西から）
大割水溜遺跡内

第2トレンチ（北西から）
大割水溜遺跡内

第2トレンチ（東から）



高掘所在野馬土手高掘所在野馬土手図版3-3図版3-3

第2トレンチセクション

第5トレンチ（東から）

第10トレンチ（東から）



向新田遺跡（２）向新田遺跡（２） 図版4-1図版4-1

調査前の溝（北東から）

溝A-A'断面

溝全景（南西から）
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在 地

コード 北緯 東経
調査期間 調査面積

㎡ 調査原因
市町村 遺跡番号 （世界測地系）
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520 道路建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大割水溜遺跡 包蔵地

集落跡

牧跡

旧石器時代

縄文時代

古墳時代前期

近世

石器集中地点４か所

炉穴２基

竪穴住居跡２軒

野馬土手・野馬堀

尖頭器・ナイフ形石
器・石刃・削器・石
錐・石核
縄文土器（撚糸文～
後期）・土器片錘・
石器
古墳時代土師器

　下層の石器集中地
点はⅣ層上部～Ⅱ層
にかけて検出された。
　縄文時代の炉穴２
基は早期後半の子母
口式期と思われる。
　古墳時代の竪穴住
居跡は近隣の遺跡か
ら同時代の大規模集
落が検出されており、
関連性が窺える。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

高堀所在野馬土手 牧跡 近世 野馬土手・野馬堀 　野馬土手・野馬堀
とも数次にわたる補
修・作り替えが行わ
れていた。

向新田遺跡（２） 包蔵地 近世 溝 　「害獣除け」と思
われるピット付きの
溝が検出された。

船尾白幡遺跡
Ⅱ-（２）

包蔵地

集落跡

旧石器時代
縄文時代

弥生時代後期
古墳時代後期

奈良・平安時代

竪穴住居跡２軒
竪穴住居跡４軒

竪穴住居跡２軒・掘立柱
建物跡５棟・土坑10基・
ピット16基

細石刃・石核
縄文土器（撚糸文～
後期）・石器
弥生土器
古墳時代土師器・須
恵器・支脚・土製玉

奈良・平安時代墨書
土器・土師器・須恵
器・支脚・鉄釘

　奈良・平安時代に
おいて、古代印旛郡
舩穂郷の中心的集落
と考えられ、墨書土
器、線刻の記号資料
が出土している。

白井新田１号遺跡 塚 近世 塚１基 　塚の盛土は、周辺
の表土とローム層上
部を削って交互に積
んでいる。周溝、埋
葬施設、石碑等はみ
られなかった。

鹿黒橋遺跡 包蔵地 中～近世 水田畦畔１条・用水路１
条・水溜土坑１基・堰１
か所・土坑２基

縄文土器・弥生土器・
埴輪・土師器・須恵
器・中～近世土器・
陶磁器・銭貨・キセ
ル・墨書木札・漆塗
椀

　出土遺物から15世
紀後半～18世紀と思
われる畦畔及び水溜
施設を伴う用水路が
検出された。

清戸Ⅱ遺跡 包蔵地
牧跡

平安時代、近世 平安時代溝１条・近世牧
関連土坑列２条

平安時代土師器・須
恵器

　近世牧関連の溝状
遺構・土坑列が検出
された。

要　　約

　千葉北部関連事業の「千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書」としては本報告をもって終了とな
る。大割水溜遺跡では旧石器時代の４か所ブロックから、尖頭器石器群、礫群、石刃を伴う一群など、
器種・石材を異にするⅣ層上部以降の石器群が検出された。縄文時代では子母口式期に比定される炉
穴２基を検出したほか、再利用と考えられる土器片錘が出土している。古墳時代では竪穴住居跡２軒
が検出された。印西牧関連遺跡の高堀所在野馬土手には改修の跡が確認できた。向新田遺跡（２）・清
戸Ⅱ遺跡では土坑列を伴った溝が検出されており、害獣除けや何らかの境界を意識した溝である可能
性が指摘される。船尾白幡遺跡Ⅱ-（２）は古墳時代、奈良・平安時代の竪穴住居跡を複数確認した。
奈良・平安時代において、古代印旛郡舩穂郷の中心的集落と考えられ、墨書土器、線刻の記号資料が
出土している。白井新田１号遺跡では近世の塚１基が検出された。鹿黒橋遺跡は千葉県北部初の中世
水田跡であるが、周辺の遺跡から多くの遺物の混入が認められた。中でも滑石製スタンプについての
用途・流通に関する考察は興味深い。清戸Ⅱ遺跡では道路部分の調査が行われ、前回調査時の遺構と
繋がる平安時代の溝が確認できた。また、改修跡のみられる近世の溝状遺構、土坑列を持つ溝など、
高堀所在野馬土手と共に印西牧との関連性が指摘される。
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